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DAIHATSU 

このたびは、ダイハツ車をお買い上げいただき、 
ありがとろございます。 

本書は、 ハイゼットカーゴ.ハイゼットデッキバン および ハイゼッ 
トカーゴブライン ド仕様車の正しい取り扱いかたや、お手入れの方 
法などについて説明しているほか、車を操作するうえで必ず守っていた 
だきたいこと、また、万一のときの処置についても記載しています。安全 
で快適な カーライフを お楽しみいただくために、ご使用の前に必ずお読み 
ください。 

特装車にお乗りの方は、本書とともに別冊の取扱説明書を参照くだ 
さい。 


必読！ドライバーのみなさまへ 


特に重要な事柄です。必ず読んでから操作、あるいは作業に取りかかってください。これらを 
守らないと思わぬけがや事故につながったり、車を損傷するおそれがあります。 


安全についての表示マーク • その他の表示マーク 


本文中に記載されているマークの意味は下記の通りです。 


A 警告 

警告事項を守らないと、生命にかかわるけが、あるいは重大な 
けがにつながるおそれがあります。 

△注意 

注意事項を守らないと、けがや事故、車の破損につながるおそ 
れがあります。 

fe アドバイス 

お車のために守つていただきたい事項です。 

|オプション/グレード別装備| 

オプション、またはグレードなどにより、装備の有無の異なる 
項目です。 


ご愛車のために 


• 車種によって取り扱い方法が異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認したうえで操作 
を行ってください。車両型式、エンジン型式は本書の「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ 
記入しておくと便利です。 

•保証および点検•整備については、別冊の「メンテナンスノー ト」に記載していますので 
お読みください。 

• お車をゆずられる際は、次のオーナーのために必ず本書を車に付けておいてください。 

• 車の仕様変更により、本書の内容やイラストがお車と一部異なる場合がございますがご了承ください。 
•本書は別冊の「メンテナンスノート」とともに、いつもお車に保管しておいてください。 

•ご不明な点は、ご購入先のダイハツサービスエ場（営業スタッフ）におたずねください。 













ご愛車に関するメ : 


記入される記® •番号は、車検証、ネームプレートをご覧ください。 


ご愛車のメモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

KF- 型エンジン 

総排気量 

658cc 

車体色(番号） 


トランスミッション 

マニュアル トランスミッション 
オートマチックトランスミッション 


ネームプレートは助手席側ドアを開けたところに貼り付けしてあります。 

















マニュアル車には、エンジン始動時の誤操作を防ぐためのクラッチフタートシヌテム 
が装備されています。 

(クラツチスタートシステム—132ぺージ） 

Q クラッチヌタートシステム ） 

マニュアル車は、クラッチペダルをいっぱいまで踏み 
込まないとエンジンがかかりません。 
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絵目次 


外観 


グレードの違い、注文装備も記載しています。 


( I ②③ 



⑦ ⑧ 


※デッキバン仕様車の場合は、リヤゲートになります。 
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①バックドア- - - - - - -85 

① リャゲート(デッキバン仕様車）-…… -90 

② リやワイパ-124 

③ リゃウインドデフォッガ- - -124 

④ ピラー アンテナ-159 

⑤ フロントワイパ-123 

⑥ ドア5ラ - 102 

⑦ ボンネ 、ソ I -…… -91 

⑧ けん引フック-200 

⑨ ドアの開閉---……-……-……-……-……- -80 

⑩ フラ仆 * ド'ア- -82 

⑪タイヤ交換---……- 203 

@夕仆の口ーテーシ3ン-232 

⑬タイヤチェーン-244 
















内装 


グレードの違い、注文装備も記載しています。 


① ②③④⑤®® ⑧⑫⑨ ⑩ 
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① ルームミフ- 102 

② ルーム ランプ（フロント）-182 

③ サンバイザ-……-……- - -185 

④ 才ーバーヘッドシヱルフ- - -……- ----- -……186 

⑤ ドアの開閉---…… - - - - - - - - -80 

⑥ 車内からの施錠 • 解錠- - - - - - -80 

⑦ バワード，ア ロック- 84 

⑧ シートベルト（フロント）-52 

⑨ シートベルトや） -52 

⑩ ルームランプ（センター）- - -……182 

荷室 LED ランプ- - - - - - - ……-……-……-182 

⑪シフトレバー(マニュアル車)- 136 

©シフトレバー(オートマチック車)- 138 

⑫バワーウインド-98 

⑬駐車ブレーキ……-127 

⑭フロントシ ー I -39 

® フューエルリッドオーブナ- -97 

⑯ 1 」やシ - h - - 41 




















インストルメントパネル 


グレードの違い、注文装備も記載しています。 


① ②③④ ⑦ dXD ⑩ 
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① 助手席 SRS エアバッグ- -64 

② エアコン-152 

③ :デ-159 

④ 非常点滅灯スイッチ-122 

⑤ フロントワイパー-ウォッシャーヌイッチ-123 

⑥ リやワイパー，ウォッシャースイッチ-124 

⑦ メ -108 

⑧ ライトヌイッチ- - -……-……-……-……-……-……- ----- 119 

⑨ 方向指示スイッチ-121 

⑩ カップホルダ-……-……-……-……-……-……-……- ----- 187 

⑪発炎筒- - - - - - -……- - -198 

® グロープボックヌ- - - - 186 

⑬ショッピングフック- 188 

⑭シガラ/夕- - - - -……184 

@灰皿- --.-.-.- …… -.-.-.-.- ……184 

⑩リやヒーターフアンスイッチ-158 

©リヤウインドデフオッガースイッチ-124 

⑱ヘッドランプマニュアルレべリングスイッチ-120 

® 4 WD 切り替えスイッチ-129 

⑳ホーンヌ^! ' V 5 -125 

㉑ 運転席 SRS エアバッグ- 64 

㉒ エンジンスイッチ-126 

㉙ ドアミラーヌイッチ- 103 

㉔ ボンネ、外才-ブナ-91 
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安全のためにぜひ守りましよう 


A 

必読！ 

ドライバーのみなさまへ 

ご使用の前に、特に守つていただきたいこと、 

知つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

注意に値する項目です 





走付する刖に- . 10 

エンジンをかけるときは- . 14 

走行しているときは . 16 

駐停車するときは . . . 19 

安全な燃料給油のために--- . 21 

SRS エアバッグについて- . 23 

オー トマチック車について- ------25 

お子さまを乗せるときは- . 27 

お車を長}寺ちさせるには-31 

こんなときは ----- -……. . 33 






















必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


走行する前に 

お出かけの前に知っておいていただきたいこと、お守リいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ < ために、 
日常点検 • 定期点検整備を実施すること 
が法律で義務付けられています。 

点検•整備はメンテナンヌノートにした 
がって実施して < ださい。 

詳しくは別冊の「メンテナンフノート」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してくださ 
い_ 

シート、ミラー類の位置を正し<調整し 
て < ださい。 

(シート — 38ページ) 
(車体各部の調整—102ページ) 


シートベルトはしっかりと着 
用してください 

走行する前に必ず運転者、同乗者とも全 
員がシートベルトを着用して < ださい。 
シートベルトは正し<着用しないと効果 
が半減したり、危険な場合かあります。 
必ず正しい着用方法を身に付けて<ださ 
い。 

(正しい着用— 50 ページ) 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください 

妊娠中の方も下記の要領でシートベルト 
を着用して<ださい。ただし、万一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれが 
ありますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師にご相談のうえ、注意事項 
を確認して < ださい。 

•腰べルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨5みの下に密着させ 
て着用して<ださい。腰べルトが腰骨 
か5ずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩べルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用して<ださい。肩べルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 



危険物は持ち込まないでくだ 
さい_ 

車内や荷室内には、ガソリン、灯油、シ 
ンナーなどの引火物の入った容器やスプ 
レー缶類を持ち込まないで<ださい。蒸 
発ガスに引火したり容器が破損すると非 
常に危険です。 



ペダル操作が確実に行える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ために、ベダ 
ル操作が確実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペダル操作が確実に行えない 
と、思わぬ事故につながるおそれがあり 
危険です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中に空缶などの動きやすい物を足元 
に置<と、ブレーキペダルの下に挟まり、 
ブレーキ操作ができな<なったり、アク 
セルペダルが戻らな<なるなどのおそれ 
があり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


運転席足元を定期的に清掃し 
てください 

フロアマツトや床面を定期的に清掃し、 
小石やゴ5などがたま5ないよラにして 
<ださい。また、乗車前に靴底に付いた 
小石などをよ<落とし、なるベ<車内に 
持ち込まないよ〇にして<ださい。 

足元にたまった小石やゴミなどがペダル 
操作のさまたげになったり、そのまま使 
用し続けると摩擦でフロアマツトに穴が 
開き、ペダルか引つかかって思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 



フロアマットはダイハツ純正 
品を使用してください 

フロアマットを使用するときは、以下の 
項目を必ず守って正し<装着して<ださ 
い。 

• この車専用の純正品を使用して<ださ 
い。 

• 付属の取付要領書に従って正し<装着 
して <ださい。 

•ずれないようにフロアマット付属の 
専用フックで必ず固定して < ださい。 



• 重ねて使用しないで < ださい。 

•運転前にフロアマットが正し<固定 
されていることを確認して<ださい。 
•フックの破損などにより、フ□アマ 
ットが固定できな<なったときは、す 
みやかにフロアマットの使用を中止 
して <ださい。 

これ5を守5ないと、ブレーキペダルや 
アクセルペダルにフロアマットが引っ 
かかり、思わぬ事故につながるおそれか 
あり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 


荷物を積み過ぎないでくださ 

1 \ _ 

•助手席やリヤシートに荷物を積み重 
ねないで<ださい。視界をさまたげた 
り、ブレーキをかけたときや旋回して 
いるときに荷物が飛び出して体にあだ 
るなどして、思わぬけがや事故につな 
がるおそれがあり危険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行に悪い影響をおよぼし、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険 
です。 


荷物の積みかたに注意してく 
ださい 

• 重い荷物はかたよりのないよ〇に均等 
に積んで<ださい。荷物のかたよりが 
あるとカープなどで横転するおそれが 
あり危険です。 

• 荷物の荷<ずれや落下のないように、口 
ープなどでしっかり固定して < ださい。 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイヤ空気圧の点検は法的に義務付け5 
れています。 

タイヤ空気圧はスペアタイヤも含め、最 
低でも月に1回は点検を行って < ださい。 
タイヤ空気圧が極端に低い状態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よ〇な損傷をタイヤにあたえたり、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。 
タイヤの点検については、別冊の「メン 
テナンフノート」をご覧<ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


エンジンをかけるときは 

エンジンをかけるときに知っておいていただきたいこと、お守リいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を確認してください 

エンジン始動前に、車両後方や排気管の 
周りに可燃物（枯草•紙•木材など）が 
ないか確認して<ださい。可燃物がある 
と排気管や排気ガフが高温になり、火災 
になるおそれがあり危険です。 



排気ガスには気を付けてくだ 
さい_ 

排気ガスには無色 • 無臭で有害な一酸化 
炭素が含まれているため、吸い込むと一 
酸化炭素中毒になるおそれがあり危険で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲が閉鎖 
された場所）でエンジンをかけたままに 
しないで<ださい。換気が不十分になり、 
一酸化炭素中毒事故を起こす危険があり 
ます。 

排気管はときどき点検して<ださい。排 
気管の異常（腐食による穴や亀裂など） 
または排気音の異常などに気付いたとき 
は、ダイハツサービフエ場で点検を受け 
て<ださい。そのまま走行すると排気ガ 
スが車内に侵入するおそれかあり危険で 
す。 

車内に排気ガスが侵入してきたと感じた 
5すぐに換気をし、車内に新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちにダイハ 
ツサービスエ場で点検を受けて<ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


マニュアル車の場合に注意し 
ていただきたいこと 

マニュアル車には、エンジン始動時の誤 
作動を防ぐだめクラツチスタートシス 
テムが装備されています。クラツチぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込まないとエンジ 
ンがかかりません。 

駐車ブレーキをかけ、シフトレバーを二 
ュートラルにし、クラツチペダルをいっ 
ぱいまで踏んでからエンジンを始動して 
<ださい。 

(エンジンのかけかた — 131ページ） 


オートマチック車の場合に注 
意していただきたいこと 

駐車ブレーキをかけた状態でシフトレバ 
一を 必ず E レンジにして、ブレーキぺダ 
ルをしっかり踏みエンジンを始動して< 
ださい。 

(エンジンのかけかた — 134ページ) 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行しているときは 


走行しているときは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守リいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現象が起こるおそれがあります。 

• ブレーキの倍力装置がはた5かな<な 
るため、ブレーキの効きが悪<なり、 
事故につながるおそれがあり危険です。 
• 各警告灯が作用しな < なります。 

• “ LOCK ” の位置ではキーが抜けるお 
それがあります。万ーキーが抜けると 
ハンドルがロックし、ハンドル操作が 
できな<なり、事故につながるおそれ 
があり危険です。 

• ハンドル操作が重 < なります。 

• 触媒装置を損傷するおそれがあります。 
万一、車が止まらな<なったときの非常 
時は、車両の緊急停止方法にしたかって 
<ださい。 

(車両を緊急停止するには— ■ 221ページ） 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブレーキに頼る と、 ブレーキが過 
熱してブレーキの効きが悪<なり、危険 
です。長い下り坂などではシフトダウン 
して、エンジンブレーキを併用しましよ 
う。 

その際には、急激なシフトダウンを避け 
て<ださい。タイヤを□ックさせ、ヌリ 
ップなどの原因となり、事故につながる 
おそれがあり危険です。 

また、ぬれた路面や、積雪路、凍結路な 
どのスリップしやすい路面では、十分速 
度を落としてシフトダウンしてください。 


エンジンブレーキ 

エンジンブレーキとは、走行中アクセル 
ペダルから足を離したときにかかるプレ 
ーキのことです。低速ギヤになるほどよ 
<効きます。 


ハンドルをぃっぱぃに回した 
状態を長く続けなぃでくださ 
い_ 

オイル潤滑不良を起こし、パワーフテア 
リングポンプを損傷するおそれがありま 
す。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行しているときは 


雨、風の強い日には走行に注 
意してください 

雨や風の強い日は、スピードを控え目に 
しましよう。特に橋や土手の上、トンネ 
ルの出口、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、ハンドルをし 
つかり持ち、スピードを落として走行し 
て < ださい。 


冠水した道路を走行しないで 
ください 

冠水した道路を走行すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のシヨート、エン 
ジンの破損などの重大な車両故障につな 
がるおそれがあります。 

万一、水中に浸かってしまったときは、 
必ずダイハツサービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


水たまりを走行したあとはブ 
レーキの 効きを確認してくだ 
さい_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブレーキパッドがしめり、効 
きか悪<なることがあります。ブレーキ 
ペダルを軽<踏み、ブレーキの効き具合 
が正常かを確かめて < ださい。 

効き具合が悪いときは前後の車に十分注 
意し、ブレーキペダルを軽<踏みながら 
低速でしば5<走行し、ブレーキのしめ 
りを乾かして <ださい。 



スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
転させないでください 


タイヤのバースト（破裂）、トランスミ 
ッシヨンなどの損傷による思わぬ事故に 
つながるおそれがあります。 

(スタック（立ち往生）したとき 



高速道路を走行するときに注 
意していただきたいこと 

•燃料、冷却水、エンジンオイルの量、 
タイヤの空気圧、摩耗状態などの点検 
は特に念入りに行って<ださい。 

• 高速での急ブレーキは特に危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
さし、 0 

• 法定速度を守って走行してください。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

走行しているときは 


クラッチペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

クラッチペダルに足をのせたまま走行し 
たり、必要以上に長い時間、半クラッチ 
操作を行わないで<ださい。クラッチが 
早<摩耗したり、過熱し思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 


正しいシート位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで < ださい。 

また、リやシートを折りたたんだ状態で 
荷室に人を乗せての走行もしないで<だ 
さい。急ブレーキをかけたときなど、体 
が固定されず大変危険です。 

人を乗せて走行するときは必ず通常のシ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シート-> 38ページ） 


ブレーキ ペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブレーキ部品が早<摩耗したり、プレー 
キか過熱し、効きが悪<なるおそれがあ 
ります。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激な八ンドル操作、急発進、急加速、 
急ブレーキや急激なエンジンブレーキな 
ど「急」の付<運転はさけて<ださい。 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルームミラー、ドアミラーなどでは確 
認しに<い死角があります。安全確認を 
しなが5ゆつ<り後退して<ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓か5身を乗り出したり、手や顔を絶対 
に出さないで<ださい。思わぬけがをす 
るおそれがあります。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中にはハンドルの中に手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださい。 
ハンドル操作のさまたげになり、万一の 
ときに大変危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

駐停車するときは 


駐停車するときは 

駐停車するときに知っておいていただきたいこと、お守リいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐車するときに注意し 
ていただきたいこと 

エンジンを必ず止めて駐車して < ださい。 
思わぬ事故につながるおそれがあります。 


駐停車のときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐停車するときは、必ず駐車ブレーキを 
かけ、シフトレバーをマニュアル車は1 
速（上り坂）または後退（下り坂）、才 
—トマチック車は旧レンジに入れます。 
坂道で駐車するときは、さらに輪止めを 
置いて駐車すると安全です。 



燃えやすい物のそばに車を止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物 
(枯草•紙•木材など）があると、火災 
になるおそれがあり危険です。車の後方 
に可燃物があるときは、車両後端を 
30 cm 以上離して止めて < ださい。 

隙間が少ないと排気ガスによつて変色や 
変形したり、火災になるおそれがあり危 
険です。 

まだ、可燃物（枯草•紙 • 木材など）の 
上で走行したり、車を止めたりしないで 
<ださい。 


車から離れるときに注意して 
いただきたいこと _ 

車か5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブレーキをかけ、必ずドアを施錠し 
て < ださい。 

車が動き出したり、車両盗難、貴重品盗 
難のおそれがあります。 

また、乳幼児のみを車内に残して車を離 
れないで<ださい。炎天下での車内の温 
度は、想像以上に高<なり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

駐停車するときは 


仮眠するときは必ずエンジン 
を止めてください _ 

エンジンがかかった状態のままで仮眠す 
ると、無意識にシフトレバーを動かした 
り、アクセルペダルを踏み込んだりして、 
車の不意な発進やエンジン過熱による火 
災など、思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。 

また、排気管が損傷していた場合、風通 
しの良<ない所や、風向きによっては排 
気ガフの侵入により、一酸化炭素中毒事 
故を起こすおそれがあります。 



高速道路で停車するときに注 
意していただきたいこと 

高速道路で、故障などのためやむを得ず 
停車するときは道路の端によせ、必ず停 
止表示板（停止表示灯）を置いて<ださ 
い。 

万一のために停止表示板（停止表示灯） 
は車に常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示灯）の設置は法律で 
義務付けられています。 



高温になっている場所には触 
れないでください 

•荷物の積み降ろし時などに、手や足が 
マフラーに触れないようにして<ださ 
し、。エンジンがかかっているときやエ 
ンジン停止直後のマフラーは高温にな 
っているため、やけどをするおそれか 
あります。 

•タイヤ交換時などに、ディスクホイ 
—ルやブレーキ回りに触れないように 
して<ださい。走行後のディフクホ 
イールやブレーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれかあり 
ます。 


ターボ車は走行後にアイドリ 
ングを行ってください 

高速および登坂走行の直後にエンジンを 
止めるときは、停車後、1分程度アイド 
リングの状態でエンジンを冷やしてから 
エンジンを止めて < ださい。 


車が雪でおおわれたときに注 
意していただきたいこと 

雪が積もった場所や降雪時に駐車すると 
きは、エンジンをかけたままにしないで 
<ださい。エンジンをかけた状態で車の 
周りに雪が積もると、排気ガフが車内に 
侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお 
それがあり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

安全な燃料給油のために 

安全な燃料給油のために 

セルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合に知 
つておいていただきたいこと、お守リいただきたいこと、特に注意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みにな安全に給油を行ってください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い 


燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 


必ず、無鉛レギュラーガソリン、または 
無鉛プレミアムガソリンを使用して<だ 
さい。 

給油時に、指定されている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽油、灯油など）を使用 
すると、エンジンの始動性が悪<なった 
り、ノッキングや出力の低下などが発生 
する場合があります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれがあります。 



燃料は引火しやすいため、やけどなど重 
犬な傷害を受けるおそれがあり危険です。 
必ず下記のことをお守り<ださい。 

• エンジンは必ず止めて< ださい。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
で < ださい。 



• フユー エルキヤップを開ける前に、 
必ず車体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を行って 
<ださい。 

身体に静電気を帯びていると、放電に 
よる火花で引火するなどして、やけど 
のおそれがあり危険です。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

安全な燃料給油のために 


• 給油中に再び車内のシートに触れたり、 
座ったり、また人や物に触れると再帯 
電する場合かあります。このようなと 
きは再び給油機などの金属部分に触れ 
て静電気除去を行って<ださい。 

• フューエルキャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除去を行った 
方お一人で行って < ださい。 

• フューエルキャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高< 
なり、給油□か5燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 



• フューエルキヤップを少しゆるめた 
ときに「シュー」という音かする場合 
は、それ以上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっ<りと開けて 
<ださい。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぽれた燃料を布など 
でふき取ってください。 

• こほれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油□にほかの人を近付けないで<だ 
さし、0 


• 給油するときは、給油□にノブルを確 
実に挿入してくださしヽ。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないで<ださい。給油□か5燃料が吹 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油機によっては、早期にオートヌ 
トップが作動して正常に給油できない 
場合があります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示に従って < ださい。 

•給油終了後、フユーエルキャップを 
閉める場合「カチッ」といラ音が一度 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 



•純正品のフユーエルキヤップ（指 
定）以外は使用しないで<ださい。 
•その他、ガソリンヌタンド内に揭示 
されている注意事項を守って < ださし、。 


燃料の気化ガスを吸わないよ 
うにしてください 

燃料には、人体に有害な発ガン性物質を 
含んでいる物もありますので、ご注意< 
ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグのページも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さぃ_ 

SRS エアバッグの効果を発揮させるため、 
必ずシートベルトと併用して<ださい。 
SRS エアバッグはシートベルトを補助す 
るための装置でシートベルトの代わりで 
はありません。 

いざというとき効果を発揮しないばかり 
でな<、重大な事故につながるおそれが 
あります。 


修理、分解、取り外しをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのダイハツサービスエ場にご連絡< 
ださい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、インストルメントパネルにス 
テツカーを貼ったりカバーでおおうと、 
いざというとき SRS エアバッグが正常に 
作動しないおそれがあります。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルメントパネルの上に芳香剤な 
ど物を置いたり傘を立てかけたりしない 
で<ださい。 SRS エアバッグか膨らんだ 
ときの衝撃で飛ばされたり、 SRS エアバ 
ツグが正常に作動しないおそれがありま 
す。 



付きすぎたりしないで<ださい。お子さ 
まをインストルメントパネルの前に立た 
せたりしないで<ださい。 

また、インストルメントパネルにもたれ 
かか5ないで<ださい。 SRS エアバッグ 
が膨らんだときの衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席にベビーシートを取り付けたり、 
チャイルドシートを後ろ向きに取り付け 
ないで<ださい。 SRS エアバッグか膨ら 
んだときの衝撃で重大な傷害を受けるお 
それがあります。 

やむを得ず助手席にチャイルドシートを 
取り付けるときは SRS エアバッグか5体 
を遠ざけるためにシートを一番後ろの位 
置にし、必ず前向きに取り付けて<ださ 
い。 

なお、取り付け可否については、必ずチ 
ャイルドシートの適用条件をご確認<だ 
さし、。 

( SRS エアバッグ — 64ぺ ージ) 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

オートマチック車について 


オートマチック車について 

オートマチック車の運転のページも併せてお読みください。 


オートマチック車の特性や操 
作上で注意していただきたい 
こと _ 

オートマチック車には、い<つかの特性 
があります。思わぬ事故につながるおそ 
れかありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身に付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、シフトレ 
バーが0、 （ S レンジ以外の位置では、動 
力がつながった状態になり、アクセルぺ 
ダルを踏まな<てもゆっ<りと車が動き 
出します。 

停車中は平坦路であっても車が動かない 
ようにブレーキペダルをしっかりと踏み、 
必要に応じて駐車ブレーキをかけて < だ 
さし、。 


キックダウン 

走行中にアクセルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギヤに切り替わり、エンジ 
ンの回転数が上がり、急加速します。 

滑りやすい路面やカープ走行中では、急 
激なアクセルペダルの操作はさけて<だ 
さい。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えがないよ〇に、右足 
でアクセルベダルおよびブレーキぺダ 
ルの位置を確認し、必ずシフトレバーか 
( E レンジの位置になっていることを確認 
して <ださい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブレーキペダルはアクセルペダルと同 
じ右足で操作する習慣を身に付けて<だ 
さし、 0 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

オートマチック車について 


スター トするときは ブレーキ 
ペダルを踏んだままシフトレ 
バーを操作してください 

シフトレバーがどの位置にあるかをシフ 
トレバーまたはメーター内のインジケー 
ターを必ず目で見て確認し、必ず右足で 
ブレーキペダルをしっかりと踏んだまま 
シフトレバーを操作して<ださい。 

また、アクセルペダルを踏んでのシフト 
レバー操作はしないで < ださい。 

(運転のしかた—144ページ） 



走行中はシフトレバーを®レ 
ンジの位置に入れないでくだ 
さい_ 

走行中はシフトレバーを■レンジに入れ 
ると、エンジンブレーキが全<効かず思 
わぬ事故の原因となります。 

また、下り坂などでは必ずシフトダウン 
をして、エンジンブレーキを使ってくだ 
さい。ブレーキペダルを踏み続けること 
はやめて < ださい。 



坂道などで注意していただき 
たいこと 

坂道などでは、シフトレバーを■レンジ、 
U ] レンジまたは[□レンジに入れたまま惰 
性で後退したり、冏レンジに入れたまま 
惰性で前進することは絶対にやめて < だ 
さし、。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが悪 
<なったり、/\ンドルが重<なるなど、 
思わぬ事故や故障の原因となるおそれが 
あり危険です。 


駐停車するときは 

駐停車するときは、必ずシフトレバーを 
( E レンジの位置にし、しっかりと駐車プ 
レーキをかけて < ださい。 

また、車が完全に停止するまでシフトレ 
バーを ( E レンジには入れないでください。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


お子さまを乗せるときは 


ドアの開閉は、大人が注意し 
ながら操作してください 


お子さまは大人と一緒に後部 
座席にお座りください 


ドアを閉めるときなど、特にお子さまの 
手や足を挟まないよ〇注意しましよラ。 
開閉、施錠は大人が行って<ださい。 

(車体各部の開閉— 76ページ） 



車を離れるときはお子さまも 
一緒に離れてください 

お子さまのいたずらによる車の発進、火 
災など思わぬ事故が起こるおそれがあり 
危険です。また、炎天下での車内の温度 
は想像以上に高<なり、危険です。 

必ずお子さまと一緒に車を離れて<ださ 
い。 



助手席ではお子さまの動作が気になり、 
運転のさまたげになるだけでな<、お子 
さまが運転装置に触れて思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

また、万一のとき、お子さまかインスト 
ルメントパネルに頭をぶつけたり、放り 
出されるおそれがあります。 



乗る構造になっていないため、絶対にお 
子さまを乗せないで<ださい。急プレー 
キ時などに、思わぬ事故につながるおそ 
れがあります。 

また、停車中であってもお子さまを荷室 
で遊ばせないで < ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


お子さまにもシートベルトを 
着用させてください 

•お子さまにも必ずシートベルトを着 
用させて<ださい。急ブレーキ時など 
体が固定されず大変危険です。 

また、お子さまをひざに抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でお子さま 
を抱いていても、衝突したときなど十 
分に支えることができず、お子さまが 
重大な傷害を受けるおそれがあり危険 
です。 

•シートベルトが首やあごに当だる場 
合や腰骨にかか5ないよ〇な小さなお 
子さまには、チャイルドシート、ジ 
ュニアシートを使用して<ださい。 
通常のシートペルトでは衝突のとき 
首などに強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあり危険です。 

また、ひとり座りのできない小さなお 
子さまはベビーシートを使用して< 
ださい。 

• ベビー シート、 チヤイルド シート、 
ジュニアシートは、お子さまの年齢 
や体格に合わせて選んで<ださい。 

(チャイルドシート— 55ページ） 


•ベビー シート、 チヤイルド シート、 
ジュニア シー トを取り付けたときは、 
確実に取り付け5れていることを確認 
して<ださい。取り付け要領は、それ 
ぞれの シー トに付属の取扱説明書をよ 
<読んで < ださい。 

• お子さまを乗せていないときでもべビ 
—シート、 チヤイルド シート、 ジュ 
ニアシートは、しつかりとシートに 
取り付けるか、荷室へ収納して<ださ 
い。 

シートから取り外した状態で室内に放 
置すると、ブレーキをかけたときなど 
に乗員や物などに当たるなどして思わ 
ぬ事故につながるおそれかあります。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください 


チャイルドシートは正しく取 
リ付けてください 


お子さまをシートベルトで遊ばせないで 
<ださい。万ーシートベルトが首に巻き 
付いた場合、窒息などの重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 

誤ってそのよ〇な状態になってしまい、 
シートベルトのバックルも外せない場合 
は、はさみなどでシートベルトを切断し 
て < ださい。 



助手席にベビーシートを取り付けたり、 
チャイルドシートを後ろ向きに取り付け 
ないで<ださい。 SRS エアバッグか膨ら 
んだときの衝撃で重大な傷害を受けるお 
それがあります。 

やむを得ず助手席にチャイルドシートを 
取り付けるときは SRS エアバッグか5体 
を遠ざけるためにシートを一番後ろの位 
置にし、必ず前向きに取り付けて<ださ 
い。 

なお、取り付け可否については、必ずチ 
ヤイルドシートの適用条件をご確認<だ 
さし、。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お子さまを乗せるときは 


パワーウインドはお子さまに 
操作させないでください 

パワーウインドは大変強い力で開閉しま 
すので、開閉するとき、手•腕•頭•首 
などを挟んだり巻き込んだりして、重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険です。 
パワーウインド ON - OFF ヌイツチを 
“ OFF ” にすると、運転席ウインドガラ 
ス以外は開閉できな<なります。お子さ 
まを乗せているときは、パワーウインド 
ON - OFF スイツチを “ OFF ” にして<ださ 
い。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないように注意しましよう 

走行中に限5ず、お子さまが窓か5手や 
顔を出さないよ〇に注意しましよラ。思 
わぬけがをするおそれがあります。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お車を長持ちさせるには 


お車を長持ちさせるには 


点検整備を行いましょう 


エンジン冷却水温が低い間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 


車は日頃の管理が大切です。安全、快適 
にご使用いただ<ため、必ず実施して< 
ださい。 

• 日常点検 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ5の点検整備は法令で定め5れてい 
るものと、ダイハツが推奨するものに基 
づいています。 

詳しくは別冊の「メンテナンスノート」 
をご覧 <ださい。 


海岸地帯、凍結防止剤を散布 
した道路を走行したあとは 

海岸地帯や凍結防止剤を散布した道路な 
どを走行したあとは、早めに洗車をして 
<ださい。特に車体の下回り、足回りは 
念入りに洗車して<ださい。洗車をせず 
に放置すると腐食の原因となります。 
腐食が進行すると、ブレーキや燃料、才 
イル、エアコンなどの配管類か5の液漏 
れ、ガヌ漏れにつながるおそれがありま 
すので、早めの洗車とともに定期的な点 
検整備を実施して < ださい。 


• エンジン)令却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし • 急加速 • 高速走行をさけた 
運転でエンジンを暖機させて < ださい。 
暖機不足の状態で、急激な空ぶかし- 
急加速•高速走行をすると、エンジン 
に悪い影響をあたえたり、触媒装置の 
損傷の原因になるおそれがあります。 

• 暖機は水温表示灯が消灯すれば十分で 
す。 


無鉛ガソリンのみ使用してく 
ださい 

必ず、無鉛レギュラーガソリン、または 
無鉛プレミアムガソリンを使用して<だ 
さし、。 

給油時に、指定されている燃料であるこ 
とを確認して <ださい。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽油、灯油など）を使用 
すると、エンジンの始動性が悪<なった 
り、ノッキングや出力の低下などが発生 
する場合があります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれかあります。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

お車を長持ちさせるには 


車の改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能に適さない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できなかったり、故障や火災 
など思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

• ダイハツが国土交通省に届け出をした 
部品以外の物を装着すると、違法改造 
になることがあります。 

• ガラス面に、着色フイルムやヌテツカ 
一などを貼り付けないで<ださい。運 
転のさまたげになり危険です。特にフ 
□ントガラスおよびフロントドア左 
右のガラスへの貼り付けは法令で禁止 
されています。 

• タイやを交換するときは、指定以外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイー ル 取り付けナツトを交 
換するときは、この車専用以外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
支障をきたし、安全な走行ができな< 
なります。交換するときは、ダイハツ 
サービス エ場にご相談 <ださい。 

• 無線機やダイハツ純正部品以外の電装 
品などの取り付け、取り扱い方法が適 
切でない場合、電子機器部品に悪影響 
をおよぼしたり、故障や火災など思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険で 
す。ダイハツサービスエ場にご相談 
<ださい。 


• バッテリー端子にダイハツ純正部品以 
外の電装品やアーフ線を直接つなげな 
いでください。バッテリーあがりや火 
災など思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。 

• お客様自身でのハンドルの取り外しは 
しないで<ださい。ハンドルには SRS 
エアバッグか内蔵されているため、不 
適切に扱〇と誤作動につながり、重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険です。 


純正部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「ダイハツ純正部 
品」のご使用をおすすめします。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


C んなときは 

警告灯が点灯、点滅したとき 

警告灯類が異常を知5せたとき、そのま 
ま走行すると危険な場合があります。安 
全な場所に停車し、正しい処置を行って 
<ださい。 

(警告灯—113ページ） 


オー/《ーヒートしたとさ 

水温警告灯が点滅したときは、オーバー 
ヒートが考え5れます。そのときエンジ 
ンルームまたはボンネットから蒸気が出 
ている場合は、絶対にエンジンルームま 
たはボンネットを開けないで<ださい。 
また、あわててラジエーターキヤップを 
外さないで<ださい。熱湯が吹き出し、 
やけどをするおそれがあります。 

(才ーバーヒートの処置— 21◦ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブレーキの倍力装置やパワーステアリン 
グ装置が作動しな<なり、ブレーキの効 
きか悪<なったり、/\ンドルが重<なっ 
だりします。この場合、制動力などかな 
<なったわけではありませんので、通常 
より力を入れて/\ンドルやブレーキを操 
作して < ださい。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、ハンドルをしっかり持って 
徐々にブレーキをかけてスピードを落と 
してください。急ブレーキをかけると八 
ンドルを強 < 取5れ危険です。 

(タイヤの交換-» 203ページ） 


床下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、 
すぐに安全な場所に車を停車し、下回り 
を点検して <ださい。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などが見 
つかった場合はそのまま運転すると思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。ダ 
イハツサービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、 0 


いつもと違うとき _ 

地面に油や液の漏れたあとが残っている 
ときや、異臭、異音、振動などに気付い 
たときは、車に異常のおそれかあります。 
このよラなときは、ダイハツサービスエ 
場で点検を受けて < ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点に注意 
をしてください 

•灰皿を使用したあとは、マッチ、タバ 
コの火を確実に消し、必ず閉めて<だ 
さい。火災になるおそれかあり危険で 
す。 

•車内（特にインストルメントパネル 
の上など）に、ライターなどの発火物 
や炭酸飲料を置かないで<ださい。車 
内が高温になり火災や爆発につながる 
おそれがあり危険です。 

• ライターを車内（グ□—プボックス 
内など）に放置したままにしないで< 
ださい。荷物を押し込んだときや、シ 
一卜を動かしたときに、ライターの操 
作部が誤作動し、火災になるおそれが 
あり危険です。 



•ウインドガラスには吸盤を付けない 
で<ださい。また、インストルメント 
パネルの上に芳香剤などの容器を置か 
ないで<ださい。吸盤や容器がレンズ 
のはたらきをして、火災になるおそれ 
があり危険です。 



• シルバー色などの金属蒸着フイルムを 
曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ 
インドガラフを開けたまま放置しな 
いで<ださい。ドアやウインドガラ 
スを開けたまま放置すると、直射日光 
が曲面ガラスの内側に反射し、レンズ 
のはたらきをして、火災になるおそれ 
があり危険です。 

• エンジン始動前にエンジンルームに 
可燃物の置き忘れかないことを確認し 
て<ださい。特に長期間使用しなかっ 
たときは、エンジンルームに小動物 
や鳥類が持ち込んだ小枝などの可燃物 
がないことを確認して<ださい。車両 
の火災につながるおそれがあり危険で 
す。 

また、走行中にエンジンルームから 
こげた臭いかするときは、ただちに安 
全な場所に停車し、ダイハツサービ 
スエ場にご連絡 < ださい。 
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必読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にも注意をしてくだ 
さぃ_ 

• 炎天下での駐車は高温になりますので、 
メガネなどを車内に放置したり、小物 
入れなどに入れたままにしないで<だ 
さい。炎天下では車内が高温になるた 
め、レンズやフレーム、耐熱性の低い 
物は、変形 • ひび割れを起こすことが 
あります。 

•車内に飲み物をこぼしたり、雨水など 
がかからないよ〇注意して < ださい。 
インストルメントパネルやドア、フ 
□ア下などにあるフイツチや電気部品、 
配線類の故障の原因となったり、車両 
火災につながるおそれがあり危険です。 
万一、飲み物、雨水などがかかった場 
合は、すみやかにダイハツ サービス 
工場にご相談 < ださい。 

•インストルメントパネルの上に物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
転者の視界をさまたげたり、発進時や 
走行時に動いて思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•運転者は八ンブフリー以外の自動車 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<ださい。思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。 

•運転者は走行中、テレビを見たり、力 
ーナビゲーシヨンを操作しないで< 
ださい。思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 


•リや シートの調整および収納状態か 
5元に戻したときは必ず□ックしたこ 
とを確認して<ださい。ロックがかか 
っ ていない状態での走行は思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 

• タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイブ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着して < ださい。 


車止めなどに注意をしてくだ 
さぃ_ 

下記のよ〇な場合には、フポイラー、大 
型バンパーなどを損傷するおそれがあり 
ますので、十分に注意して<ださい。 

• 車止めのある場所への駐車 
• 路肩に沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぼみ（穴）のある場所の通過 
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安全装備 

車を運転するうえて乗員の安全を保護するための 
装備について説明しています。 


■シート ■ ABS 

正しし、運転姿勢-38 ABS (EBD 機イ寸）-71 

フ□ントシート -39 

リヤシ ー I -41 

フラツトシート-49 



■ シートベルト 

正しい着用- 50 

3,点式 ELR シートベル! -52 

プリテンシヨナ ー& フオース 
リミッター機構付シートベル!-54 

■ お子さま専用シート 

チヤイルドシ ー I -55 

チヤイルドシートの選びかた---- - 5了 
チヤイルドシートの固定のしかだ--- - 60 

■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-64 

SRS エアバッグ警告灯-70 

SRS エアバッグコンビユータ-70 
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シート 


正しい運転姿勢 


安全な運転操作を行ラため、正しい運転 
姿勢が取れるよラに、下記のことに注意 
してシートを調整して<ださい。 

• ペダル類が十分に踏み込めること 
• 背もたれから背中を離すことな <、八 
ンドル操作ができること 
•シートベルトが正し<着用できるこ 
と 

•ヘッドレフト中央の高さが耳の後方 
になること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶対に 
しないでください。シートが突然動 
き、運転を誤り思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要以上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましょう。 

•背もたれと背中の間にクッションなど 
を入れないでください。正しい姿勢が 
取れないばかりか、衝突したときシー 
トベルトなどの拘束保護装置の効果 
が十分に発揮されず重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 

(シートベルト—* 50ページ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないように注意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

•シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分に注意して行ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。指や手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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▼ 調整を行ろ前に 

A 警告 _ 

• スライド調整は必ず運転前に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
一卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わぬ事故につなが 

_るおそれがあります。_ 

▼ 調整方法 

シー ト下のフライドレバーを引き上げな 
がら、前後にシートをスライドします。 



リクライニング調整 

▼ 調整を行ろ前に 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
い、調整後は背もたれを軽くゆすり、 
背もたれが確実に固定されたことを確 
認してください。背もたれが固定され 
ていないと走行中に背もたれが動き思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

▼ 調整方法 

リクライニングレバーを引き上げながら 

背もたれの角度を調整します。 



A 注意 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背もたれにあまリカをかけない 
でください。背もたれに強い力がかか 
つていると急に背もたれが倒れ、けが 
をするおそれがあります。 


▼背もたれを元に戻すときは 

A 注意 _ 

• 背もたれが急に戻るおそれがあります 
ので、必ず背もたれを手で押さえなが 
ら操作してください。 
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ヘッドレストの調整 

オプション/グレード別装備 
▼ 調整を行ろ前に 

■告 _ 

•ヘッドレストを外した状態で走行し 
ないでください。衝突時などに重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 
走行前に必ず取リ付け、ヘッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを 
調整してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 

_を発揮しません。_ 

▼ 調整方法 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときはフトッパーを押しながら 
「カチッ」とい〇音がする位置で固定し 
て < ださい。 

取り外すときはストッパーを押しなから 
引き抜きます。 



助手席前倒し機構 

オプション/グレード別装備 
〇背もたれを前に倒すとき 

/. ヌライド レバーを引き、 シー トを一 
番後ろまでスライドさせます。 

2 . リクライニングレバーを矢印の方向 
に動かしなが5、背もたれを前に倒 
します。 



A 注意 _ 

•助手席を前倒しした状態で、荷物を積 
むときは、鋭利な物が助手席の背もた 
れに当たらないようにしてください。 
背もたれの表皮が傷付くおそれがあり 
ます。 


〇背もたれを元に戻すとき 

3 . そのまま背もたれを引き上げます。 

4 . スライド レバーを 操作し、 シー ト位 
置を調整します。 
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リヤ シー ト 

オプション/グレード別装備 


A 注意 

1 

1 


•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背もたれよ 
リ高く積まないでください。後方視界 
のさまたげになるだけでなく、急ブレ 
ーキ時などに前方に荷物が投げ出され 
るおそれがあります。 


ヘッドレストの取り外し 

オプション/グレード別装備 

▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突時などに、首に大きな衝撃が 
加わり、重大な傷害を受けるおそれが 
あリ危険です。ヘッドレストは必ず 
上げた状態で使用してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 

_を発揮しません0 _ 

▼ 操作方法 

取り外すときは、ストッパーを押しなが 

ら引き抜きます。 

取り付けるときは、「カチッ」という音 

がする位置で固定してください。 
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リヤシートを格納するとき 

▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。 ブレーキを かけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあリ危険で 
す。 


A 注意 _ 

•シートを操作するとき、または元に戻 
すときは、手や足などを挟まないよう 
に注意してください。また、壊れやす 
し、物がないことを確認してください。 

•背もたれを前に倒すときは、背もたれ 
が急に倒れるおそれがあります。必ず 
背もたれを手で押さえながら操作して 
ください。 

•倒した背もたれの上、または荷室に人 
を乗せて走行しないでください。急ブ 
レーキ時など体が固定されず危険で 
す。 


〇分割乗用タイプ 
オプション/グレード別装備 

をアドバイス _ 

•リヤシートは左右独立して格納する 
ことができます。 


▼ 操作方法 

7. リヤシートのヘッドレフトを外し 
ます。 

2. ハンドルを引き、背もたれを前に倒 
します。 



A 注意 _ 

• リヤシートの背もたれを前に倒した 
ときは、背もたれが確実に固定されて 
いることを確認してください。 


アドバイス _ 

• 背もたれが起きた状態などでハンドル 
の操作力が重いときは、背もたれを軽 
く前方に押しながら操作してくださ 
_ 1、〇 _ 

3 . シートベルトのバックルを抜き取り 
ます。 
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4 . ベルトを引きながらシートを少し持 
ち上げ、前方へ移動させて後席足元 
に格納します。 



A 注意 _ 

•格納するときは、必ずベルトを持って 
_操作してください。_ 

5. マツトの 下に シー トペルトの バック 
ルを収納します。 



6 . ヘッドレストをデツキサイドボケ 
ツトに収納します。 
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▼ 元に戻すときは 

/. シートを①いったん斜め前へ引き上 
げ、脚を立てたあと、②後方に回転 
移動させ真上からロックします。 



A 注意 _ 

• シートを元に戻すときは、確実にシー 
卜をロックさせてください。シートが 
固定されていないと走行中にシートが 
動き、思わぬけがをするおそれがあり 

_ます。_ 

2 . 収納したシートベルトのバックルを 
取り出し、背もたれとシートクッシ 
ヨンの間に通します。 


3. ハンドルを引き、背もたれを「カチ 
ッ」と音がするまで起こします。 



A 注意 _ 

• リヤシートの背もたれを起こしたあ 
とは、背もたれが確実に固定されてい 
ることを確認してください。背もたれ 
が固定されていないと、走行中に背も 
たれが動き思わぬけがをするおそれが 
あります。 


アドバイス _ 

•背もたれを起こす際、ハンドルの操作 
力が重いときは、背もたれを軽く下方 
_に押さえながら操作してください。_ 

4 . シートベルトのバックルがねじれな 
いよ〇に、バックルの表側を上向き 
にしてシートクッシヨンの上に置き 
ます。 



パックル 
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5. ヘッドしストを取り付けます。 


























〇ベンチタイプ 
オプション/グレード別装備 
デッキバン仕様車以外 
▼ 操作方法 

/. フロントシートを前方いっぱいまで 
スライドさせます。 

2 . リヤ シー ト背もたれの シー トバッ 
クストッパーバンドを外します。 




5. シートを前方へ回転させます。 



6 . シートベルトのバックルを マツ トの 
下に収納します。 



4 . シートベルトのバックルを背もたれ 
とシートクッシヨンの間か5抜き取 
ります。 


45 




















▼ 元に戻すときは 

逆の手順で行ってください。 

A 注意 _ 

• リヤシートの背もたれを元に戻した 
ときは、必ずシートバックストッパ 
-バンドで背もたれを固定してくだ 
さい。背もたれが固定されていない 
と、走行中に背もたれが動き思わぬけ 
がをするおそれがあります。 

• シートバックストッパーバンドを 
とめるときは、通し位置を確認してく 
ださい。通し位置を間違えると、シー 
トベルトが正しく装着できなくなり 
ます。 

シートバックストッパーバンドは 
下図のように、シートベルト ① （前 
側）とシートベルト ② （後ろ側）の 
間を通してフックにかけてください。 



シートべルト②(後側）ストッパーパンド 


デッキバン仕様車 
▼ 操作方法 

7. ベルトを引きながら、背もたれを前 
に倒します。 



2. シートベルトのバックルを 背もたれ 
と シートクッシヨンの 間から抜き取 
ります。 

3. シー ト後ろ側の ベル トを引きながら 
シー トを持ち上げてロックを解除し、 
シー トを前方へ回転させます。 



A 注意 _ 

•格納するときは、必ずべルトを持って 
操作してください。 
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4 . バックルを車両後方フロアのバンド 
で固定します。 



▼元に戻すときは 

A 注意 _ 

•リヤシートを戻す前に、フロアのシ 
ート固定部に異物が入っていないこと 
を確認してください。異物が入ってい 
ると、ロックができなかったり、ロッ 
ク機構が損傷したりするおそれがあり 
ます。 



7. ベルトを引きながらシートを持ち上 
げて、シートを後方へ回転させ、真 
上から□ックします。 



A 注意 _ 

•元に戻すときは、必ずベルトを持って 
操作してください。 

•シートは、確実にロックさせてくださ 
い。シートが固定されていないと走行 
中にシートが動き、思わぬけがをする 
おそれがあります。 
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2 . 固定したシートベルトのバックルを 
取り出し、背もたれとシートクッシ 
ヨンの間に通します。 



5背もたれを「カチツ」と音がするま 
で起こします。 


4 . シートペルトのバックルがねじれな 
いように、バックルの表側を上向き 
にしてシートクッシヨンの上に置き 
ます。 




A 注意 _ 

• シートの背もたれを起こしたあとは、 
背もたれが確実に固定されていること 
を確認してください。背もたれが固定 
されていないと走行中に背もたれが動 
き、思わぬけがをするおそれがありま 
す0 
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安全装備 





フルフラツトにするとき 


クルーズ 仕様車 
▼ 操作を行ろ前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。 ブレーキを かけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあリ危険で 
す。 


A 注意 _ 

• フルフラットにした状態で人を乗せ 
たまま走行しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 

•フルフラットにした状態で、シート 
の上を動き回ったりしないでくださ 
い。 

•シートの上を移動するときは、足を踏 
み外すおそれがあリ危険です。シート 
の中央を踏んでゆっくり移動してくだ 
さい。 

• フルフラット状態は安全な場所に車 
を止めて休息するときに使用してくだ 
さい0 


▼ 操作方法 

/. リヤシートのハンドルを引き、背も 
たれを床と水平になるまで倒します。 



2 . フロントシートのヘッドレフトを 
外します。 

3 . フロントシートを前方へスライドさ 
せます。 

4 . フロントシートの背もたれをリヤ 
シートと同じ高さになるまで倒しま 
す。 



▼ 元に戻すときは 

逆の手順で操作してください。 

アドバイス _ 

•リヤシートの背もたれを元に戻すと 
き、ハンドルは矢印の方向に引いてく 
ださい。 


49 


A 

















fZs \ 安全装備 
^シー トベルト 


シー トベルト 


正しい着用 


運転者は車を運転する前に、下記のこと 
に注意してシートペルトを着用し、必ず 
同乗者にも着用させて<ださい。シート 
ベルトは正し<着用しないと効果が半減 
したり、危険な場合があります。 

シートベルトの使用方法を十分に理解し、 
正しい取り扱いかたを身に付けて<ださ 
い。 



• シートを調整し、上体を起こし深<腰 
かけて座ること 

•シートペルトにねじれがないこと 
•シートペルトが肩に十分かかってい 
ること、また必ず腰骨のできるだけ低 
い位置に密着させること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

•シートベルトの肩にかかる部分を脇 
の下に通して着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効果が十分発揮され 
ません。 


正常な経路 異常 


•お子さまにも必ずシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシートを使 
用してください。 

ひざの上でお子さまを抱いていると、 
衝突時などにお子さまを支えることが 
できず、お子さまへの重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 
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安全装備 ira 
シー トベルト^ 


A 警告 _ 

•シートベルトは、それを着用するの 
に十分な大人の体格を持った人用に設 
計されています。 

• 1人で座ることのできない乳幼児の場 
合はベビーシート（別売）を使用し 
てください。 

•シートベルトが首やあごに当たった 
り、腰骨にかからないような体の小さ 
なお子さまの場合は、チャイルドシ 
一卜やジュニアシート（別売）を使 
用してください。 

(チャイルドシート— 55ページ） 
(チャイルドシートの固定のしかた 
— 60ページ） 

•妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、注意事項 
を確認してください。 

•腰べルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩べルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩べルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

•シートベルトは1人用です。2人以上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背もたれを必要以上に倒して 
走行しないでください。衝突時に体が 
シートベルトの下にもぐり、ベルト 
が腰骨にかからず腹部にかかることに 
なり、シートベルトによりけがをす 
るおそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要以上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効果が発揮 
されません。 

•シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など効果を発揮しなく 
なります。 
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ca 安全装備 
0シー トベルト 


A 警告 _ 

• シートベルトが汚れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機溶剤を使用すると、シートべ 
ルトの性能が落ち、十分な効果を発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

•シートベルトを着用した状態で万一 
事故にあった場合は、ダイハツサー 
ビスエ場でシートベル!式を交換 
してください。シートベルト自体が 
損傷している場合があり、性能を十分 
発揮できないおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、ダイハツサービスエ場で交換し 
てください。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効果を発揮できないおそ 
れがあります。 



3点式 ELR シー 


オプション/グレード別装備 
長さ調整の必要はありません。通常は体 
の動きに合わせて伸縮しますが、緊急時 
にはロックし、体を固定します。 

A 注意 _ 

ベンチタイプリヤ シー ト 
(デッキバン仕様車を除く）の場合 
•シートベルトを使用する前に、シー 
トバックストッパーバンドの通し 
位置を確認してください。通し位置を 
間違えると、シートベルトが正しく 
装着できなくなります。 

シートバックストッパーバンドは 
下図のように、シートベルト①（前 
側）とシートベルト②（後ろ側）の 
間を通してフックにかけてください。 



シートペルト②(後側）ストッパーパンド 
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安全装備 jgl 
シートベルト^^ 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢が取れる位置にシー 
卜を調整します。 

2 . プレートをつかんでゆつ<り引き出 
し、ペルトがねじれていないことを 
確認したのち、バックルの中にプレ 
一卜を「カチツ」と音がするまで差 
し込みます。 



A 警告 _ 

•肩部ベルトは、脇の下に通して着用し 
ないでください。ベルトが十分肩にか 
かっていないと十分な効果を発揮しま 
せん。 


A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


3 . 腰部べルトは必ず腰骨のできるだけ 
低い位置にかかるよラにし、肩部べ 
ルトを引いて腰部に密着させます。 



▼ 外すとき 

バックルのボタンを押します。ベルトは 
自動的に収納されますので、ねじれや引 
っかかりなどがないかを確認しなが5、 
ペルトやプレートに手を添えてゆつ<り 
戻します。 



匕アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆつく 
り引き出してください。 
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fZs \ 安全装備 
^シー トベルト 


プリテンシヨナー& 
フォースリミッター機構付 
シー トベルト 


フロントシート 

■告 _ 

•プリテンシヨナー&フォースリミッタ 
—機構付シートベルトは絶対に取り 
外さないでください。また、分解、改 
造もしないでください。 

•下記のような場合は必ずダイハツサ 
—ビスエ場にご相談ください。お客様 
自身で行うと、プリテンシヨナー機構 
が思いがけなく作動するおそれがある 
ほか、故障や思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

• 車両前部を修理するとき 
• 無線機を取り付けるとき 
• 廃車にするとき 


プリテンシヨナー機構 

前方からの強い衝撃を受けるとプリテン 
シヨナー機構が作動し、シートベルトを 
瞬時に引き込み、上体をシートにしっか 
りと固定してシートベルトや SRS エアバ 
ツグの効果をいっそう高めます。 

A 注意 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのダイハツサービスエ場 
で交換してください。 


fe アドバイス _ 

•プリテンシヨナー機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 


ノオースリ^!ッター機構 

前方からの強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトにある一定以上の荷重がかかつ 
たときに作動し、それ以上荷重がかから 
ないよろにする機構で、乗員の胸に加わ 
る力を減少させます。 

A 注意 _ 

•フォースリミッター機構付シートベ 
ルトは一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのダイハツサービスエ場 
で交換してください。 
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お子さま専用シート 



シートベルトを正し<着用できない小さ 
なお子さまを乗せるときは、チヤイルド 
シートをご使用 <ださい。 


チヤイルドシートは、シートペルトで 

固定します。 

(チャイルドシートの固定のしかた 
— 60ぺージ) 

チャイルドシートの固定方法、および取 

り扱い方法は、各チャイルドシートに付 

属の取扱説明書をお読み < ださい。 

^アドバイス _ 

•満6歳未満のお子さまは、チャイルド 
シートの着用が法律で義務付けられて 
います。 

•車の仕様やお子さまの年齢、体格に合 
わせて適切なチャイルドシートを選 
んでください。 

•体が十分大きく、チャイルドシート 
が不必要なお子さまは、リヤシート 
に乗せてシートベルトを着用させて 
ください。 

チャイルドシートについて 

• ここでは、ベビーシート、チャイル 
ドシート、ジュニアシートの総称と 
して、「チャイルドシート」と呼ん 
でいます。 

(チャイルドシートの種類— 56ページ) 


チャイルドシートの 
質量グループについて 


ECE R 44 ■•■の基準に適合するチャイルド 
シートは、お子さまの体重により、5種 
類の質量グループに分類されます。 


質暈 グループ 

お子さまの体重 

グループ0 

10kg まで 

グループ0+ 

13kg まで 

グループ1 

9〜 18kg 

グループII 

15〜 25kg 

グループ III 

22〜 36kg 


* チャイルドシートに関する国際的な安全基 
準です。 
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チャイルドシートの種類 

〇ベビーシート 
質量グループ0、0+に相当します。 



〇チャイルドシート 
質量グループ0+、丨に相当します。 



〇ジュニアシート 

質量グループII、 III に相当します。 



(チゃイルドシートの質量グループ 
について — 55ページ) 
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A ヤイルドシートの選びかた 


次の適合性一覧表から、各シート位置でどのチャイルドシートが使用できるかを選択 
して <ださい。 

アドバイス _ 

•お子さまに適切なチャイルドシートについては、チャイルドシート製造業者、また 
は販売業者にご相談ください。 


シートベルトで取り付けるチャイルドシート適合性一覧表 

分割乗用タイプリヤシート^1 

デッキバン仕様車 


質量グループ 

座席位置 

フロント シー ト 

リヤシ-卜 

助手席 

左右席 

0(1Okg まで） 

X 

U 

0+ (13kg まで) 

X 

U 

1 (9 〜 18kg) 

UF 

U 

II (15 〜 25kg) 

UF 

U 

III (22 〜 36kg) 

UF 

U 


•記号の説明 

U :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーのチャイ 
ルドシートが取り付け可能です。 

UF :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前向き 
チャイルドシートが取り付け可能です。 

X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 

表に記載されていないチャイルドシートを使用する場合は、チャイルドシート製造業者 
または販売業者にご相談ください。 
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ベンチタイプリヤシート装着車（デッキバン仕様車以外) 


質暈グループ 

座席位置 

フ□ント シー ト 

リヤシ-卜 

助手席 

左右席 

0(1 Okg まで） 

X 

X 

0+ (13 kg まで) 

X 

X 

1 (9 〜 18 kg ) 

UF 

X 

"(15 〜 25 kg ) 

UF 

X 

III (22 〜 36 kg ) 

UF 

X 


己^■の！吒日月 

UF :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前向き 
チャイルドシートが取り付け可能です。 

X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 


表に記載されていないチャイルドシートを使用する場合は、チャイルドシート製造業者 
または販売業者にご相談ください。 


アドバイス 


•チャイルドシートを購入される際は、質量グループに一致したものを選択してくだ 
さい。 

• ECE R 44 に適合している 「 U 」 と 「 UF 」 のチャイルドシートには、下記の認可ラべ 
ルが表示されています。 

•カテゴリーの RJNIVERSAL 」 は、汎用（ユニバーサル）チャイルドシートの認可で 
あることを表します。 



12345678 


法規番号 
カテゴリー 
体重範囲 

- ► 

認可番号 


国番号 
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iscr fix 対応チャイルドシート固定バー&トップテザーアンカーで 
取リ付けるチャイルドシート適合性一覧表 


この車には、 ISO 闩 X 対応チャイルドシート固定バ ー& トップテザーアンカーが装備 
されていないため、 ISO 闩 X 対応チャイルドシート固定バ ー& トップテザーアンカー 
によるチャイルドシートの取り付けはできません。 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両 ISO FIX 位置 

リャシート左右席 

キャリコット 

F 

ISO/L1 

X 

G 

ISO/L2 

X 

0 (10kg まで） 

E 

ISO/R1 

X 

0+(13kg まで) 

E 

ISO/R1 

X 

D 

ISO/R2 

X 

C 

ISO/R3 

X 

1 (9 〜 18kg) 

D 

ISO/R2 

X 

C 

ISO/R3 

X 

巳 

ISO/F2 

X 

B1 

ISO/F2X 

X 

A 

ISO/F3 

X 

II (15 〜 25kg) 


一 

X 

III (22 〜 36kg) 


一 

X 


己^■の！吒日月 

X : ISO 円X対応チャイルドシートを取り付けることはできません。 


International Organization for Standardization ( 国際標準化機構）の略 
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チャイルドシートの固定の 
しかた 


A 警告 _ 

•急ブレーキや事故の際、効果的にお子 
さまを保護するために、必ずお子さま 
の年齢や体の大きさに合ったシート 
ベルト、またはチャイルドシートを 
使用してください。 

また、お子さまをひざの上で抱いて走 
行しないでください。衝突したときな 
どに、十分に支えることができず、お 
子さまが重大な傷害を受けるおそれが 
あり危険です。 

•チャイルドシートによっては、取り 
付けができない、または取り付けが困 
難な場合があります。必ずチャイルド 
シートに付属の取扱説明書をお読みの 
上、確実に取り付けて使用方法をお守 
りください。使用方法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキ 
や衝突時などにお子さまが重大な傷害 
を受けるおそれがあり危険です。 

•ジュニアシートを使用しているとき 
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の 
中心にくるようにしてください。ベル 
卜を首から離すとともに肩から落ちな 
いようにしてください。お守りいただ 
かないと、急ブレーキや衝突時などに 
お子さまが重大な傷害を受けるおそれ 
があり危険です。 


A 警告 _ 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。万ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのような状態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
ルトを切断してください。 

•チャイルドシートを取り付けたとき 
は、チャイルドシートを軽くゆす 
り、確実に固定されているか確認して 
ください。また、シートの調整をしな 
いでください。 

•チャイルドシートはお子さまを乗せ 
ていないときでも、確実にシートを固 
定しておいてください。また、ラゲー 
ジルームに収納するときも、容易に 
動かないように収納してください。ブ 
レーキをかけたときなどに人や物に当 
たるなどして、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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■告 _ 

•助手席にベビーシートを取り付けた 
り、チャイルドシートを後ろ向きに 
取り付けないでください。ベビーシ 
一卜、チャイルドシートの背面が、 
SRS エアバッグに近すぎるため 、 SRS 
エアバッグが膨らんだときの強い衝撃 
で重大な傷害を受けるおそれがあリ危 
険です。 



•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取り付けるときは SRS エアバッグ 
から体を遠ざけるためにシートを一番 
後ろの位置にし、必ず前向きに取り付 
けてください。 


なお、取り付け可否については、必ず 
チャイルドシートの適用条件をご確 
認ください。 



A 注意 _ 

•標準装備のシートベルトは大人用で 
す。肩ベルトに首がかかるような小さ 
なお子さまにはシートベルトの着用 
はさけ、チャイルドシートの使用を 
おすすめします。取り付けはチャイル 
ドシートに付属の取扱説明書をよく 
読んで、確実に取り付けてください。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分注意し 
てください。 



アドバイス _ 

チャイルドシートをリヤシートに取り付け 

たときは 

•運転席とチャイルドシートが干渉 
し、正しい運転姿勢が確保できない場 
合は、リヤシートの助手席側に取り 
付けてください。 

(正しい運転姿勢 — 38ページ) 

チャイルドシートを使用しないときは 

•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、ラ ゲージルームに 収納 
し、しっかりと固定しておくか、車両 
から外して保管してください。シート 
に取り付けたままにしておくと、シー 
卜が変色したり、型くずれするおそれ 
があります。 
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シートベルトによる固定* 

▼ 取り付けかた 

/. チヤイルド シー トをリヤ シー トに 
置きます。 

•ヘッドレスト装着車は、ヘッドレス 
卜にチヤイルドシートか干渉する場 
合、ヘッドレフトを「カチッ」とい 
ラ音かする位置まで引き上げるか、取 
り外してデッキサイドポケットに収 
納します。 



2 . シー トベルトの プレー トをつかんで 
ゆつ < り引き出し、ベルトがねじれ 
ていないことを確認してから、チヤ 
イルド シー トの中に通します。 



* 固定のしかたは代表例です。 

また、イラストは説明のための物であり、実 
際のチャイルドシートの形状とは異なりま 
す。 
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3 . バックルの中にプレートを「カチ 
ッ」と音がするまで差し込みます。 

A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い0 


4 . チヤイルド シー トに シー トベルト 
の固定装置が付いていない場合は、 
□ッキングクリップを使用して固定 
します。 



アドバイス _ 

• ロッキングクリップの取り付けは、 
チャイルドシートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取リ付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、ダイハツ サービス エ場に 
ご相談ください。 


5 . チャイルドシートを軽 < ゆすり、確 
実に固定されていることを確認して 
<ださい。 

A 注意 _ 

♦チャイルドシートを固定したあと、 
シートベルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。万一のとき効果を発揮しな 
いおそれがあります。 
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^アドバイス _ 

助手席にチャイルドシートを取り付けるときは 

•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取り付けるときは、助手席シート 
を以下のように調整し、必ず前向きに 
チャイルドシートを取り付けてくだ 
さい。 

• シートを後方いっぱいまでスライドさ 
せる 

• 背もたれを直立状態にする 
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SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前方からの強い 
衝撃により、センサーが一定以上の衝撃 
(重大な危害がおよぶよろな強い衝撃） 
を感知すると瞬時に膨らみます。 


運転席 SRS エアバッグ 


シートベルトで体を拘束するはだらきと 
併せて、運転者の頭や胸などへの衝撃を 
やわらげる装置です。 



シートペルトで体を拘束するはだらきと 
併せて、助手席同乗者の頭や胸などへの 
衝撃をやわらげる装置です。 



A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトを 
補助するための装置で、シートベル 
卜の代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッグが膨らんだ場 
合、強い衝撃を受け危険です。 

(正しい着用— 50ページ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効果を発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効果を発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶対に取リ外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあリます。 


* Supplemental Restraint System (サプリ メンタ 
ルレフトレイントシステム）の略で、乗員 
保護補助装置の意味です。 
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A 警告 _ 

• SRS エアバッグは、絶対に改造や分解 
をしないでください。 

• SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。非 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあリます。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記の注意事項をお守りください。 
•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

助手席 SRS エアバッグは瞬時に車室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアバ 
ッグが膨らんだときの強い衝撃で重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、ベビーシート、 
チャイノレドシート、ジュニアシート 
などをリヤシートに装着して使用し 
てください。 

•助手席にベビーシートを取り付けた 
り、チャイルドシートを後ろ向きに 
取り付けないでください。ベビーシ 
一卜、チャイルドシートの背面が、 
SRS エアバッグに近すぎるため 、 SRS 
エアバッグが膨らんだときの強い衝撃 
で重大な傷害を受けるおそれがあリ危 
険です。 
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A 警告 _ 

•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取リ付けるときは SRS エアバッグ 
から体を遠ざけるためにシートを一番 
後ろの位置にし、必ず前向きに取り付 
けてください。 


なお、取り付け可否については、必ず 
チャイルドシートの適用条件をご確 
認ください。 



• SRS エアバッグの展開部にステッカー 
を貼ったり、カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
—スや物を置かないでください 。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 



A 警告 _ 

•ステアリングパッド、インストルメ 
ントパネルの上など SRS エアバッグ展 
開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エア バッグが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。車高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エア バッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•車両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのダイハツサー 
ビスエ場にご相談ください。 

* 無線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがありますので、無 
線機などを取り付けるときは、ダイハ 
ツサービスエ場にご相談ください。 

• SRS エアバッグは非常に速い速度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、打撲などを受け 
ることがあります。 
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A 注意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。 この ガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸が苦しくなる 
ことが'あります。 

この場合は、乗員が車外に出ても安全 
であることを確認して、車外に出てく 
ださい。なお、車外に出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。皮膚の弱い方は、まれに皮 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドガラスが破損することがあ 
ります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずダイハツサービ 
スエ場で交換してください。 


A 注意 _ 

•下記のような場合は必ずダイハツサ 
ービスエ場にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• ハン ドルを取り外すとき 
• 車両前部を修理するとき 

• 車や SRS エアバッグを廃棄するときは 
必ずダイハツサービスエ場にご相談 
ください。 SRS エアバッグが思いかけ 
ず作動し、けがをするおそれがあリま 
す。 

• SRS エアバッグが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずダイハ 
ツサービスエ場で交換してくださ 
い。衝突したときなどに SRS エアバッ 
グが正常に作動せず、けがをするおそ 
れがあります。 
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安全装備 

SRS エアバッグ 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前方からフロント 
バンパーに強い衝撃を受けたとき作動し 
ます。また、同時にプリテンシヨナー機 
構も作動します。 

走行中に路面などから車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
グが作動することがあります。 

• 高速で縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い穴や溝に落ち込んだとき 

深い穴や溝 



作動しない場合 

下記のよろに前方からの衝撃が弱い場合 
や、衝撃が車体により十分吸収された場 
合など、車両の損傷が大き<ても作動し 
ないことがあります。 

• コンクリートの壁に約 20 km / h 以下の 
速度で正面衝突したとき 


約20 km / h 以下 




• 電柱などポール状の物に正面衝突した 
とき 




• 前方約30°以上の角度でコンクリート 
の壁やガードレールなどに衝突した 
とき 
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安全装備 

SRS エアバッグ 




• SRS ェアバッグ警告灯点灯時 



• 大型トラックの後部荷台下にもぐり込 
んだとき 



下記のよ〇なときも作動しないことがあ 
り効果を発揮しません。 

• 側面や後方か5衝撃を受けだとき 


• 車両が横転、転覆したとき 



下記のよろなときは、 SRS エアバッグが 
作動しません。 

•エンジンフイツチが “ LOCK ” 、 
“ ACC ” の位置のときに衝突したとき 
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安全装備 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ警告灯 


メーター内に警告されます。 

• エンジンスイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
下記のシフテムに異常があると点灯し 
ます。 

▼ 異常があると点灯する システム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグ — 64ページ） 
• プリテンシ ヨナー 機構 

(プリテンシ ヨナー 機構— 54ページ） 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにダイハツサービ 
スエ場で点検を受けてください。 


SRS エアバッグ 
コンピューター 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A 注意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
対に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッグが誤って展開したり、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないように注 
意してください。 

万一こぼしたときは、ただちにふき取 
ってください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、蹴ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。ダイハツサービスェ 
場で交換してください。 
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^醪 


ABS 


ABS * ( KD 機能付) 


オプション/グレード別装備 
急制動時や滑りやすい路面における制動 
時には、車輪がロックして方向安定性と 
操舵能力が低下することがあります。 
ABS は、このよろな状況下に発生する車 
輪ロックを防止して操舵能力を確保しよ 
〇とする装置です。 

▼ EBD 

Electronic Brake force Distribution (電子 
制動力配分制御）の略で、車両の走行状 
態や積載状態に応じて最適な制動力配分 
を行ろ機能です。積載時のブレーキの効 
きを確保することができます。 


* ABS は、 Anti-lock Brake System (アンチ□ツ 
クブレーキシヌテム）の略です。 


A 注意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向安定性や 
操舵性の確保には限界があり、思わぬ 
事故につながるおそれがあリます。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•ジャリ道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とぎ 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


fe アドバイス _ 

• 低速（約 10 km / h 以下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

•エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告灯が点 
灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジン始動後に ABS 警告灯が数秒間 
点灯しても、その後、消灯すれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
再度発生した場合は、ダイハツサー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジンルームから モーター などの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 
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fe アドバイス _ 

• 走行中に ABS 警告灯が点灯した場合、 
通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ABS としての作動はし 
ません）、ダイハツサービスエ場で 
点検を受けてください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキ 
ペダルを踏むと ABS が作動しやすくな 
ります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキ 
ペダルをゆるめると ABS が効果を発揮 
できません。 

• 急ブレーキ時にボンビングブレーキ$ 
はしないでください。ボンピングブ 
レーキをすると制動距離が長くなリま 
す。 


* ブレーキペダルを数回に分けてこきざみに 
踏おブレーキのかけかた 
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車を運転する前に 

車を運転する前に必要な各部の開閉、調整、点検 
について説明しています。 


■ 車体各部の開閉 

+-76 

キーレスエントリ-77 

ドアの開閉-80 

スライド' ド、ア-82 

パワードアロック-84 

キー抜き忘れ警告プザ-85 

バックドア-85 

リヤゲ ー I -90 

ボンネット-91 

エンジンルームの開閉-93 

フユー エルリツド-96 

パワーウインド-98 

ドアウインド-101 

■ 車体各部の調整 

ルーム5ラ-102 

ドアミラ-1〇2 






















分 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


車体各部の開閉 


キー 


キーはエンジンの始動や停止のほかに、 
ドアの施錠、解錠など車を操作するため 
にな<てはならない物です。大切に管理 
して <ださい。 

〇キーレスエントリー装着車以外 


キーナンパー 



〇キーレスエントリー装着車 


キーナンパー 



アドバイス _ 

• キーは2枚用意しています。2枚の内 
1枚は、いざというときのために予備 
として使用してください。 

• リモコンは4個まで設定することがで 
きます。 

キーナンバープレートについて 

• お客様以外にキーナンバーがわから 
ないように、キーではなくプレートに 
キーナンバーを打刻してあります。 

• キーナンバープレートを車両以外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをダイハツサービスエ場に 
ご連絡いただければ、純正キーを作る 
ことができます。 

航空機に乗るときは 

•航空機にリモコン（キーレスエント 
リー）を持ち込む場合は、航空機内で 
“ LOCK ” 、 “ UNLOCK ” のボタンを 
押さないでください。また、かばんな 
どに保管する場合でも、簡単にボタン 
が押されないように保管してくださ 
い。ボタンが押されると電波が発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすお 
それがあります。 
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車を運転する前に^41 

車体各部の開閉 ^ 1 



オプション/グレード別装備 


ドアの施錠、解錠をリモコンで行〇こと 
ができます。 


▼ 操作方法 

ドアが施錠された状態で、リモコンの 
“ UNLOCK ” ボタンを押すと、インジケ 
—ターが1回点滅し、すべてのドアは解 
錠されます。 

“ LOCK ” ボタンを押すとインジケーター 
が1回点滅し、すべてのドアは施錠され 
ます。 



アドバイス _ 

• “UNLOCK” ボタンを押し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自動 
ロック機能） 

• リモコンと車両中心の距離が約 3m 以 
上離れているときは正確に作動しない 
ことがあります。また、近くに TV 塔や 
発電所、放送局があるなど周囲の状況 
によっても正確に作動しないことがあ 
ります。 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません。 

• リモコンには精密な電子部品が組み込 
まれています。故障の原因となります 
ので下記のことをお守りください。 

• 直射日光や高温下に放置しないでくだ 
さい。 

•落とすなどして、強い衝撃や圧力を加 
えないでください。 

• 水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてください。 

•車を離れるときは、ドアハンドルを 
引き、確実にドアが施錠されているこ 
とを確認してください。 

• リモコンの電池寿命は、1日10回乗 
降時で約2年です。 

電池の消耗について 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電池の消耗が考えら 
れます。早めに電池を交換してくださ 
い。 

(リモコンの電池交換— 78ぺージ) 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


作動完了の確認方法 

非常点滅灯と室内照明により、キーレフ 
エントリーの作動完了を確認することが 
できます。 

▼ 確認方法 

ドアの施錠、解錠と連動して非常点滅灯 
と室内照明（スイッチが DOOR 位置のと 
き）が下表の通り作動します。（アンサ 
ーバック） 

これにより、キーレスエントリーの作動 
完了を確認して <ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点滅灯 

1回点滅 

室内照明 

減光し、その後消灯 

UNLOCK 時 

非常点滅灯 

2回点滅 

室内照明 

約15秒間点灯 


リモコンの電池交換 

• インジケーターが点滅しな<なった場 
合は、電池の消耗が考えられます。 

• 電池は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれがあるため、ダイハ 
ツサービヌエ場での交換をおすすめ 
します。 

▼ 使用電池について 

使用電池は 「 CR 1616 (3 V ) 」です。 

▼ 交換方法 

/. 傷付き防止のため、先端に布などを 
巻いた、<ほみに入る程度の薄刃の 
©ドライバーなどを用意します。 

2 . 用意した ㊀ ドライバーなどを <ぼみ 
に差し込み、リモコンのカバーを外 
します。 


リモコン 
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車を運転する前に^41 

車体各部の開閉 ™ 


3 . 


モジユールの裏側の力/ T 一を外しま 
す。 

モジュール 



カパ¬ 


イ 矢印の方向にフライドさせて、電池 
を取り出し、新しい電池と交換しま 
す。 


電池 



▼ 交換したあと 

/. カバーとモジュール、およびリモコ 
ンのカバーを逆の手順で取り付けま 
す。 

2スイツチを押したとき、インジケー 
ターが点滅することを確認します。 

^アドバイス 


カバーをはめ込むときは、突起部から 
はめ込み、全体を均等に押さえてくだ 
さい。カバーが確実にはめ込まれてい 
ないと、水、ほこりなどが入り、故障 
の原因になるおそれがあります。 


突起部 



△注意 


取り出した電池はお子さまが飲み込ま 
ないようにご注意ください。 


匕アドバイス _ 

•新しい電池は㊉極を上側にして取り付 
けます。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


ドアの開閉 


▼ 操作を行〇前に 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に行ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わぬ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶対にドアを開けないでくだ 
さい。思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
分確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特に注意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
き出したり、車両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 

• ドアを閉めるとき指などを挟まないよ 
うに注意してください。 


匕アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、車を離 
れるときは貴重品などは車の中に置い 
たままにしないでください。 


車外からの施鍵、解錠 

キーを確実に差し込んでか5回します。 
キーを車両前側に回すと施錠され、後ろ 
側に回すと解錠されます。 


車内からの施銃、解錠 

プッシュボタンを押し下げると施錠でき 
ます。プッシュボタンを引き上げると解 
錠できインナー/\ンドルを引<とドアが 
開きます。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の開閉 ^ 1 


車外からキーを使わない施錠 
きアドバイス _ 

• キーを車内に置き忘れないようにして 
ください。不注意によりキーを車内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、車内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 


〇フロントドア 

▼ 操作方法 

プッシュボタンを押し下げ、アウター 
ハンドルを引いたままドアを閉めて施錠 
します。 



〇スライドドア 
▼ 操作方法 

プッシュボタンを押し下げ、ドアを閉め 
て施旋します。 


キー閉じ込み防止機能 

キーレスエントリー装着車 

キ—を車内に残したまま、施錠すること 

を防ぐ機能です。 

エンジンヌイッチにキーが差し込まれて 
いるときに作動します。 

▼キー閉じ込み防止機能が作動するとき 
以下の操作をするとキー閉じ込み防止機 
能が作動して、すべてのドアが解錠され 
ます。 

•車内の運転席ドアのプッシュボタン 
を施錠方向に押し下げ、運転席アウタ 
-八ンドルを引いたままドアを閉め 
たとき 

• すべてのドアが施錠されている状態で、 
エンジンフイッチが “ LOCK ” または 
“ ACC ” の位置のときに、運転席以外 
のドアのプッシュボタンを車内から 
解錠し、ドアを開けて閉めたとき 

アドバイス _ 

• 必ずキーを携帯していることを確認し 
てから施錠してください。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


スライドド〕 


A 警告 

走行する前は 

•スライドドアが確実に閉まっている 
ことを確認してください。半開のまま 
走行すると、ドアが全開または全閉方 
向に動き、手足や顔を挟んだり、車内 
の方が車外に放り出されるなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険で 
す。 

ドアを開閉するときは 

•お子さまにはスライドドアの開閉操 
作をさせないでください。不意にドア 
が動き出したり、閉めるときに手_ 
頭 • 首などを挟んだりするおそれがあ 
リ危険です。 



A 警告 _ 

♦スライドドアを開閉するときは、下 
記のことをお守りください。ドアで 
手■頭 ■ 首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドア周辺の安全を十分確認 
してください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
知らせる「声かけ」をしてください。 
•ドアハンドルをしっかりと持ち、ス 
ライドドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 


•スライドドアのレール、アーム、お 
よびピラー部には手足をかけないでく 
ださい。 



•スライドドアのウインドガラスを開 
けたまま開閉するときは、ウインドか 
ら手足や顔を出さないでください。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。開け方が不完全で固定され 
ていないと、不意に動き出すことがあ 
リ危険です。 

•スライドドアを閉めるときは指など 
を挟まないよう、十分に注意してくだ 
さい0 
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車を運転する前に gri 

車体各部の開閉^ 


A 警告 _ 

傾斜地では 

•傾斜地でスライドドアを開閉すると 
きは、下記のことをお守りください。 
ドアが不意に動き出すことがあり、 
手•頭 • 首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。 


•スライドドアを開けたままにしない 
でください。 



•乗り降りの途中でドアハンドルを操 
作しないでください。 

•スライドドアの開閉スピードが速く 
なりますので、注意してください。 


A 注意 _ 

デッキバン仕様車 

•スライドドアを開ける時は、ドアが 
荷台の積み荷に干渉しないように注意 
してください。 

スライドドアの損傷や故障の原因に 
なるおそれがあります。 


車外からの施鍵、解錠 


プッシュボタンを押し下げ、ドアを閉め 
て施®します。 



ブラインド仕様車 

キーを確実に差し込んでか5回します。 
キーを車両後ろ側に回すと施錠され、前 
側に回すと解錠されます。 



アドバイス _ 

•キー挿入口は、左スライドドアにあ 
ります。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


車内からの施錠、解錠 

プッシュボタンを押し下げると施錠でき 
ます。プッシュボタンを引き上げると解 
錠できドア八ンドルを引<とドアが開き 
ます。 



運転席ドアのプッシュボタンを操作する 
と、連動して助手席ドア•左右スライド 
ドア•パックドア（デッキバン仕様車を 
除 <) が施錠、解錠されます。 



アハンドルを引いて、ヌライドドア 
を車両後方に操作します。 

•閉めるときは、車内、または車外のド 
アハンドルを引いて、ストッパーを 
解除させてか5、スライドドアを車 
両前方に操作します。 



84 



























車を運転する前に^41 

車体各部の開閉 ^ 1 


キー 抜き忘れ警告 ブザー 


エンジンフイツチにキーが差し込まれて 
いるとき “LOCK ” または “ ACC ” の位置 
でいずれかのドアを開けるとプザー（断 
続音）が鳴り、キーの抜き忘れを警告し 
ます。 



デッキバン仕様車を除く 


▼ 操作を行ろ前に 

A 警告 _ 

走行するときは 

•走行中はバックドアを閉じてくださ 
い。開けたまま走行すると、ドアが車 
外のものに当たったり、荷物が道路に 
落下したりするなど、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 

また排気ガスが車内に侵入し、一酸化 
炭素中毒になるおそれがあり危険で 
す。 

•走行前はバックドアを軽くゆすり、 
ドアが確実に閉まっていることを確認 
してください。走行中に突然ドアが開 
き、思わぬ事故につながるおそれがあ 
リ危険です。 

• 荷室には絶対に人を乗せないでくださ 
い。急ブレーキをかけたときや衝突し 
たときなどに、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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分 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


A 警告 _ 

お子さまを乗せているときは 
•お子さまにはバックドアの開閉をさ 
せないでください。不意にドアが動い 
たり、閉めるときに頭をぶつけたり、 
首や手を挟んだりするおそれがありま 
す0 



• 荷室でお子さまを遊ばせないでくださ 
い。誤って閉じ込められた場合、熱射 
病などになるおそれがあります。 


A 警告 _ 

バックドアを開閉するときは 

•バックドアの開閉や荷物の出し入れ 
をするときは、下記のことをお守りく 
ださい。ドアで頭をぶつけたり、首や 
手を挟むなど、思わぬけがをするおそ 
れがあり危険です。 

•バックドア周辺の安全を十分確認し 
てください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
知らせる「声かけ」をしてください。 

•バックドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 

•バックドアは必ず全開で静止させて 
ください。開け方が不十分だと、ドア 
が不意に閉まるおそれがあります。 

•バックドアを閉めるときは自分や周 
りの人の指などを挟まないよう、十分 
に注意してください。 

• 強風時の開閉には注意してください。 
風にあおられて、ドアが勢いよく開い 
たり閉じたりするおそれがあります。 
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車を運転する前に 

車体各部の開閉 ^ 1 


A 警告 _ 

• 傾斜地での開閉には注意してくださ 
い。平坦な場所よりもバックドアが 
開閉しにくかったり、急にドアが閉じ 
たり開いたりするおそれがあります。 
ドアを開けたときは必ず全開で静止し 
ていることを確認してください。 



•バックドアを開ける前に、ドアに貼 
りついた雪や氷などの重量物を取り除 
いてください。開いたあとに重みでド 
アが閉まるおそれがあります。 

• エンジンをかけたまま荷物の出し入れ 
をするときは、排気管の後方に立たな 
いでください。排気熱でやけどをする 
おそれがあります。 

•バックドアを支えているダンパース 
テーを持ってドアを閉めたり、ぶら下 
がったりしないでください。手を挟ん 
だり、ステーが破損したりするおそれ 
があります。 

•バックドアにダイハツ純正用品以外 
のアクセサリーを取り付けないでくだ 
さい。ドアの重量が極端に重くなる 
と、開けた時にステーが支えきれなく 
なり、不意にドアが閉まるおそれがあ 
ります。 


A 注意 _ 

ダン パー ステ ーについて 
•バックドアには、ドアを支えるため 
のダンパーステーが取り付けられて 
います。ステーの破損や作動不良を防 
ぐため、下記のことをお守りくださ 
い。 

•ステーに手をかけたり、横方向の力を 
加えたりしないでください。 

• ビニール片、ステッカー、粘着材など 
の異物をロッド部（メツキの棒部）に 
付着させないでください。 


ロッド部 



• 繊維などの付着を防ぐため、ロッド部 
を軍手などで触らないでください。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


A 注意 _ 

ストライカーパーについて 
* バックドアを閉めるときはストライ 
カーバーに異物がかみ込まないよう 
にしてください。 

パーが破損し、バックドアが閉まら 
なくなるおそれがあります。 



車外からの施鍵、解錠 


▼ 施錠方法 

キーを差し込み、右に回すと施錠します。 



▼ 解錠方法 

キーを差し込み、左に回すと解錠します。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の開閉 ^ 1 


車内からの施錠、解錠 

〇バックドア連動パワードア 
ロック 

オプション/グレード別装備 
運転席ドアのプッシュボタンを操作する 
と、連動してバックドアが施錠、解錠さ 
れます。このとき助手席ドア、ヌライド 
ドアも同時に施錠、解錠されます。 

▼ 施錠方法 

運転席ドアのプッシュボタンを押し込む 
と施1$できます。 


▼ 解錠方法 

運転席ドアのプッシュボタンを引き上げ 
ると解®できます。 



バックドアの開閉 

▼開けるとき 

解錠したあとでアウターハンドルを引い 
て、バックドアをゆっ<りといっぱいま 
で持ち上げます。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


▼ 閉めるとき 

バックドアストラップバンド無し車 

/. バックドアを途中までゆっくりと下 
げます。 

2 . バックドアを上か5手で押さえつけ 
るよラに閉めます。 

5半ドアでないことを確認します。 


バックドアストラップバンド付き車 

/. バックドアストラップバンドを持 
つてバックドアを途中までゆっくり 
と下げます。 



A 注意 _ 

•バックドアストラップバンドを使 
つてバックドアを最後まで閉じよう 
としないでください。手や腕を挟み、 

_けがをするおそれがあります。_ 

2 . バンドから手を離して、バックドア 
を上から手で押さえつけるよ〇に閉 
めます。 

5半ドアでないことを確認します。 


ヤゲート 


デッキバン仕様車 

大き<下側に開<ゲートで、積み降ろし 
の作業を容易にし、背の高い荷物を積む 
ことができます。 


▼ 開けかた 

八ンドルを引き、必ず手をそえて矢印の 
方向にゲートを下げます。 



A 注意 _ 

•ゲートを開けて駐停車するときは、車 
両後方に停止表示板（停止表示灯）を 
置いてください。ゲートを開いている 
と非常点滅灯などが見えなくなるた 
め、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•ゲートを開くときは、必ず手をそえて 
行ってください。手放しで行うと、ゲ 
一卜を損傷するおそれがあります。 

• ゲートを開けた状態で、ゲートの上に 
荷物を積んだり、後ろから押さないで 
ください。ヒンジやゲートが損傷する 
おそれがあります。 

•荷台の積み荷は、スライドドアが開 
いた際にドアと干渉しないことを確認 
してください。 

スライドドアの損傷や故障の原因に 
なるおそれがあります。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の開閉 ^ 1 


▼ 閉めかた 

ノ\ンドルを持ちながら、ゲートを上げて 
閉めます。 



ボンネッ 


▼ 操作を行ろ前に 

A 警告 _ 

• ボンネット内は大変高温になっている 
ことがあるため、下記のことをお守り 
ください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、ボンネット内に工具 
や布を置き忘れていないことを確認し 
てください。点検や清掃に使用したエ 
具や布などをボンネット内に置き忘れ 
ていると、故障の原因となったり、車 
両火災につながるおそれがあり危険で 
す0 


A 注意 _ 

•ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に開くおそれがあ 
り大変危険です。 

• ボンネットを開けているとき風にあお 
られるとステーが外れボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はご注意ください。 

• お子さまにボンネットの開閉はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと思わぬ 
けがにつながるおそれがあります。 
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分 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


開けかた 

▼ 操作手順 

1 . インストルメントパネル右下のオー 
ブナーを手前に引<と、ボンネット 
前部が少し浮き上がります。 



2 . ボンネット前部中央にあるキヤッチ 
フックのレバーを矢印の方向に引き 
上げ、も〇—方の手でボンネットを 
持ち上げます。 



3 . ボンネットをステーで確実に支えま 
す。 



A 注意 _ 

• エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定穴に差し込んでく 
ださい。ステーが外れると大変危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり傷付くことがあります。 


A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、レバー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、レバーを持つ前に必ず 
確認してください。 
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車を運転する前に^41 

車体各部の開閉 ^ 1 


閉めかた 


▼ 操作手順 

/. ボンネットを片手で支えて、ステー 
を元の位置へ戻します。 



2 . ボンネットを静かに下げ、手で押さ 
えるよ〇にして閉めます。 

アドバイス _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強く押 
さえすぎないでください。 


[ンジンルームの開閉 


A 警告 _ 

• エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったリ、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

• エンジンルームを閉めたあとは、前 
側のキャッチが確実にロックしたこと 
を確かめてください。ロックが確実に 
されていないと、急ブレーキ時などに 
シートが動き、思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•お子さまにエンジンルームの開閉を 
させないでください。開閉中うっかり 
手を離すと大きなけがにつながるおそ 
れがあります。 


▼操作を行ろ前に 

エンジンルームの開閉を行う前に、リヤ 
シートを乗車できる状態に戻して<ださ 
い。 
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£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


開けかた 

▼ 操作方法 

1 . フロント シー トのスライド レバー 
を引き、一番後ろまでスライドさせ 
ます。 



2 . リクライニングレバーを矢印の方向 
に動かし、背もたれを前に倒します。 



3 . シー ト前部のキヤツチにあるレバー 
を動かし（©の位置から®の位置） 
ロックを解除します。 



す。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の開閉 ^ 1 


5 . シートを持ち上げリヤシート側に倒 
します。 



A 注意 _ 

• シートは、持ち上げた状態では不安定 
です。作業をするときは、シートが倒 
れてこないように十分注意しながら行 
つてください。 

•シートを持ち上げた状態でドアを閉め 
ないでください。ドアの内側にあたる 
おそれがあリます。 


閉めかた 

A 注意 _ 

•シートを動かすときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 


▼ 操作方法 

/. フロントシートを車両前側に起こし 
ます。 

2 . シート前部のキヤツチを□ツクしま 
す0 



アドバイス 



3 . 背もたれを引き起こします。 

4 . フライドレバーを操作し、シート位 
置を調整します。 
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分 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 



▼ 操作を行〇前に 

△警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• エンジンは必ず止めてください。 

•車のドア、窓は閉めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
でください。 

• フュー エル キャップを開ける前に、 
必ず車体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除去を行って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

•フューエルキャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除去を行った 
方お一人で行ってください。 

• 給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除去を行ってください。 

• フュー エル キャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気温が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高く 
なり、給油口から燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 


A 警告 _ 

•フューエルキャップを少しゆるめた 
時に「シュー」という音がする場合 
は、それ以上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を布きれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

•給油するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないでください。給油口から燃料が吹 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油機によっては、早期にオートス 
トップが作動して正常に給油できない 
場合があります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示に従ってくださ 
い。 

•給油終了後、フューエルキャップを 
閉める場合「カチッ」という音が一度 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 

•ダイハツ純正フューエルキャップ 
(指定）以外は使用しないでくださ 
い。燃料漏れなどを起こすおそれがあ 
リ危険です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れている注意事項を守ってください。 

•燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにご注意く 
ださい。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の開閉^ 1 


A 注意 _ 

•指定燃料は無鉛レギュラーガソリ 
ン、または無鉛プレミアムガソリン 
です。 

• 給油時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

•指定以外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽油、灯油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがあリま 
す。 


フューエルリツドの位置 

車体右側前部にあります。 


アドバイス 



フューエルリツドの開閉 


▼開けるとき 

運転席右下にあるオープナーを矢印の方 
向に動かします。 



▼ 閉めるとき 

リツドを押して閉めます。 
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分 


車を運転する前に 

車体各部の開閉 


フューエルキャップの開閉 

▼開けるとき 

左に回して外します。 



▼給油するとき 

外した フユー エルキヤップを フユー エル 
リッドの裏側にかけてお<ことができま 
す。 



パワーウイン 


オプション/グレード別装備 

スイッチ操作により運転席、助手席、後 

席のウインドの開閉ができます。 

▼ 操作を行ろ前に 

A 警告 _ 

•パワーウインドは大変強い力で開閉 
しますので、開閉するときは、ほかの 
人の手•腕•頭_首などを挟んだリ卷 
き込んだりしないよう注意してくださ 
い。重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

•お子さまにパワーウインドの操作を 
させないでください。開閉するとき、 

手•腕■頭_首などを挟んだり巻き込 
んだリして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。お子さまを乗せて 
いるときは、パワーウインド ON-OFF 
スイッチを “ OFF ” にしてください。 


▼ 閉めるとき 

「カチツ」とい〇音が一度するまで、右 
に回して閉めます。 
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車を運転する前に gri 

車体各部の開閉^ 


fe アドバィス _ 

• スライドドアが開いている状態で 
は、スライドドアのウインドガラス 
を開閉することはできません。 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドを完全に開閉した状態でスイ 
ッチを押し続けると故障の原因となり 
ますので、操作完了後はすぐに手を離 
してください。 

•パワーウインドの開閉はなるべくエ 
ンジン回転中に行ってください。エン 
ジン停止時に行うと、バッテリーあが 
りの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドスイッチの“開”また 
は“閉”を連続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 


運転席ドア側スイッチ 

エンジンヌイツチが “ ON ” の位置のと 
き、使用できます。 

運転席ドア 



〇運転席ドアウインドスイッチ 
( AUTO ) 

▼ 操作方法 

スイッチを軽<押し下げている間ウイン 
ドガラスは開き、軽<引き上げている間 
ウインドガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音がするまで押し下げる、 
または引き上げるとウインドガラスは自 
動的に全開、全閉します。途中で止める 
ときは、軽<逆方向にスイッチを操作し 
ます。 

〇助手席ドアウインドスイッチ 

▼ 操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドガ 
ラフは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇スライドドアウインドスイッチ 
オプション/グレード別装備 
▼ 操作方法 

フイッチを押し下げている間ウインドガ 
ラフは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


99 












£ T 1 車を運転する前に 

™ 車体各部の開閉 


〇パワーウインド ON-OFF 
スイツチ 
▼ 操作方法 

スイツチの右側（マークの付いている 
方）を押すと “ OFF ” になり、運転席ウ 
インドガラス以外は操作できな<なりま 
す。 

ヌイツチの左側（マークのない方）を押 
すと解除されます。 


助手席ドア側スイッチ 

エンジンフイツチが “ ON ” の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドガ 
ラスは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 



スライドドア側スイッチ 

オプション/グレード別装備 

エンジンスイッチが “ ON ” の位置のと 

き、使用できます。 

▼ 操作方法 

スイッチの上側を押している間ウインド 
ガラスは閉まり、フイッチの下側を押し 
ている間ウインドガラフは開きます。 
手を離すとその位置で止まります。 



アドバイス 
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車を運転する前に^41 

車体各部の開閉 ^ 1 


ドアウイン 


オプション/グレード別装備 



ハンドルを回してウインドガラスの開閉 
を行うことができます。 

▼開けるとき 

八ンドルを左に回すと、開きます。 

▼ 閉めるとき 

/\ンドルを右に回すと、閉まります。 

[¢1席用 I 



右側ドア 


アドバイス 



■ 


用 I 



右側ドア 
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車を運転する前に 

車体各部の調整 


豆 


車体各部の調整 


ルームミラー 


▼ 操作を行ろ前に 

A 注意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 
▼調整のしかた 

ルームミラー全体を動かして角度を調整 
します。 




▼ 操作を行ろ前に 

△注意 


•ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
一の間に手を挟まないように注意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあります。 
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車を運転する前に £1] 

車体各部の調整 ™ 


手動式 

オプション/グレード別装備 
5ラーの格納、角度調整を手で行います。 
▼格納のしかた 

ミラーは後方に倒して格納することかで 
きます。走行するときは必ず元に戻して 
<ださい。 



▼調整のしかた 

ドアミラー全体を動かして角度を調整し 
ます。 



A 注意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 


電動格納式 

オプション/グレード別装備 
5ラーの格納、角度調整をヌイツチの操 
作で行〇ことができます。 

エンジンヌイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のときに使用できます。 
▼格納のしかた 

ミラー格納スイッチを押すと、ミラーを 
格納することができます。も〇—度押す 
と元に戻ります。走行するときは、必ず 
元に戻して < ださい。 
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車を運転する前に 

車体各部の調整 


豆 


▼調整のしかた 

/. 左右切り替えヌイツチを調整する側 
に合わせます。 

2 . 調整スイッチで、ミラーの角度を調 
整します。 



A 注意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 


匕アドバイス _ 

•調整するとき以外は、左右切り替えス 
イッチを中立（中央）の位置に合わせ 
ておいてください。 


104 
































MEMO 


105 


MEMO 


106 




車を運転するにあたって 

車を運転するうえての各部のはたらき、装置の使 
いかた、運転の方法について説明しています。 


■ メーターのはたらき 

メータ -108 

■ 表示灯、警告灯のはた5き 

表示灯-111 

警告灯-113 

■ スイッチの使いかた_ 

スイッチの名称-118 

ライトスイッチ-119 

ヘッドランプマニュアル 

レべリングスイッチ-120 

方向指示スイッチ-121 

非常点滅灯スイッチ-122 

ワイパー•ウォッシヤースイッチ----122 
リヤウインドデフォッガー 

スイ ッチ -124 

ホーンスづツチ-125 


■ 運転装置の使いかた_ 

エンジンヌイッチ-126 

駐車ブレーキ-127 

P -ボ車-128 

4 WD 車-129 

■ エンジンのかけかた 

マニュアル車-131 

オートマチック車-134 

■ マニュアル車の運転_ 

7ニユアルトランスミッシヨン——136 

■ 才一トマチック車の運転 

才一トマチックトランスミッシヨン-137 

シフトレバーの操作-139 

運転のしかた-144 
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( Tgl 車を運転するにあたって 

™ メーターの はたらき 

メーターの はたらき 


メーター 


グレードの違い、オプションも含まれています。 


タコ メーター なし車 


スピード メーター 


オド/ 

トリップ表示切り替え 
リセツトスイッチ 


燃料計オドメーター/ 

トリップ メーター 


タコ メーター 付き車 


スピード メーター 



〇メーター照明 

車幅灯に連動して点灯 • 消灯します。 
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車を運転するにあたって (TJI 

メーターの はたらき 


スピード メーター 

走行速度を km / h で示します。 


タコメーター 

オプション/グレード別装備 

1分間当たりのエンジン回転数を示しま 

す。 

A 注意 _ 

• 指針が赤色表示域（エンジンが許容回 
転数を超える範囲）に入らないよう運 
転してください。赤色表示域に入る 
と、エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 


燃料計 

エンジンスイッチが “ ON ” の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量が約6£以下になると、一番下の 
目盛りが点滅します。 

(燃料残量警告灯—116ページ) 

A 注意 _ 

燃料計の一番下の目盛りと燃料残量警告灯が 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突然走行不能と 
なり危険です。 
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ITU 車を運転するにあたって 

™ メーターの はたらき 


オドメーター/ 

トリップ メーター 

エンジンフイツチが “ ON ” の位置のと 
き、表示されます。 

〇オド メーター （積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップ メーター （区間距離計） 
リセットした地点からの走行距離を表示 
します。 

トリップメーターは、同時に2つの区間 
の走行距離を表示することができます。 


アドバイス _ 

•エンジンスイッチが“ ACC ” または 
“ LOCK ” の位置のときでも、スイッ 
チを押すと、約5分間、オドメータ 
—/トリップメーターと燃料計が表 
示されます。 

このとき、表示を切り替えることはで 
きますが、トリップメーターをリセ 
ットすることはできません。 

•表示される内容は、エンジンスイッ 
チを “ ACC ” または “ LOCK ” の位置 
にする直前の状態のものです。 


〇オド/トリップ表示切り替え-リ 
セットスイッチ 
▼表示を切り替えるには 

スイッチを押すごとに、表示が切り替わ 
ります。 

積算距離計 し。。。 h 

▼ 

トリップメーター A [TRIP A I 

▼ 

トリップ メーター巳 「TRIP B | 」 

▼トリップメーター表示をリセットするには 

リセットするトリップ メーター （ A また 
は B ) を表示させ、フイッチを押し続け 
ると、表示が “0.0” になります。 
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車を運転するにあたつて (TJI 

表示灯、警告灯のはたらき 1 ^ 


表示釘、警告 W のはたらき 


表示灯 


車両のさまざまな状態をメーター内に表 
汀^します。 

A 注意 


〇方向指示表示灯 

エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
方向指示灯を点滅させると、同時に点滅 
します。 

〇非常点滅表示灯 

エンジンヌイツチの位置に関係な<、非 
常点滅灯を点滅させると、同時に点滅し 
ます。 

アドバィス _ 

点滅時間が異常に速くなった場合 
• 方向指示灯（非常点滅灯）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示灯 
が点滅するか確認してください。 


•表示灯によっては、点灯（または点 
減）したまま走行すると、思わぬ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 
•点灯操作を行っても、表示灯が点灯し 
ないときは、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 


方向指示表示灯、非常点滅表示灯 
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ITU 車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


ヘッドランプ上向き表示灯 

ID 

エンジンフイツチの位置に関係な<、へ 
ッドランプを上向きの状態にすると点灯 
します。 


水温表； F 灯 



エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 
エンジン冷却水温が低いときに点灯しま 
す。 

▼ エンジンが暖まっている場合 
エンジンフイツチを “ ON ” の位置にす 
ると点灯し、数秒後に消灯します。 

A 注意 _ 

• エンジン冷却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 

暖機を十分続けていても点灯したままの場合 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 


オートマチックシフト 
-1 ノンゲーター 

才ートマチック車 



エンジンフイツチが “ ON ” の位置のと 
き作動します。使用中のシフトレバーの 
位置が表示されます。 

▼0 レンジの場合 

インジケータ— が点滅し、プザ—（断続 
音）が鳴ります。 

車外の人には音は聞こえませんのでご注 
意 < ださい。（車外の人に対する警告音 
ではありません） 

▼0 レンジ以外の場合 
インジケータ—が 点灯します。 


きアドバイス _ 

• エンジン冷却水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告灯が点滅します。 

(水温警告灯 — 116ページ) 
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車を運転するにあたつて (TJI 

表示灯、警告灯のはたらき 1 ^ 


〇 /D OFF 表示灯 

4速オートマチック車 

D 

F 

‘ ON ” の位置で、 
OFF ” の状態にす 

ごライブフイツチ 
— 141ページ) 

〇 / 

OF 

エンジンフイツチが 
才ーパードライブを‘ 
ると点灯します。 

(才ーパー ト 

4 WD イ ンジケーター 


パートタイム 4 WD 車 


エンジンフイツチが “ ON ” の位置で、 

4 WD 走行の状態にすると点灯します。 
(4 WD 切り替えヌイツチ—129ページ) 

4WD 


警告灯 


さまざまなシフテムの異常や、安全運転 
に関わる項目をメーター内に警告します。 

A 注意 _ 

•警告灯が点灯（または点滅）したまま 
走行すると、思わぬ事故を引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがあリま 
す。 

この場合、それぞれの警告灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 

• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
しても警告灯が点灯（または点滅）し 
ないときは、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 


エンジン警告灯 

〇 

• エンジンフイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、エンジン電子制 
御シヌテムに異常があると点灯、また 
は点滅します。 

A 注意 _ 

点灯_点滅した場合 

•ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 
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ITU 車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


油圧警告灯 _ _ 充電警告灯 

I" *1 


• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、エンジン内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
に異常があると点灯します。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

•そのまま走行すると、エンジンが故障 
するおそれがあリます。 

ただちにダイハツサービスエ場にご 
連絡ください。 


• エンジンフイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動すると 
消灯します。 

• エンジンが回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）があると 
点灯します。 

A 注意 _ 

点灯した場合 

•ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 


きアドバイス _ 

• 油圧警告灯は、オイル量を示すもので 
はありません。オイル量の点検は、才 
イルレベル ゲージで 行ってくださ 
い。（オイル量の点検方法は、別冊の 
「メンテナンスノート」参照） 
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車を運転するにあたつて (TJI 

表示灯、警告灯のはたらき 1 ^ 


ブレーキ 警告灯 

• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、エンジンを始動して、 
駐車ブレーキを完全に解除すると消灯 
します。 

• エンジンフイッチが “ ON ” の位置で、 
下記の埸合に点灯します。 

▼ 点灯理由 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
いとき 

• ブレーキ液の液量が不足しているとき 

• EBD 制御 （ ABS 装着車）に異常がある 
とぎ 

▼駐車プレーキが解除されている場合 

RBS 装着車| 

エンジンフイッチを “ ON ” の位置にす 

ると点灯し、数秒後に消灯します。 

ABS 装着車を除く 

エンジンフイッチを “ ON ” の位置にす 

ると点灯し、エンジンを始動すると消灯 

します。 


A 注意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗が考えられます。 

ただちにダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジン回転中、駐車ブレーキを解除して 

も、点灯したまま消灯しない場合 
• ブレーキ液量の不足が考えられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、ブレーキペダル 
を強く踏み、ただちに安全な場所に停 
車して、ダイハツサービスエ場にご 
連絡ください。 

ABS 警告灯と同時に点灯した場合 （ ABS 装着 

車） 

• 強めのブレーキの際に車両が不安定に 
なるおそれがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、ダイ 
ハツサービスエ場にご連絡くださ 
い。 
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ITU 車を運転するにあたって 

@表示灯、警告灯のはたらき 


水温警告灯 



• エンジンスイッチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンフイッチが “ ON ” の位置で、 
エンジン冷却水温が異常に高 < なると 
点滅します。 

ZM 主意 _ 

点滅した場合 

• エンジン冷却水温の異常な上昇による 
オーバーヒー トが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車して、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
—* 210ページ） 


シートベルト未装着警告灯 

I 運転席 I 

鼻 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点灯します。 

•シートベルトを着用すると消灯しま 
す。 


燃料残量警告灯 



エンジンスイッチが “ ON ” の位置のと 
き、燃料残量が約 6 S 以下になると、燃料 
計の一番下の目盛りと燃料残量警告灯が 
点滅します。 

(燃料計—109ページ) 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突然走行不能と 
なり危険です。 


アドバイス _ 

•坂道やカーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、早めに点滅するこ 
とがあります。 
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表示灯、警告灯のはたらき 1 ^ 


ABS 警告灯 



• エンジンスイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置で、 
ABS に異常があると点灯します。 


SRS エア バツグ警告灯 

• エンジンフイツチを “ ON ” の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 

• エンジンスイツチが “ ON ” の位置で、 
下記のシヌテムに異常があると点灯し 
ます。 


A 注意 _ 

点灯した場合 

• 通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、ダイハツサービスエ場で 
点検を受けてください。 

ブレーキ警告灯と同時に点灯した場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの 際に車両が不安定になるお 
それがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、ダイ 
ハツサービスエ場にご連絡くださ 
い。 


▼ 異常があると点灯するシステム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグ — 64ページ） 

• プリテンシ ョナー 機構 
(プリテンシ ヨナー 機構— 54ぺージ） 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにダイハツサービ 
スエ場で点検を受けてください。 



fe アドバイス _ 

• エンジン始動後に警告灯が数秒間点灯 
しても、その後、消灯すれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度 
発生した場合は、ダイハツサービス 
工場で点検を受けてください。 
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スイツチの使いかた 


ツチの名称 


グレードの違い、オプションも含まれています。 
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車を運転するにあたつて rji 

スイツチの使いかた@ 


ライトスイツ 


ライトの点灯 

▼ 操作方法 

フイツチを回すと、下表のライト類が点 
灯します。 



\ ラィト 

前照灯 

車幅灯 • 番号灯 • 
尾灯 • 計器照明灯 

スイッチ位置\ 


OFF 

- 

一 

• ( ON ) 

一 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


a 注意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ライ 
卜類を点灯させないでください。バッ 
テリーあがリの原因となります。 


ライトの消灯 

▼ 操作方法 

スイツチを “ OFF ” の位置にします。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作方法 

ライトスイッチが “1 C 5 ” の位置のと 
きレバーを押すと、前照灯が上向き（ハ 
イビーム）になり、戻すと下向き（□一 
ビーム）になります。 



A 注意 _ 

• 対向車のあるときや市街地走行のとき 
は、対向車や通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 



▼一時的に使用する場合 

アドバイス _ 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 
ん〇 

レバーを手前に引いている間、前照灯が 
上向きに点灯します。 


レバー 
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ライト消し忘れ警告ブザー 

ライトを点灯したままで、エンジンフイ 
ッチからキーを抜き、いずれかのドアを ヘッドランプが点灯しているときに使用 
開けると、プザー（連続音）が鳴りライ できます。 

卜の消し忘れを知らせます。 乗員数や積載量によって車両の姿勢が変 

化し、ヘッドランプの光軸（光の照らす 
方向）が上に向いた場合、ダイやルを回 
すことで光軸を下向きに調整することが 
できます。 

通常はダイヤルを “〇” （光軸が一番上 
向きの位置）で使用します。 

▼ 操作方法 

ダイヤルを回転させると、ヘッドランプ 
の光軸が上下に変わります。 

ダイヤルの数字が大きいほど下向きにな 
ります。 
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スイツチの使いかた@ 


アドバイス 


•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 

デッキバン仕様車を除く 







乗車や荷室の 

ダイヤル位置 



積載状況 

4 A/T 車 

4 A / T 車以外 



運転席のみ乗車時 

0 

0 



運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

2.5 

3 


デッキバン仕様車 





乗車や荷室の 

ダイヤル位置 



積載状況 

4 A/T 車 

M / T 車 



運転席のみ乗車時 

0 

0 



運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

2.5 

2 


• 

乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを “0” に戻してください。 

• 

車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを “0” にしてから行ってく 
ださい。 


方向指示スイッ 


▼ 操作方法 

レバーを①の位置まで上下に操作すると、 
方向指示灯およびメーター内の方向指示 
表示灯が点滅します。レバーはハンドル 
を戻すと自動的に戻ります。車線変更な 
どのときには、レバーを②の位置まで軽 
<上下に押すと点滅し、手を離すと消灯 
します。 



アドバイス _ 

•ハンドルの切れ角が小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあります。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に速くなったときは、方向 
指示灯の電球切れが考えられます。す 
ベての方向指示灯が点滅するか確認し 
てください。 
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非常点滅灯スイッ 


▼ 操作方法 

スイツチを押すと左右の方向指示灯が点 
減します。も〇—度押すと元に戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき以外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 


ワイ パー ■ウォツシ ヤー 
スイ ツチ 


A 注意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴射させてから 
ワイパーを作動させてください。 

•フロントワイ パー アームを起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
—ムから戻してください。 

•寒冷時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。無理に作動させるとワイパ 
ーモーターに負担がかかり故障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20秒以上 
噴射させないでください。またウォッ 
シャー液が出ないときはウォッシャー 
スイッチを作動させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 

•寒冷時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液が凍結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 
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車を運転するにあたつて rji 

スイツチの使いかた@ 


フロント 

エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ON” の位置のとき使用できます。 


〇ウォッシャー液の噴射 

レバーを 手前に引 <とウォッシャー 液 か 
噴射します。 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間欠作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


アドバイス _ 

• MIST (一時作動)はレバーを “OFF” 
から押し上げている間、ワイパーが低 
速作動します。手を離すと “OFF” に 
戻ります。 

•寒冷地仕様車のワイパーは、雪がたま 
ったときにワイパーの反転位置を切り 
替える機構になっています。この機構 
の作動中に「コン、コン」という音が 
発生しますが、異常ではありません。 
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リヤ 

オプション/グレード別装備 
エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ON” の位置のとき使用できます。 

〇ワイパーの使いかた 

ツマミを “ ON ” の位置に回すと、リヤ 
ワイパーが作動します。 



オプション/グレード別装備 


リやウインドガラスの曇りを取るとき 
に使用します。 

▼ 操作方法 

フイツチを押すと作動表示灯が点灯し、 
リヤウインドガラスが暖められ曇りが 


*1 




OFF 


ツマミ 


〇ウォッシャー液の噴射 

リヤワイパー作動中にウォッシャー液を 
噴射させるときは、ツマミを “ ON ” の位 
置から上側の“ウォッシャー液噴射位 
置”に回します。 

また、ツマミを “ OFF ” の位置から下側 
の“ウォッシャー液噴射位置”に回して 
も噴射します。 



ツマミ 


ウオツ^ヤー液噴射位置 
ON 
OFF 

ウ一液噴射位置 


取れます。作動を停止するときは、スイ 
ツチをも〇—度押してください。作動表 
示灯も消灯します。 



アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

•リヤウインドガラス内面を清掃する 
ときは、電熱線を傷付けないでくださ 
い0 
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スイツチの使いかた@ 


ホーンスイッ 


ハンドルの卜•マーク周辺部を押すとホー 
ンが鳴ります。 

アドバイス _ 

• 緊急時、非常時以外は、むやみに使用 
しないでください。 
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運転装置の使いかた 



△警告 


•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 


エンジンをかけるときやオーデイオを聞 
<ときなどに使用します。 

A 注意 _ 

•エンジンを止めた状態で、キーを 
“ ON ” または “ ACC ” の位置にした 
まま長時間放置しないでください。バ 
ッテリーあがりの原因になります。 


アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

ハンドルロックを解除するには 
• キーが “ LOCK ” から “ ACC ” の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルを左 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い0 



LOCK 

キーを抜き差しする位置です。キ 
一を抜くとハンドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、オーディ 
才が聞ける位置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に “ ON ” の 
位置に戻ります。 
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キーインターロック 

才 一 トマチック車 

誤操作防止のため、シフトしバーが0レ 
ンジ以外のときに、エンジンフイツチが 
“LOCK” の位■まで回らないようにする 
装置です。 

▼ 操作方法 

エンジンヌイッチを“ ACC ” か5 
“ LOCK ” の位置にするときは、シフト 
レバーを ( B レンジにしてか5行います。 

A 注意 _ 

• (S レンジ以外では、キーは “LOCK” 
位置まで回すことができないため、キ 
—を抜くことができません。 


駐車ブレーキ 


A 注意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告灯が消灯していることを必ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、 ブレーキが熱を 持ち、 ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 


▼かけるとき 

•右足でブレーキペダルを踏みながら、 
ボタンを押さずにレバーをいっぱいま 
で引き上げます。 

•エンジンヌイツチが “ ON ” の位置の 
ときは、ブレーキ警告灯が点灯します。 


▼解除するとき 

•右足でブレーキペダルを踏みながら、 
し I \'一を軽<引き上げながらボタンを 
押し、レバーを確実に戻します。 
•エンジンヌイツチが “ ON ” の位置の 
ときは、ブレーキ警告灯が消灯します。 
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アドバイス _ 

•安全のために、レバーを引き上げない 
と解除できない機構になっています。 
駐車ブレーキが解除できないときは、 
レバーを確実に引き上げてから操作し 
てください。 


坂道に駐車するとき 

▼ 操作方法 

坂道に駐車するときは、駐車ブレーキを 
かけるとともに、シフトレバーをマニ ユ 
アル車は1速（上り坂）または ■ (下り 
坂）に、オートマチック車は囵レンジに 
入れます。さらに輪止めもして<ださい。 


ターボ車 

オプション/グレード別装備 


△注意 

1 

1 


•エンジン始動直後（エンジンが冷えて 
いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ 
かし、または急加速をしないでくださ 
い。 

•エンジン回転数がタコメーターの赤 
色表示域（エンジン許容回転数以上） 

に入らないように運転してください。 
•定期的なオイル交換、オイルフィル 
_夕一の交換を必ず行ってください。_ 
高速走行、登坂走行直後にエンジンを停 
止するときは、必ず約1分程度アイドリ 
ング状態にしてからエンジンを止めて< 
ださい。 


運転状態 

アイドリング時間 

一般走行後 

— 

高速走行後、登坂走行後 

約1分 
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4 WD 車 

オプション/グレード別装備 


A 注意 

1 

1 


• 4 WD 車はどのような所でも走れる万 
能車ではありません。アクセル、ハン 
ドル、ブレーキの操作は一般の車と同 
じく慎重に行い、常に安全運転に心が 
けてください。 

また、オフロード走行や、ラリー走行 
を目的とした車ではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、海 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• 渡河などの水中走行はしないでくださ 
い。渡河などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のシヨ 
一卜、エンジンの破損などの重大な車 
両故障につながるおそれがあリます。 
万一、水中に浸かってしまったとき 
は、必ずダイハツサービスエ場で点 
検を受けてください。 

• 4 WD 車は雪道や水たまりなどの滑リ 
やすい路面ですぐれた走行性能を発揮 
しますが、極端な急ブレーキ、急ハン 
ドルはさけて、十分に余裕を持って走 
行してください。 


パートタイム 4 WD システム 

〇4 WD 切り替えスイッチ 
天候、路面状況に応じて、 4 WD 切り替え 
スイッチを操作することにより、 2 WD 走 
行と 4 WD 走行に切り替えることができま 
す。 

4 WD 走行のときはメーター内の 4 WD 表 
示灯が点灯します。 

▼ 操作方法 

スイッチを押すごとに 2 WD と 4 WD に切 
り替わります。 

スイッチは、停車中または走行中 (80 km 
/ h 以下）でアクセルペダルを戻し、直進 
状態で操作します。 


2WD 

一般道路、高速道路の走行に使 
用します。 

4WD 

雪道、砂地や不整地、急坂路等の滑 
りやすい路面の走行に使用します。 



A 注意 _ 

• 4 WD で乾燥した舖装路および高速道 
路を走行すると、駆動系に無理な力が 
かかり駆動装置が損傷するおそれがあ 
ります。 
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b アドバイス _ 

• 乾燥した舖装路の走行は必ず2 WD で 
走行してください。乾燥した舗装路の 
4WD 走行は、タイヤの早期摩耗につ 
ながったり、燃料消費量が多くなるこ 
とがあります。 

• スイッチは連続操作しないでくださ 
い。また、操作するときは、アクセル 
ペダルを戻して行ってください。（切 
り替わりにくい場合は、その状態でア 
クセルペダルを軽く踏み込んでくだ 
さい） 

•低温時に、4 WD に切り替わりにくい 
ときは、停車してスイッチを操作して 
ください。 

•車輪がスリップしているときは、4 
WD 切り替えスイツチを操作しないで 
ください。 


〇急なカーブを曲がるとき 
4WD で走行中に旋回をすると、ブレーキ 
をかけたよ〇な状態になることがありま 
す。この現象をタイトコーナープレー 
キング現象といいます。 

これは、旋回するとき前後輪に回転差が 
生じるために発生する 4WD 車特有の現象 
で、異常ではありません。 

このとき、ハンドル操作が重<なります。 

A 注意 _ 

• 4WD での急旋回は、タイトコーナー 
ブレーキング現象により、思わぬ事故 
につながるおそれがありますので避け 
てください。 


アドバイス _ 

•タイト コーナー ブレー キング現象 
は、 2WD に切り替えることで解消する 
ことができます。 


4 WD 車のタイヤ交換 

4WD 車は4つのタイヤに駆動力がかか 

るため、タイヤの状態が車の性能に大き 

<影響します。 

タイヤの状態には細心の注意をしてタイ 

やの点検は忘れずに行って<ださい。 

A 注意 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ以外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 


^アドバイス _ 

• タイヤ空気圧の点検は最低でも月に1 
回行ってください。タイヤの空気圧が 
前輪と後輪で大きく異なるときは、車 
の性能が十分に発揮できません。（夕 
イヤの指定空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています。） 

• タイヤの口ーテーシ ヨンは 5,000 km ご 
とに行ってください。タイヤ間で摩耗 
差があると車の性能が十分に発揮でき 
ません。 

•タイヤチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。 
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車を運転するにあたって (TJI 

エンジンのかけかた@ 


エンジンのかけかた 



エンジン始動の準備 


▼ 操作方法 

/. 駐車ブレーキをかけ、シフトレバー 
がニュートラルの位置にあることを 
確認します。 

2. ペダル類が確実に踏め、ハンドル操 
作が楽にできるようにシートの位置 
を調整します。 

5アクセル ペダルおよび ブレーキぺ 
ダルを右足で、クラッチペダルを左 
足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方法 

/. ブレーキペダルをしっかりと踏みま 
す。 

2 . クラッチベダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

5ブレーキ ペダルとクラッチペダル 
を踏んだまま、エンジンフイッチを 
“ START ” の位置まで回します。 

4. 始動後、クラッチベダルか5足を離 
します。 


A 注意 _ 

• エンジン冷却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


fe アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10秒以上 
“ START ” の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、リヤウインドデフォッガー、 
ヒーターフアンなどのスイッチは 
“ OFF ” にしてください。 

• 外気温が一 20° C 以下のとき、エンジン 
スイッチを “ START ” の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず “ START ” の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告灯が消灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによりエンジン回転が高くなリ 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 
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ITU 車を運転するにあたって 

™ エンジンのかけかた 


〇クラッチスタートシステム 
エンジン始動時の誤操作を防ぐために、 
クラッチペダルをいっぱいまで踏み込ま 
ないと、エンジンがかからないようにな 
っています。 

〇 スターターコントロール 
システム 
寒冷地仕様車 

ヌタ— ター コント□—ルシステムはエ 
ンジン寒冷時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジン冷却水温が 15°C 以下のとき、エ 
ンジンが始動するまでの間、自動的にフ 
夕—夕—を回す時間を延長します。エン 
ジンヌイツチを “ START ” の位置で保 
持する必要はありません。 


アドバイス _ 

•スターターコントロールシステム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを “ ACC ” ま 
たは “ LOCK ” の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕ーコントロールシステム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 

•エンジン冷却水温が 15° C 以上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気温が 15° C 以下でも、エンジン冷却 
水温が 15°C 以上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを “ START” の位置で保持して 
ください。 
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車を運転するにあたつて (TJI 

エンジンのかけかた@ 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方法 

エンジンを止めるときは、アイドリング 
回転にしてからエンジンスイツチを 
“ ACC ” または “ LOCK ” の位置にします。 

A 注意 _ 

• ターボ車は、高速および登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度行ってくださ 
い。 
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( Tjl 車を運転するにあたって 

™ エンジンのかけかた 


オートマチック車 


エンジン始動の準備 

▼ 操作方法 

/. 駐車ブレーキをかけ、シフトレバー 
が ( S レンジの位置にあることを確認 
します。 

2. ペダル類が確実に踏め、ハンドル操 
作が楽にできるようにシートの位置 
を調整します。 

3. アクセルベダルおよびブレーキぺ 
ダルを右足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方法 

/. ブレーキペダルをしっかりと踏みま 
す。 

2. ブレーキベダルを踏んだまま、エン 
ジンスイツチを “ START ” の位置ま 
で回します。 


A 注意 _ 

• エンジン始動時は、必ず運転席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけると車が急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン冷却水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10秒以上 
“ START ” の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、リヤウインドデフォッガー、 
ヒーターフアンなどのスイッチは 
“ OFF ” にしてください。 

•外気温が一 20° C 以下のとき、エンジン 
スイッチを “ START ” の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず “ START ” の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告灯が消灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによりエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 
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エンジンのかけかた@ 


〇スターターコントロール 
システム 
寒冷地仕様車 

フタ— ター コント□—ルシステムはエ 
ンジン寒冷時の始動操作を補助するシフ 
テムです。 

エンジン冷却水温が 15°C 以下のとき、エ 
ンジンが始動するまでの間、自動的にス 
夕—夕—を回す時間を延長します。エン 
ジンヌイッチを “ START ” の位置で保 
持する必要はありません。 

fe アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを “ ACC ” ま 
たは “ LOCK ” の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕ーコントロールシステム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 
•エンジン冷却水温が 15° C 以上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気温が 15° C 以下でも、エンジン冷却 
水温が 15°C 以上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを “ START” の位置で保持して 
ください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方法 

エンジンを止めるときは、アイドリング 
回転にしてか5エンジンスイツチを 
“ ACC ” または “ LOCK ” の位置にします。 

A 注意 _ 

• ターボ車は、高速および登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度行ってくださ 
い0 



135 








ITU 車を運転するにあたって 

@マニュアル車の運転 


マニュアル車の運転 


マニュアル 
トランスミッション 


シフトレバー 

シフト位置を変更するときは、クラツチ 
ペダルをいっぱいに踏み込んで確実に操 
作します。 




きアドバイス _ 

• 〇 (後退）には、車が完全に停止して 
からシフト位置を変更してください。 
トランスミッションに負担がかかり、 
故障の原因となります。 

•5 速から ■ (後退）には、直接シフト 
位置を変更できません。一度ニュート 
ラルにしてから、〇 (後退）にシフト 
位置を変更してください。 


各シフト位置での上限速度 
A 注意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

_速度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
にして < ださい。 


(km/h) 


シフト位置 

1速 

2速 

3速 

4速 

5速 

夕-ボ車以外 

25 

40 

65 

105 

一 

ターボ車 

25 

40 

60 

100 

一 
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車を運転するにあたって (TJI 

オートマチック車の運転@ 


オートマチック車の運転 


オー トマチ ツミ 
トランスミツシ 



オートマチック車は、ギヤチェンジやク 


ラッチペダルの操作から解放され、運転 
は大変楽になりますが、い<つかの特性 
があります。オートマチック車の運転の 
基本を理解し、正し<操作する習慣を身 
に付けてください。 


オートマチック車の特性 

〇クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、シフトレ 
パーが (E、E1 レンジ以外の位置で、動力 
がつながった状態になりアクセルペダル 
を踏まな<てもゆっ<りと動き出す現象 
のことをいいます。 

A 注意 _ 

• エンジン始動直後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなります。その際、ブレーキ 
ペダルの踏みごたえに変化がでること 
がありますので、ブレーキペダルは 
しっかりと踏んでください。 



fe アドバイス _ 

•停車中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

• 渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 
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ITU 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


〇キックダウン 

走行中にアクセルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギヤに切り替わり、エンジ 
ンの回転数が上昇して急加速させること 
ができます。これをキックダウンといい 
ます。 

A 注意 _ 

• 滑りやすい路面や力ーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はさけ 
てください。車がスリップするおそれ 
があります。 


b アドバイス _ 

• 追い越し時の急加速や高速道路での合 
流が楽に行えます。 


シフトレバー 

シフトレバーの操作は確実に行って<だ 
さい。 

〇シフトロック装置 

誤操作防止のため、シフト□ック装置が 

付いています。 

▼シフト□ック解除方法 

シフトロックを解除する場合は、エンジ 
ンスイッチを “ ON ” または “ ACC ” の 
位置にし、ブレーキペダルを踏むとシフ 
ト レバーの 操作ができます。 



アドバイス 


• シフト レバー はブ レー キペダルを踏 
みながらでないと、レンジからほか 
のレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが “ LOCK ” の位置 
では、 ブレーキ ペダルを踏んでもシ 
フトレバーは0レンジからほかのレ 
ンジへは動きません。 

•先にシフトレバーボタンを押した状 
態で、ブレーキペダルを踏むと、シ 
フトレバーが動かない場合がありま 
す。一度ボタンから手を離し、ブレー 
キペダルを先に踏んでから操作して 
ください。 
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オートマチック車の運転@ 


各シフト位置での上限速度 
A 注意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

速度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
にして < ださい。 

4速オートマチック車 


(km/h) 






D 

シフト位置 

し 

2 

0/D 

0/D 





OFF 

ON 

ターボ車 

2WD 

35 

65 

95 

— 

以外 

4WD 

30 

60 

90 

— 

ターボ車 

40 

70 

110 

— 


3速オー トマチック車 

(km/h) 


シフト位置 

し 

2 

D 

2WD 

35 

65 

— 

4WD 

30 

60 

— 


シフトレバーの操作 


インパネセンターシフト式 
4速オートマチック 
トランスミッション 

シフトレバー部には、シフトレバーを 
動かすときに使用するシフトレバーボ 
タンが装着されています。 


シフトレパー 



▼操作をする前に 

A 警告 _ 

• 囵レンジから圆レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、突然車が動き出し 
思わぬ事故につながるおそれがありま 
すので、 ブレーキ ペダルを踏みなが 
ら、シフトレバーボタンを押して動 
かしてください。 
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rj \ 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


〇各位置のはたらき 


0レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動す 
るとき、およびキーを抜くときの 
位置 

〇レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

® レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速 # まで自動的に変速 
されます） 

©レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが必要なとき 
の位置） 

E レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強い エンジンブレーキが 必要なと 
きの位置） 

* オー バ ー 

ドライブが OFF のときは3速 


〇シフトレバーの動かしかた 



n ブレーキペダルを踏みながら 
&シフトレパーポタンを押して 
、 動かします。 

An シフトレパーポタンを押して 
ilv 動かします。 

||そ®まま動かしま T 。 
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車を運転するにあたって (TJI 

オートマチック車の運転@ 


■告 _ 

• 岭の操作は誤作動を防ぐため、シフト 
レバーボタンを押さずに動かしてく 
ださい。常にシフトレバーボタン 
を押して操作していると、 (S■ (R)• E 
レンジに思いがけず入ることがあり、 
その場合、思わぬ事故につながるおそ 
れがあリ危険です。 

• 走行中に_レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効か 
ず、思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• 車が完全に止まらないうちに0レンジ 
に入れないでください。また、前進走 
行中に■レンジ、および後退走行中に 
(1)■ [D • (□レンジに入れないでくださ 
い。トランスミッションに重大な損害 
をあたえると共に、車がコントロール 
を失い思わぬ事故につながるおそれが 
あリ危険です。 


〇オーバードライブスイッチ 
通常走行時はスイッチを押して “ON” の 
状態にしておいて<ださい。4速オート 
マチックトランヌミッシヨンとしてはた 
らき、燃費性能と静粛性を高めます。 
オーバードライブフイッチをも〇—度 
押して “OFF ” の状態にすると3速才一 
トマチックトランヌミッシヨンとしては 
たらきます。この塌合は、メーター内の 
〇 /D OFF 表示灯が点灯します。 

4速才ートマチックトランスミッシヨン 
に戻すときは、フイツチを “ON ” の状態 
にして < ださい。 




] 

ON 

4速オートマチック 


コ 

OFF 

3速オートマチック 


アドバイス _ 

•長い坂道を走行するときは、オーバー 
ドライブスイッチを押して “OFF” の 
状態にしてください。 

下り坂ではエンジンブレーキの効き 
が良くなり、上り坂では変速回数の少 
ないなめらかな走行ができます。 
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rj \ 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


インパネセンターシフト式 
3速オートマチック 
トランスミッシヨン 

シフトレバー部には、シフトレバーを 
動かすときに使用するシフトレバーボ 
タンが装着されています。 

シフトレパー 



▼操作をする前に 

■告 _ 

• ( S レンジから ( E レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、突然車が動き出し 
思わぬ事故につながるおそれがありま 
すので、ブレーキペダルを踏みなが 
ら、シフトレバーボタンを押して動 
かしてください。 


〇各位置のはたらき 


回レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動す 
るとき、およびキーを抜くときの 
位置 

@レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れて 
ください） 

® レンジ 

-時停止などで動力を伝えない位 
置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から3速まで自動的に変速 
されます） 

囹レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが必要なとき 
の位置） 

[□レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強いエンジンブレーキが必要なと 
きの位置） 
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車を運転するにあたって (TJI 

オートマチック車の運転@ 


〇シフトレバーの動かしかた 



n ブレーキ ペダルを踏みながら 
&シフトレパーポタンを押して 
、 動かします。 

An シフトレバーポタンを押して 
動かします。 

0そ のまま動かします。 


A 警告 _ 

• 岭の操作は誤作動を防ぐため、シフト 
レバーボタンを押さずに動かしてく 
ださい。常にシフトレバーボタン 
を押して操作していると、0 ■ (I) ■ E 
レンジに思いがけず入ることがあり、 
その場合、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。 

• 走行中に (S1 レンジに入れないでくださ 
い。エンジン ブレーキが 全く効か 
ず、思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• 車が完全に止まらないうちに (B レンジ 
に入れないでください。また、前進走 
行中に ■ レンジ、および後退走行中に 
(U ■ (D ■ [□レンジに入れないでくださ 
い。トランスミッションに重大な損害 
をあたえると共に、車がコントロール 
を失い思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。 
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ITU 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を行ろ前に 

アクセルペダルおよびブレーキペダル 
の位置を右足で確認します。 



A 注意 _ 

•踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブレーキがかかっていることを 
確認します。 

2. シフトレバーが0レンジにあること 
を確認します。 

3. ブレーキペダルをしっかりと踏みま 
す。 

4. ブレーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンヌイツチを “ START ” の位置に 
します。 
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発進時 

▼ 操作を行ろ前に 

■告 _ 

• ( S レンジから ( E レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、突然車が動き出し 
思わぬ事故につながるおそれがありま 
すので、 ブレーキ ペダルを踏みなが 
ら、シフトレバーボタンを押して動 
かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままシフト 
レバーの操作をしないでください。急 
発進して思わぬ事故の原因になりま 
す。 

▼ 操作手順 

/. ブレーキベダルを右足で踏んだまま 
シフトレバーを前造であれば■レン 
ジに、状況に応じて ( D 、 E レンジに、 
また後退のときは■レンジに入れま 
す。 

2. 駐車ブレーキを戻したあと、徐々に 
ブレーキベダルか5足を離し、アク 
セルペダルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


A 注意 _ 

• シフトレバーがどの位置にあるかを 
シフトレバー部または メーター 内の 
インジケーターで確認してください。 

•オートマチック車は、シフトレバー 
が®、0レンジ以外の位置にあると、 
アクセルペダルを踏まなくても動こ 
うとする特性を持っています。（クリ 
ープ 現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなリ（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にシフトレバー 
操作をするときはしっかりとブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

• マニュアル車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、オートマチック車では 
アクセル操作のみで行いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に行ってくださ 
い。 

• 切り返しなどで〇レンジから ® レン 
ジ、0レンジから E ) レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つど ブレーキ ペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために0レンジから囘 レ 
ンジ、 （ S ) レンジから〇レンジ、（ N 1レン 
ジから〇レンジにシフトレバー操作 
をするときも ブレーキ ペダルを しっ 
かり踏んでから行ってください。 

•坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 

__ to 
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rj \ 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


b アドバイス _ 

•シフトレバーを圆レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが囘レンジにあることを知らせ 
ます。警告ブザーは車外の人には聞こ 
えませんので注意してください。 


▼坂道発進をする場合 

/. 駐車ブレーキがしっかりかかってい 
ることを確認しなが5、シフトレバ 
一を回レンジに入れます。 

2. 右足でアクセルペダルをゆっ<り踏 
み、車が動き出す感触を確認してか 
5、駐車ブレーキを解除し、発造し 
ます。 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は〇レンジで走行します。 

2. 急加速が必要な場合は、アクセルぺ 
ダルを踏み込むとギヤは自動的に低 
速ギヤに切り替わります。（キック 
ダウン） 

3. 長い下り坂や急な下り坂など、強い 
エンジンブレーキを必要とする場合 
は、路面状態やスピードに応じて [U 
または G レンジに切り替えます。 

A 警告 _ 

• 坂道などでは、シフトレバーを回、 
(E レンジまたは [D レンジに入れたまま 
惰性で後退したり、■レンジに入れた 
まま惰性で前進することは絶対にやめ 
てください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、ハンドルが重くなるな 
ど、思わぬ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 
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オートマチック車の運転@ 


ZM 主意 _ 

• 走行中は ( S レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わぬ事故の原因になりま 
す。 

• 走行中に0レンジ、また前進走行中に 
〇レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面や力ーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
転が高くなり急加速をするため、スリ 
ップをしたり、力ーブを曲がりきれず 
に思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。 

•各レンジでの速度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
—139ぺージ) 

• 長い下り坂や急な下り坂を 回 レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
( E レンジに入れてください。 


A 注意 _ 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
行しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 


アドバイス _ 

• 渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整するとスムーズに行えます。 

• 上り坂でスピードを保つためにアクセ 
ルペダルを踏み込んでいくと、意に 
反してキックダウンし、急にエンジ 
ン回転が上がることがあります。 
このようなときは、あらかじめ ( D レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す0 
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ITU 車を運転するにあたって 

@オートマチック車の運転 


一時停止時 

▼ 操作手順 

/. シフトレバーは走行位置のままでブ 
レーキペダルをしっかりと踏み続け 
ます。 

2 . 停車が長び<ときは、ブレーキぺダ 
ルを踏んだままで駐車プしーキをか 
け、シフトレバーを_レンジに入れ 
ます。 

5発進するときは、シフトレバーの位 
置を確認したあと、アクセルペダル 
をゆっ < りと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
転が高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


後退時 

▼ 操作方法 

車が完全に止まってか5も、プレーキぺ 

ダルをしっかりと踏み続け、シフトレバ 

一を (1 レンジに入れます。 

A 注意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
う注意してください。 

• 少し後退したあとなどは〇レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ_レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで 回 レンジから 圆 レン 
ジ、〇レンジから〇レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


アドバイス _ 

•シフトレバーを回レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが ( E レンジにあることを知らせ 
ます。警告ブザーは車外の人には聞こ 
えませんのでご注意ください。 
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オートマチック車の運転@ 


駐車時 

▼ 操作手順 

1 . 車を完全に止めます。 

2 . ブレーキペダルを踏んだままで駐車 
プレーキをかけ、シフトレバーを (S 
レンジに入れます。 

3 . エンジンスイッチを “ LOCK ” の位 
置まで回してキーを抜きます。 

A 注意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままで車から離れな 
いでください。 

* 車から離れるときはエンジンスイッ 
チを “ LOCK ” の位置にしてキーを抜 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

• ( S レンジでは車輪が固定されます。駐 
車するときは必ず ( E レンジにあること 
を確認してください。 

• 車が完全に止まらないうちに ( E レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり故障の原因とな 
ります。 

•キーインターロック装置により、シ 
フトレバーが ( E レンジ以外のとき 
は、エンジンスイッチを “ LOCK ” の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロックー> 127ページ) 
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装備品の使いかた 

車の装備品の使いかたについて説明しています。 


■ 空調 

エアコン- 152 

リヤ ヒータ - 158 

■ 才-ディオ 

ピラ—アンテナ -159 

オーディオの取り扱い- 159 

オーデイオインデックフ- 163 

AM/FM ラジオ- 164 

1 DIN CD.AM/FM 付ステレオ—— 170 


■ 室内装備品 

室内照明- 182 

シガライタ- 184 

灰皿 -184 

サンバイザ- 185 

グローブボックス- 186 

オーバーヘッドシェルフ- 186 

カップホルダ- 18 了 

シヨッビングフック- 188 

アシフトグリップ- 189 

乗降グリップ- 189 






























E ] 装備品の使いかた 


空調 



室内の冷暖房、除湿、曇り取りなどを行〇ことができます。 

コント□—ルバネルの操作により、吹き出し□から冷風、または温風が吹き出します。 
▼吹き出し□の位置 
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装備品の使いかた 



〇各レバー/スイツチの使いかた 
① 吹き出し□切り替えしパー 
イラストの方向へ風が出てきます。風量 
は吹き出し□によって異なります。 


レバー位置 

岭參 





吹き出し 口 

⑧ 

⑧ 

© 

© 

_ 

® 

© 



() は特に風量の少ないものを示します。 


▼ 操作方法 

レバーを左右に動かして、切り替えます。 

A 警告 _ 

ガラスの曇りを防止するために 
• 湿度が高いときにエアコンを低い温度 
で作動させている場合は、吹き出し口 
をク、または观に切り替えないでくだ 
さい。 

外気とガラスの温度差でガラスの外側 
が曇り、視界をさまたげるおそれがあ 
ります。 


アドバイス 


USE 

WITH 



• このマークはガラスが曇ったときに使 
用する0、秘の位置で、“外気導入” 
を使用していただくためのものです。 

“内気循環”にすると曇リが取れにく 
くなる場合があります。 

• “外気導入”への切り替えは、内外気 

切り替えレバーで操作してください。 

• このマークの位置でもレバーは止まり 
ますが、この位置での使用はおすすめ 
できません。レバーは；/、*;/、*パ、 
观の位置に合わせて使用してくだ 
さい。 
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E ] 装備品の使いかた 


② 温度調整レバー 
風の吹き出し温度を調整します。 

▼ 操作方法 

レバーを左右に動かして、調整します。 



③内外気切り替えレバー 

内気循環、外気導入の切り替えを行いま 

す。 


内気循環 

念 

外気をしゃ断している状 
態です。トンネルや渋滞 
など外気が汚れていると 
きや早く冷暖房したいと 
き、外気温度が高いとき 
の冷居効果を局めたいと 
きにお使いください。 

外気導入 

没 

外気を導入している状態 
です。通常はこの位置で 
お使いください。 


▼ 操作方法 

レバーを左右に動かして切り替えます。 

A 注意 _ 

• “内気循環”を長時間使用しないでく 

ださい。ガラスが曇りやすくなリま 
す。通常は、“外気導入”を使用して 
ください。 

•渋滞に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、“内気循環”にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

•①のレバーが*パ、 み •または 观 のとき 
“内気循環”にしないでください。ガ 
ラスが曇りやすくなリます。 


アドバイス _ 

•エアコン使用中に、室内外のさまざま 
な臭いがエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し口 
からの風に臭いがすることがありま 
す。 

エアコン始動時に発生する臭いを抑え 
るために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


④フアンフイツチ 

吹き出し□からの風の強さを切り替えま 
す。 

スイツチにより3段階の切り替えができ 
ます。 


X OFF • • • 


▼ 操作方法 

スイッチを動かして操作します。 

⑤エアコンフイツチ 

冷房、除湿機能の作動と停止を行います。 


作動表示灯 



A/C 

^ — 


▼ 操作方法 

フアンが作動中のとき、スイツチを一度 
押すとエアコンが作動し、作動表示灯が 
点灯します。 

もラー度押すとエアコンが停止し、作動 
表示灯が消灯します。 
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装備品の使いかた 



匕アドバイス _ 

• 停車時の冷房効果を向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作に注意 
してください。 

特にオートマチック車で冷房中、一時 
停止する場合はブレーキペダルをし 
つかり踏んでください。 

(オートマチック車の運転—137ページ) 
• 外気温が 0° C 近くまで下がると、 エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 


エアコン/ヒーターの使いかた 

代表的な使用例におけるレバー、スイツ 
チのセツト位置を説明します。 


〇通常の冷房 

室内を冷やしたいときに使用します。 



① ;^ ③外気導入 ⑤ ON 

② 低温側 ④お好みの位置 


風向きの調整 

左右および中央の吹き出し□からの風向 
きの調整を行〇ことができます。 

▼ 操作方法 

ツマミを動かして調整します。 



きアドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に冷やされ 
たときに発生するものであり異常では 
あリません。 


アドバイス _ 

急速に冷房したいときは 
•②のレバーを最低温に、③のレバーを 
“内気循環”に、⑤のスイッチを作動 
させてください。ただし“内気循環” 
で長時間使用すると車内の空気が汚れ 
ます。換気のためときどき“外気導 
入”にしてください。冷えてきたら② 
のレバーを高温側に動かし、お好みの 
温度に調整してください。 

車内の温度が高いときは 
• 駐車のあと車内の温度が高いときは、 
窓を開けて熱気を逃がしてからェアコ 
ンを作動させてください。 
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E ] 装備品の使いかた 


〇通常の暖房 

室内を暖めたいときに使用します。 

⑤④ ② 

fftr -4 - tr 

X OFF • • • (==]□□□□■■■■■• 

cS> - 公 P —— Ci —— W —— み •善 W 


③ ① 

① *パ ③外気導入 ⑤ OFF 

② 高温側 ④お好みの位置 

^アドバイス _ 

急速に暖房したいときは 
•②のレバーを最高温に、③のレバーを 
“内気循環”にしてください。ただし 
“内気循環”で長時間使用すると、ガ 
ラスが曇りやすくなりますので一時的 
にご使用ください。暖かくなってきた 
ら②のレバーを低温側に動かし、お好 
みの温度に調整してください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 

寒冷時や、雨のときなどガラスが曇った 

ときに使用します。 


⑤④ ② 


i 

cS? 

斗 =f'l=]] 

SCOFF* • • 

-公 V 一 ^ - w 一 改善破 


=0 — 〇 j 


③ ① 


① 观 ③外気導入 ⑤ ON 

② お好みの位置④お好みの位置 

A 警告 _ 

ガラスの曇リを防止するために 
• ②のレバーを最低温に操作しないでく 
ださい。冷風がガラスに当たるとガラ 
スの外側が曇ることがあります。 


アドバイス _ 

• 外気温が o ° c 近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•①のレバーを•にすると、暴り取りと 
同時に足元にも送風されます。 

外気が汚れているときは 

•一時的に③のレバーを“内気循環”に 
してください。 

より早くガラスの曇りを取る場合 

•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を行います。 

•④のレバーを操作して、風量を増す 
•②のレバーを操作して、設定温度を上 
げる 
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装備品の使いかた 



〇除湿暖房するとき（曇り止め） 

雨の日など湿気が多<、ガラスが曇りや 
すいときに使用します。 


⑤④ ② 


EL 

4 =f'> 

XOFF . 參參 〔□□□□□■■ 

= T1 

- ?S> 73—、V - 一 一 

1 

- LJ ' - U- 



③ ① 


① W. 

③外気導入 

⑤ ON 


②お好みの位置④お好みの位置 


〇換気するとき 

導入された外気が中央および左右の吹き 
出し□から吹き出します。 


⑤④ ② 


i 

cS> 

斗 =f'T= T 

SCOFF. • • (_11_!□□□■■■■■ 

- 公 V 一 ^ - W 一改善破 

1— 

]P—) 


③① 


① 9 ③外気導入 ⑤ OFF 

② お好みの位置④お好みの位置 


匕アドバイス _ 

• 外気温が o ° c 近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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ra 装備品の使いかた 

匕…ザ -—一 


空調 

リヤ ヒーター 

レバーの 位置 

オプション/グレード別装備 


後席足元のコント□—ルレバーで吹き出 



し温度を調整します。 


フアンスイッチ 

フアンスイツチはインストルメントパ 
ネル中央部にあります。 

エンジンフイッチが “ ON ” の位置のと 
き、フアンスイッチを押すと、作動表示 
灯が点灯し、ファンが作動します。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



オーディオ 


ピラー アンテナ 


ラジオを受信するときは、アンテナをい 
っぱいまで伸ばして < ださい。 

▼使用方法 

使用するときは、アンテナの先を持って 
いっぱいに引き出します。収納するとき 
は、アンテナの根元を持って少しずつ収 
納して < ださい。 



オーディオの取り扱い 


オプション/グレード別装備 

A 注意 _ 

•運転中は、車外の音が聞こえる程度の 
音量でお楽しみください。大きな音量 
を出すと車外の音が聞こえず、思わぬ 
事故につながるおそれがあリます。 

• 走行中にオーディオの操作をしないで 
ください。運転のさまたげになり、思 
わぬ事故につながります。 


A 注意 _ 

•走行中に引き出し、収納などの操作を 
しないでください。運転のさまたげに 
なるほか車外の物に当たったり、急プ 
レーキをかけたときけがをするおそれ 
があリ危険です。 

•下記のようなときは、アンテナを収納 
してください。破損したり、変形した 
りする場合があります。 

• 自動洗車機使用時 
• ボデーカバーを かけるとき 
• 立体駐車場など屋根の低いガレージな 
どに入れるとき 

• 降雪時に長時間駐車するとき 
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E ] 装備品の使いかた 

S オーディオ 


b アドバイス _ 

•オーディオを聞いているとき、室内ま 
たは車の近くで携帯電話や無線機を使 
うと、ノイズ（雑音）が入ることがあ 
ります。 

•エンジン停止時は、オーディオを長時 
間使用しないでください。バッテリー 
あがりを起こし、エンジンの始動がで 
きなくなります。 

• ラジオの受信は、電波の強さが変化し 
たり、電車■信号機などの障害物の影 
響により、最良な受信状態を維持する 
ことが困難な場合があります。 

• 水分や高温.多湿•ほこり_ゴミを嫌 
いますので、車内清掃や換気に十分注 
意してください。 

•オーディオ本体のお手入れは、乾いた 
柔らかい布でふいてください。損傷の 
原因となるおそれがある固い布や、ベ 
ンジン-シン ナー • アルコール などは 
絶対に使用しないでください。また、 
汚れがひどい場合には、柔らかい布を 
水またはぬるま湯に浸し、軽くふき取 
つてください。 

•車内の温度に気を付けてください。極 
寒や酷暑のとき、特に夏期は車内の温 
度が大変高くなり、故障の原因となる 
おそれがありますので、車内の換気に 
注意し、適温で使用してください。 


cd プレーヤーの取 y 扱い 
アドバイス _ 

•挿入口には、指定されている CD 以外の 
物を入れたり、ドライバーなどの金属 
物や磁石などを近付けないでくださ 
い。故障の原因となります。 

また、 CD に磁石などを絶対に近付けな 
いでください。 



• CD が挿入された状態でエンジンを始動 
すると、「カチッ」 • 「ウイーン」な 
どという音が数回しますが、これは再 
生準備のための作動音で、故障ではあ 
りません。 

• CD を挿入して数秒すると、セットされ 
ずに戻ってくることがあります。この 
場合は、 CD の異常が考えられますの 
で、 CD に異常がないかを確認してくだ 
さい。 

•取り出しボタンを押しても、 CD が挿入 
されたまま取り出せないときは、プレ 
ーヤーの保護のため、機能が停止する 
ことがあります。この場合、ダイハツ 
サービスエ場にご相談ください。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



b アドバイス _ 

•車を降りるときは、必ず CD をオーディ 
才本体から取り出し、ケースに入れ 
て、高温にならない場所に保管してく 
ださい。 

• CD を直射日光に長時間当てたり、挿入 
口に残した状態のまま長時間放置しな 
いでください。また、高温■多湿な場 
所（インストルメントパネルの上や 
シートの上など）に長時間放置しない 
でください。 CD がひずみ、使用できな 
くなるおそれがあります。 

従来のオーディオレコードと同様に 
プラスチック製ですので、そりの原因 
となります。 

そり防止のため、必ずケースに入れ、 
直射日光の当たらない場所に保管して 
ください。 


cd の取 y 扱い 

アドバイス _ 

• CD を持つときは、信号面に触らないよ 
うにしてください。両端を挟むように 
して持つか、中央の穴と端を挟んで持 
つてください。 



* CD は内部で高速回転しますので、異常 
な CD (ハート型など異形の CD 、ヒビ 
が入った CD や大きくそった CD ) は使 
用しないでください。 



• 記録部分に透明または半透明部分があ 
る CD は、正常に出し入れや再生ができ 
なくなるおそれがありますので、使用 
しないでください。 

• ラベル面（印刷面）にも紙や シールな 
どを貼り付けたり、傷などを付けない 
ようにしてください。 

• CD に指紋やホコリが付いた場合でも、 
CD に記録された信号には直接影響しま 
せんが、汚れにより、信号記録面から 
の反射光の明るさが低減して音質が低 
下したり、音飛びを起こすことがあり 
ます。 
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ra 装備品の使いかた 

® ォ-ディォ 

匕アドバイス _ 

• CD が汚れたときは、柔らかい布で CD 
の内周から外周方向へ軽くふいてくだ 
さい。 

• レコードスプレー.帯電防止剤など 
は使用できません。またベンジン•シ 
ンナーなどの揮発性の薬品をかける 
と、表面が侵されることがありますの 
で使用しないでください。 

A 


• 8 cmCD を挿入口に残した状態のまま走 
行しないでください。走行中の振動に 
より、 CD が落下することがあります。 
•振動の激しい悪路を走行すると、音飛 
びを起こすことがあります。 

• 真冬の車内は極度に冷えています。こ 
の状態で、ヒーターを入れてすぐに使 
用すると、 CD や光学部品（プリズムや 
レンズなど）が曇って、正常に再生さ 
れないことがあリます。 

CD が曇っているときは、柔らかい布で 
ふいてください。 

光学部品が曇っているときは、1時間 
ほど放置しておけば自然に曇りが取 
れ、正常に再生されます。 
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装備品の使いかた 

才-デイオ 



オーディオインデックス 


AM / FM ラジオ 

(音量調整—164ページ) 
(ラジオの受信—165ページ) 
(時刻の調整—168ページ) 



1 DIN CD . AM / FM 付ステレオ 


(音量.音質調整—170ページ) 
(ラジオの受信—172ページ) 
( CD の再生—176ページ) 
(時刻の調整—180ページ) 
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E ] 装備品の使いかた 

® オーディオ 


AM / FM ラジオ 


オプション/グレード別装備 


ディスプレイ部 



① 電源スイッチ 

② 音量調整ツマ5 


音量調整 

①電源スイッチ ②音量調整ツマ5 


電源の “ ON ” . “ OFF ” ができます。 

入/切 

▼ 電源を入れるには 

/. エンジンヌイッチを “ ON ” または 
“ ACC ” の位置にします。 

前回、エンジンスイツチを 
“ LOCK ” の位置にしたときに電源が 
入っていた場合は、自動的に電源が 
入ります。 

2 . 電源スイッチを押します。 

スイッチを押すごとに、電源が 
“ ON ” と “ OFF ” に切り替わります。 


音量を調整することができます。 


入/切 

立 ja. 
日里 



▼音量を調整するには 

ツマミを右に回すと大きくなり、左に回 
すと小さくなります。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



ラジオの受信 


ディスプレイ部 



②①③ 


① ラジオポタン ③ プリセットポタン 

② チューニングポタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンヌイツチを “ ON ” または 
“ ACC ” の位置にします。 

前回、エンジンスイツチを 
“ LOCK ” の位置にしたときにラジオ 
を受信していた場合は、自動的にラ 
ジオが受信されます。 

2 . AM _ FM ボタン、チューニングボタ 
ン、またはプリセツトボタンを押し 
て、希望の周波数を選択します。 

①ラジオボタン 

AM - FM の切り替えをすることができま 
す。まだ、交通情報放送を行っている地 
域で、あらかじめ記憶されている交通情 
報放送局を受信することができます。 


▼ AM- FM 放送を受信するには 

ボタンを押します。 

ラジオを聞いているときに、ボタンを押 
すと、 「 AM — FM 」 の順に切り替わりま 
す。 

•ディスプレイ部に、選択したバンドが 
表示されます。 

fe アドバイス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを押 
すと、オーディオモードの表示に切 
リ替わります。ラジオを受信するとき 
(AM-FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 


▼AM/FM 
〇 
セット ] oil 
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E ] 装備品の使いかた 

® オーディオ 


▼ 交通情報を受信するには 

ボタンを r ピツ」と音がするまで押し続 
けます。 

も〇—度ボタンを押すと、解除されます。 

アドバイス _ 

• 交通情報を行われていない地域では受 
信できません。 

• 交通情報ボタンで受信できる周波数は 
1620 kHz のみです。ほかの周波数の交 
通情報放送局をこのボタンで受信する 
ことはできません。 


②チューニングボタン 

放送局の周波数を選択することができま 

す。 

_ry _ta 

一時一分一 

▼ 手動で選択するには 

ボタンを押して希望の周波数を選択しま 
す。 

• 周波数を高い方に選択するには八側の 
ボタン、低い方に選択す るには V 側の 
ボタンを押します。 

•ディスプレイ部に、受信周波数が表示 
されます。 


▼ 自動で選択するには 

ボタンを r ピッ」と音がするまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方に選択するには八側の 
ボタン、低い方に選択するには V 側の 
ボタンを押します。 

•放送が受信されると、自動的に止まり 
ます。 

•ディスプレイ部に、受信周波数が表示 
されます。 

自動選択を止めるには、もう一度ボタン 

を押します。 

fe アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一番近い周波数 
を自動で選択します。 

• 山岳部や弱電界地域で自動選択を行っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがあリま 
す。この場合、手動選択を行ってくだ 
さい。 
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装備品の使いかた ra 

オーディオ 1 


③プリセットボタン 
放送局の周波数をあらかじめ記憶させて 
お<ことにより、プリセットボタンでそ 
の周波数を選択することができます。 

▼選局 

o' 

メモリー 

アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

•6 局まで周波数を記憶させることがで 
きます。 

AM 放送の場合 

•プリセットボタンを押すたびに 「A01 
— A02 A03 — A04 — A05 — A06 — 

A01」 とチャンネルが変わり、記憶さ 
れた周波数が数秒表示されたあと、時 
計が表示されます。 

FM 放送の場合 

•プリセットボタンを押すたびに 「F01 
—F02—F03—F04—F05—F06—F0 1」 

とチャンネルが変わり、記憶された周 
波数が数秒表示されたあと、時計が表 
示されます。 


▼周波数を記憶させるには 
/. 記憶させるチャンネルを選択します。 

2 . 記憶させる周波数を選択します。 

3 . プリセットボタンを r ピッ」と音が 
するまで押し続けます。 

▼ 記憶させた周波数を呼び出すには 
プリセットボタンを押すたびに、記憶さ 
れている周波数が選択されます。 

アドバイス _ 

•プリセットボタンの記憶は、直前に 
プリセットボタンで選択したチャン 
ネルに記憶されます。 

記憶させるチャンネルを選んだあとの 
選局はチューニングボタンで行って 
ください。 


〇プリセットボタンに記憶させた周 
波数 

アドバイス _ 

•バッテリーやヒューズ交換などで、才 
ーディオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周波数は消去され、初 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 
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E ] 装備品の使いかた 

S オーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ部 



① “ 時”調整ポタン ③ 時刻合わせポタン 

② “ 分"調整ポタン 


• 才ーデイオの電源の “ON” • “OFF” に関わらず、エンジンフイツチを “ON” まだ 
は “ACC” の位置にすると、ディヌプレイ部に時刻が表示されます。 

• 才ーディオの操作を行う（またはディスプレイボタンを押す）と、才ーディオモー 
ドの表示になりますが、約6秒後に時計表示に戻ります。 


〇時刻の調整 

時刻を表示させているとき、デイスフレ 
イボタンを押しなが5、同時に各ボタン 
を押して調整します。 

アドバイス _ 

•バッテリーやヒューズ交換などで、才 
ーデイオへの電力供給が断たれたとき 
は、初期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


①“時”調整ポタン 

時計の“時”表示を調整することができ 
ます。 

▼ V 

〇 

-時一 

▼ “時”表示を調整するには 

ディスプレイボタンを押したまま“時” 
調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字が1つずつ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
が大き <なります。 
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装備品の使いかた ra 

オーディオ 1 


②“分”調整ボタン 

時計の“分”表示を調整することができ 
ます。 

▼A 

〇 

分_ 

▼ “分”表示を調整するには 

ディスプレイボタンを押しなが5、 

“分”調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字が1つずつ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
が大き < なります。 


③時刻合わせボタン 

時報などに合わせて、“分”表示を 
「:〇〇」にすることができます。 

TAM/FM 
〇 
セット]■"身 

▼ “分，， 表示を「:〇〇」にするには 

ディスプレイボタンを押しなが5、時刻 
合わせボタンを押します。 

•“分”表示が「30」未満の数字のとき 
は、“0寺”表示の数字は変わりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•“分”表示が「30」以上の数字のとき 
は、“0寺”表示は数字が1つ增えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 
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E ] 装備品の使いかた 

® オーディオ 


1 DIN CD _ AM / FM 付ステレオ 


オプション/グレード別装備 


ディスプレイ部 


③ 



-①② 


① 電源スイッチ ③モード ポタン 

② 音量調整ツマミ 


音量 • 音質調整 

①電源スイッチ ②音量調整ツマ5 


電源の “ON” • “OFF” ができます。 



▼ 電源を入れるには 

/. エンジンヌイッチを “ ON ” または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイツチを 
“ LOCK ” の位置にしたときに電源が 
入っていた場合は、自動的に電源が 
入ります。 

2 . スイッチを押します。 

スイッチを押すごとに、電源が 
“ ON ” と “ OFF ” に切り替わります。 


音量を調整することができます。 



POWER-VOL 


▼音量を調整するには 

ツマミを右に回すと大きくなり、左に回 
すと小さ < なります。 
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装備品の使いかた ra 

オーディオ 1 


③モードボタン 

各種機能のモードを切り替えることがで 
きます。 


AUTO.P 



▼モードを切り替えるには 

ボタンを押すごとに、 「 FAD — BAL — 
BAS — TRE — VOL 」 の順に切り替わりま 
す。 

▼各種機能を調整するには 

/. モードボタンを押して、調整するモ 
ードを選択します。 

2音量調整ツマミを回します。 


〇調整モードと調整レベル 


モード 

ボタン 

調整 

モード 

前後 

音量 

バランス 

左右 

音量 

バランス 

低音 

高音 

音量 

モード 

表示 

FAD 

BAL 

BAS 

TRE 

VOL 

音量調整 
ツマミの 

操作 

調整 

レベル 

範囲 

F8 

1 

R8 

R8 

1 

し8 

+7 

1 

-7 

+7 

1 

-7 

35 

1 

0 

右に 

回す 

前側大 

右側大 

強 

音量大 

左に 

回す 

後側大 

左側大 

弱 

音量小 


fe アドバイス _ 

• 何も操作を行わないと、約5秒後に元 
の表示に戻ります。 

リヤスピーカーなし車 
• リヤ スピーカーが 装着されていない 
ため、前後音量バランス “ FAD ” 調整 
を 「 R 8」 にすると、音が出なくなリま 
す0 
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E ] 装備品の使いかた 

S オーディオ 


ラジオの受信 


ディスプレイ部 ④ © ①⑤ 



r J 

③ 


① AM ' FM ポタン ④ オートプリセツトポタン 

② チューニングポタン ⑥ 交通情報ポタン 

③ プリセットポタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンヌイツチを “ ON ” または 
“ ACC” の位置にします。 

前回、エンジンスイツチを 
“LOCK” の位置にしたときにラジオ 
を受信していた場合は、自動的にラ 
ジオが受信されます。 

2 . AM _ FM ボタンの上側を押して、 AM 
または FM 放送を選択します。 

3 . チューニングボタン、またはプリセ 
ットボタンを押して、希望の周波数 
を選択します。 


① AM • FM ボタン 

ラジオを受信することと、 AM * FM の切 
り替えをすることができます。 


AM/FM 

CD 


▼ラジオを受信するには 

ボタンの上側を押します。 

ラジオを聞いているときに、ボタンを押 
すと、 「AM—FM」 の順に切り替わりま 
す。 

•ディスプレイ部に、選択したバンドが 
表示されます。 

^アドバィス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを押 
すと、オーディオモードの表示に切 
リ替わります。ラジオを受信するとき 
(AM _ FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



② チューニングボタン 

放送局の周波数を選択することができま 

す。 

TUNE/TRACK 


③ プリセツトボタン 
放送局の周波数をあらかじめ記憶させて 
お<ことにより、ワンタッチでその周波 
数を選択することができます。 




▼ 手動で選択するには 

ボタンを押して希望の周波数を選択しま 

す。 

• 周波数を高い方に選択するにはボタン 
の上側、低い方に選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•ディスプレイ部に、受信周波数が表示 
されます。 

▼ 自動で選択するには 

ボタンを r ピッ」と音がするまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方に選択するにはボタン 
の上側、低い方に選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•放送が受信されると、自動的に止まり 
ます。 

•ディスプレイ部に、受信周波数が表示 
されます。 

自動選択を止めるには、も〇—度ボタン 

を押します。 

アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一番近い周波数 
が自動で選択されます。 

• 山岳部や弱電界地域で自動選択を行っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動選択を行ってくだ 
さい。 


fe アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

• AM - FM 各6局まで周波数を記憶させ 
ることができます。 


▼周波数を記憶させるには 

/. 記憶させる周波数を選択します。 

2 . 記憶させるプリセットボタンを r ピ 
ッ」と音がするまで押し続けます。 

▼ 記憶させた周波数を呼び出すには 

ボタンを押します。 

• そのボタンに記憶させた周波数が選択 
されます。 
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E ] 装備品の使いかた 

® オーディオ 


④ オートプリセットボタン 
自動で受信可能な周波数を、プリセット 
ボタンに記憶させることができます。 
旅先などで放送局の周波数がわからない 
ときなどに便利です。 


AUTO-P 



▼ 自動で周波数を記憶させるには 

• ボタンを r ピッ」と音がするまで押し 
続けます。 

• 記憶操作が終了すると、「ピー」と音 
かして、記憶した中で一番低い周波数 
が受信されます。 

▼ 記憶させた周波数を呼び出すには 

プリセットボタンを押します。 

• そのボタンに記憶させた周波数が選択 
されます。 


アドバイス _ 

•才ートプリセットボタンを押すごと 
に、現在受信状態の良い周波数が低い 
順に6局まで、プリセットボタンに 
記憶されます。 

なお、オートプリセットをする前に 
記憶させていた周波数は消去されま 
す。 

•地域や車の向きなどの条件により、す 
ベての周波数の受信感度が悪い場合、 
自動で記憶されないことがあります。 
その場合、オートプリセットをする 
前に記憶させていた放送局がプリセッ 
トボタンに記憶されたままになりま 
す。 

•同じ放送局からの受信でも、チューニ 
ングボタンで選択し、記憶させた周 
波数とオートプリセットボタンで記 
憶させた周波数は一致しないことがあ 
ります。 

•オートプリセットボタンによる記憶 
操作を同じ場所で繰り返しても、受信 
状態によっては、操作ごとに記憶され 
る周波数が異なることがあります。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



⑤交通情報ボタン 

交通情報放送を行っている地域で、あら 
かじめ記憶されている交通情報放送局を 
受信することができます。 



▼ 交通情報を受信するには 

ボタンを押します。 

も〇—度ボタンを押すか、ほかのモード 
のボタン （ AM ' FM ボタン、 CD ボタン） 

を押すと、解除されます。 

アドバイス _ 

• 初期設定の状態では 1620 kHz が記憶さ 
れています。 

• 交通情報が行われていない地域では受 
信できません。 

•交通情報ボタンを押して、交通情報を 
受信しているときは、チューニング 
ボタン.プリセットボタン •オート 
プリセットボタンを押しても、周波 
数を選択できません。 


〇プリセットボタン • 交通情報ボタ 
ンに記憶させた周波数 

アドバイス _ 

•バッテリーやヒューズ交換などで、才 
ーディオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周波数は消去され、初 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 



▼ 記憶されている周波数を変更するには 
/. 記憶させる周波数を受信します。 

2 . 交通情報ボタンを r ピツ」と音がす 
るまで押し続けます。 

アドバイス _ 

• 交通情報は、 AM 放送の周波数のみ記 
憶させることができます。 
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E ] 装備品の使いかた 

S オーディオ 


CD の再生 



① CD ポタン 

② トラックポタン 

③ CD 取り出しポタン 


CD プレーや一の使いかたについては、 

み < ださい。 

fe アドバイス _ 

• 下記のマークが付いているディスクを使用してください。 

^11 ill 

DIGITAL AUDIO L ReWritable J 


• CD TEXT は表示されませんが、再生は可能です。 

•音楽用 CD-R (CD-Recordable) _ CD-RW (CD-Re Writable) に記録された音楽用データ 
を再生できます。 

ただし、特性•傷_汚れなどにより再生できない場合があります。 

•ディスクの状態（録音環境■データ内容）により再生できない場合があります。 

• MP3 . WMA ■ AAC 方式で記録されたディスクには対応していません。 

• CD-ROM -コピープロテクト機能付ディスクには対応していません。 

• 8cmCD を使用するときは、アダプターを使用しないでください。 

• Dual Disc には対応していません。 Dual Disc を使用すると、機器の故障の原因になるお 
それがあります。 


DIGITAL AUDIO 


Recordable 


④ リ ピー トポタン 

⑤ ランダムポタン 


「オーデイオの取り扱い」のページち併せてお読 
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装備品の使いかた ra 

オーディオ 1 


〇 CD の再生 

/. エンジンヌイツチを “ ON ” または 
“ ACC ” の位置にします。 

前回、エンジンスイツチを 
“ LOCK ” の位置にしたときに CD を 
再生していた場合は、自動的に CD が 
再生されます。 

2 . CD を挿入します。 

CD はラベル面を上にして挿入します。 
CD が挿入されているときは、 CD ボタ 
ンを押すと再生されます。 



① CD ボタン 

CD を再生することができます。 


AM/FM 

CD 


▼ CD を再生するには 

CD が挿入された状態で、ボタンの下側を 
押します。 


② トラックボタン 

曲の早送り • 早戻しと、希望の曲の頭出 
しをすることができます。 

TUNE/TRACK 




▼早送り • 早戻しをするには 

ボタンを押し続けます。 

* 早送りをするにはボタンの上側、早戻 
しをするにはボタンの下側を押します。 

• ボタンを押している間、早送り（また 
は早戻し）され、希望の位置で手を離 
すと、その位置か5再生されます。 

▼頭出しをするには 

ボタンを曲数分だけ押して、希望の曲を 

選択します。 

• 曲を進めるにはボタンの上側、曲を戻 
すにはボタンの下側を押します。 

曲の再生中に 

• ボタンの上側を押すと、次の曲が再生 
されます。 

• ボタンの下側を押すと、その曲の始め 
に戻ります。このとき、もう一度ボタ 
ンを押すと、前の曲が再生されます。 
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E ] 装備品の使いかた 

® オーディオ 


③ CD 取り出しボタン 

CD を取り出すことができます。 


▼ CD を取り出すには 

ボタンを押します。 

• CD が取り出されると、 CD が再生され 
る前の状態に戻ります。 

•エンジンスイツチが “ LOCK ” の位置 
でも、 CD を取り出すことかできます。 

④ リピートボタン 

選択されている曲を繰り返して（リビー 
卜）再生することができます。 


⑤ ランダムボタン 

無作為に曲を選択して（ランダム）再生 
することができます。 


▼ ランダム再生をするには 

ボタンを押すごとに、ランダム再生が 
“ ON ” と “ OFF ” に切り替わります。 

• “ ON ” のときは、デイスプレイ部に 
“ RDM ” が表示されます。 

• “ OFF ” にするまで、何度でもランダ 
ムに曲か再生されます。 


RPT 

5 ~ 


▼ リピート再生をするには 

ボタンを押すごとに、リピート再生が 
“ ON ” と “ OFF ” に切り替わります。 

• “ ON ” のときは、ディスプレイ部に 
“ RPT ” が表示されます。 

• “ OFF ” にするまで、何度でも同じ曲 
が再生されます。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



〇 CD プレーヤーの機能 

fe アドバイス _ 

• プレーヤー内部を保護するため、異常 
が生じたときは、自動的にプレーヤー 
の機能が停止し、 CD が再生されている 
ときは、 CD が押し出されます。 
■ディスプレイ部に “ ER -1” の表示が出 
たときは、 CD 取り出しボタンを押して 
ください。 

• CD プレーヤーの内部温度が基準以上の 
高温になると、半導体レーザー部の劣 
化を保護するため、自動的に再生が停 
止されます。 

このとき、ディスプレイ部に “一 H ” 
が表示され、温度の上昇を知らせま 
す。 

この状態のときは、温度が下がるまで 
お待ちください。 
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E ] 装備品の使いかた 

S オーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ部 ディスプレイポタン 



① “時”調整ポタン ③時刻合わせポタン 

② “分”調整ポタン 


• 才ーデイオの電源の “ ON ” • “ OFF ” に関わらず、エンジンフイツチを “ ON ” また 
は “ ACC ” の位置にすると、デイヌプレイ部に時刻が表示されます。 

•オーデイオの操作を行ろ（またはデイスプしイボタンの上側を押す）と、オーデイ 
オモードの表示になりますが、約5秒後に時計表示に戻ります。 


〇時刻の調整 

時刻を表示させているとき、デイスプレ 
イボタンの上側を押しなが5、同時に各 
ボタンを押して調整します。 

アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
ーデイオへの電力供給が断たれたとき 
は、初期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


①“時”調整ボタン 

時計の“時”表示を調整することができ 

ます。 


H 



▼ “時”表示を調整するには 

ディスプレイボタンの上側を押しなが5、 
“時”調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字が1つずつ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
が大き <なります。 
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装備品の使いかた 

オーデイオ 



②“分”調整ボタン 

時計の“分”表示を調整することができ 

ます。 


2 


▼ “分”表示を調整するには 

ディスプレイボタンの上側を押しなが5、 
“分”調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字が1つずつ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
が大き < なります。 


③時刻合わせボタン 

時報などに合わせて、“分”表示を 
「:〇〇」にすることができます。 


3 


▼ “分”表示を「:〇〇」にするには 

ディスプレイボタンの上側を押しなが5、 
時刻合わせボタンを押します。 

•“分”表示が「30」未満の数字のとき 
は、“時”表示の数字が変わりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•“分”表示が「30」以上の数字のとき 
は、“時”表示の数字が1つ增えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 
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E ] 装備品の使いかた 

室内装備品 


室内装備品 



ヌイツチの位置によって、点灯、消灯の 
切り替えができます。 

▼スイツチが “ ON ” のとき 

ドアの開閉に関係な < 点灯します。 

▼スイツチが “ OFF ” のとき 

ドアの開閉に関係な < 消灯します。 

▼スイツチが “ DOOR ” のとき 
キーレスエントリー装着車以外 

いずれかのドアを開けると点灯し、すべ 
てのドアを閉めると消灯します。 


キーレスエントリー装着車 

ドア連動機能により、点灯•消灯します。 

(ドア連動機能—183ページ） 

〇フロント 


〇荷室 

オプション/グレード別装備 
後席左側上部にあります。 



〇センター 

オプション/グレード別装備 
後席天井中央部にあります。 

ON 
OFF 
DOOR 



OFF DOOR ON 



〇荷室 LED ランプ 
オプション/グレード別装備 
後席天井中央部にあります。 
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装備品の使いかた ra 

室内装備品 


ドア連動機能 


キーレスエントリー装着車 
〇タイマー機能* 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスイッチ 

室内照明 

全閉 


消灯 

1 

一 

1 

いずれか開 


点灯 



点灯 

いずれか開 

ON 

1 

すぐに消灯 

全閉 

ON 以外 

点灯 

1 



約15秒後消灯 


▼ ドアの施錠 • 解錠 

エンジンスイツチが “ LOCK ” の位置で、 
すべてのドアが閉まっているとき、下記 
の作動になります。 


運転席 

ドアロック 

室内照明 

解錠 

1 

施錠 

点灯 

1 

減光し、その後消灯 

施錠 

1 

解錠 

消灯 

1 

約15秒間点灯 


▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドアが閉まっているとき、下記 

の作動になります。 


エンジンスイッチ 

室内照明 

ACC 

点灯 

i 

ON 

すぐに消灯 

ON / ACC * 

消灯 

1 

1 

LOCK にしてキーを抜く 

約15秒間点灯 


* ON から ACC にしたときの経過時間により、 
点灯しないことがあります。 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあがり防止のため、自動的に 
室内照明を消灯する機能です。 

•エンジンヌイッチが “ LOCK ” または 
“ ACC ” の位置で、ドアを開けたまま 
約10分が経過すると、自動的に消灯 
します。 

•再度、点灯させるには、すべてのドア 
を閉めるか、エンジンスイッチを 
“ ON ” の位置にして<ださい。 


* 実際には、い<つかの条件が同時に成立する 
ことにより、表中の作動と異なることがあり 
ます。 
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E ] 装備品の使いかた 

室内装備品 


シガライター 


オプション/グレード別装備 
エンジンフイツチが “ ACC ” または 
“ ON ” の位置のとき使用できます。 
▼使用方法 

押し込んで手を離し、自動的に戻るまで 
待ちます。 



A 注意 _ 

• 手で押し込んだままにしないでくださ 
い。過熱して非常に危険です。 

• シガライターの金属部分を触らない 
でください。やけどをするおそれがあ 
ります。 

• 30秒以上たっても白動的に戻らないと 
きは、故障が考えられます。手で引き 
出したあと、ダイハツサービスエ場 
で点検を受けてください。 

•故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。シガライター 
を使用したとき、赤熱したシガライ 
ターが飛び出したり、押し込んだまま 
戻らなくなることがあります。 

•他車のシガライターを差し込まない 
でください。 

• ダイハツ純正部品以外の電気製品の電 
源として使用しないでください。 


灰皿 


▼使用するときは 

手前に引き出し使用します。 

▼清掃するときは 

遮熱板を押し下げながら引き抜きます。 



A 注意 _ 

•タバコ、マッチなどは確実に火を消し 
てから入れてください。また、紙くず 
などの燃えやすい物を入れないでくだ 
さい。出火するおそれがあります。 
•灰皿を使ったあとは、必ず閉めてくだ 
さい。 

•吸いがらは、ためすぎないように注意 
してください。 
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装備品の使いかた ra 

室内装備品 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときに使用しま 
す。側面に移動させて使用することもで 
ぎます。 

▼使用するときは 

図中の矢印の方向に動かします。 



fe アドバイス _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 

•サンバイザーを側面にするときは、 
バイザ ーの 上側がオーバーヘッドシ 
エルフ（オプション）をこすらないよ 
う下に引きながら動かしてください。 

オーバーヘッドシェルフ 



ナ乞ットホノレダー 

チケツト類を収納することができます。 



アドバイス _ 

•チケットホルダーにチケット類以外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す0 
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E ] 装備品の使いかた 

室内装備品 


グローブボックス 


物入れとして利用できます。 

▼ 開閉方法 

• レバーを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



A 注意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閉 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたフタに体が 
当たるなど思わぬけがをするおそれが 
あります。 


オーバーへツ 


オプション/グレード別装備 


小物入れとして利用できます。 

中央のスペースにはテイツシユを収納す 


ることができます。 
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装備品の使いかた 

室内装備品 



ZM 主意 _ 

* 才ーバーヘッドシェルフにぶら下が 
ったり、体重をかけたりしないでくだ 
さい。収納物が落ちてけがをするおそ 
れがあります。 

•オーバーヘッドシェルフに収納する 
ことができる重さは、各ポケット部最 
大 0.5 kg です。 

•加速したときなどの走行時に、収納物 
がすベリ落ちてけがをしないよう、下 
記のことを守ってください。 

•オーバーヘッドシェルフ内に固い物 
や鋭利な物を収納しないでください。 

•オーバーヘッドシェルフ内に本や雑 
誌などを重ねて収納しないでくださ 
い。 

• 缶ジュースなどの転がりやすい物を収 
納しないでください。 

• 中央のスペースはテイッシュ取り出し 
用の穴がありますので、この穴より小 
さい物は収納しないでください。 

• 炎天下での駐車は高温になリますの 
で、プラスチック素材のメガネなどを 
放置したままにしないでください。レ 
ンズや フレームが 変形 • ひび割れを起 
こすことがあります。 

また、ライターやスプレーなどを収納 
しないでください。火災や爆発につな 
がるおそれがあリ危険です。 


ップホルダー 


缶ジュースやカップなどを置<のに便利 



•飲み物には、フタをするなどしてこぼ 
さないように注意してください。振動 
で中身がこぼれるおそれがあります。 
特に温かい飲み物には、やけどを防ぐ 
ために必ずフタをしてください。 

• 飲み物がこぼれたときはただちにふき 
取ってください。カップホルダーの 
開閉機構が損傷するおそれがありま 
す。また、スイッチ類や電気部品にか 
かると、故障や車両火災の原因となる 
おそれがあります。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
缶以外の物を置かないでください。急 
ブレーキをかけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が飛び出し、け 
がをするおそれがあります。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

•爪楊枝.ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わぬけが 
をするおそれがあリます。 
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E ] 装備品の使いかた 

室内装備品 


運転席用 


そのまま使用します。 



ッビング 



軽量の荷物や、袋をかけてお<のに便利 


です。 




助手席用 

矢印の方向に引き出して使用します。 



アドバイス _ 

• 特に重たい物や、大きな物をシヨッピ 
ングフックに掛けないでください。 
フックが折れたり、走行中に外れたり 
するおそれがあります。（最大荷重 
1 kg ) 
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装備品の使いかた 

室内装備品 



アシス 


走行中、車体がゆれたときなどにご使用 
<ださい。 



乗降グリップ 


車両に乗り降りするときなどにご使用< 
ださい。 



きアドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが折れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 


アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物を乗降グリ 
ップにかけないでください。乗降グリ 
ップが折れたり、走行中に外れたりす 
るおそれがあります。 



189 













MEMO 
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いざというときに 

車載工具の使いかたや、車を運転する5えて 
いさというときの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類 

格納場所-192 

ジやツキの使し、かた-195 


■ いざといろときの処置 


スタック（立ち往生）したとき——197 

故障したとき-198 

けん引されるとき-199 

パンクしたとき-201 

スペアタイヤ-201 

タイヤの交換-203 

バッテリーあがりの処置-208 

才ーバーヒートの処置-210 

ヒューズの交換-211 

電球（バルブ）交換-214 

キーを閉じ込めたとき-220 

車両を緊急停止するには-221 

事故が起きたとき-222 






















a いざとい 5 とき t ; 

1 ^ 

工具類 


格納場所 


A 注意 _ 

•スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所 
定の位置にしっかり固定してくださ 
い。室内などに放置すると 、急プレー 
キ時などに工具が体に当たるなど、大 
変危険です。 


スペアタイヤの位置 

バックドア下部に収納しています。 



工具、けん引フックの位置 


P ン仕様車 

リヤシート下部（運転席側）に収納して 
います。 



▼ けん引フック 

リやシート下部（助手席側）に収納して 
います。 


けん引フック 




















いざとい 5 ときに 

工具類 



2シーター仕様車 


フロア下部（運転席後方）に収納してい 
ます。 



▼工具袋 

グローブボックス内に収納しています。 




工具袋 



ホイールナツトレンチ 


けん引フック 


をアドバイス _ 

工具を収納する場合 

•工具を収納する場合は、上図の通りの 
方向で工具袋に収納し、付属のゴム 
バンドで工具袋の中央部を締め付けて 
ください。 

•工具袋の中央部を軽く振り、工具がぶ 
つかる音がしないことを確認してくだ 
さい。 
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いさというときに 

工具類 


クルーズ仕様車 

リやシート下部に収納しています。 
サイドカバーを外してから、工具または 
けん引フックを取り出してください。 

▼サイドカバーの外しかた 

サイドカバーのつまみ部をつまみながら 

矢印の方向へ動かします。 



▼ けん引フック 



▼ 工具 

ジャッキ ホイールナツトレンチ 



リヤシート（運転席側) 
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いざとい 5 ときに 

工具類 



ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下には絶対 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると大変危険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車 ブレーキをかけ、 シフ トレバー 
を オートマチック車は ( B レンジに、マ 
ニュアル車は1速に入れて、輪止めを 
してください。車が動き出すおそれが 
あり危険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチェーンの脱着以 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

•ジャッキは、セット位置以外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

• ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cm 以上離れ 
ないようにしてください。 

•ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 


A 警告 _ 

•タイヤのローテーション時などに、車 
載のジャッキを用いて、両車輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
い。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


A 注意 _ 

•車に備え付けのジャッキは、お客様の 
お車専用です。ほかの車に使用した 
り、ほかの車のジャッキをお客様のお 
車に使用しないでください。車を損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 


ジャッキをセットする位置 

ジゃッキは必ずジゃッキセット位置にセ 
ットして <ださい。 

▼セットする位置 

取り替えるタイヤに近いジャッキセット 
位置にセツトします。 
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いさとい 5 ときに 

工具類 


〇フロント 



〇リヤ 



ジャッキのかけかた 

▼ 操作手順 

1 . ジやツキを芋で回して、セツト位置 
まで上げます。 



2 . ジャッキが確実にセット位置にかか 
つていることを確認し、ジャッキハ 
ンドルを使って、タイやか地面から 
少し離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



A 注意 _ 

• リヤをジャッキアップするときは、 
下記のことをお守りください。ジャッ 
キが外れて車を損傷したり、思わぬ事 
故につながるおそれがあります。 

• ジャッキを車軸に対して直角にセット 
する 

• ジャッキ頭部の中心を車軸の中心に確 
実に合わせる 

車軸 


ジャッキ 

頭部 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


いざというときの処置 


スタック（立ち往生) 
したとき 


スタックから脱出するには 

ぬかるみや砂地、深雪路などでタイやが 
空転したり、埋まり込んで動けな<なつ 
たときは、下記の手順にしたがって脱出 
操作をして <ださい。 

▼脱出操作をする前に 

△警告 


▼ 脱出手順 

/. 駐車ブレーキをかけ、シフトレバー 
をマニュアル車はニュートラル、才 
—トマチック車は0レンジに入れ、 
エンジンを停止します。 

2 . タイや前後の土や雪などを取り除き 
ます。 

3 . ヌリップしているタイやの下に、石 
や木などをあてがい滑り止めにしま 

A 注章 守。 

4 . エンジンを始動します。 

5 . シフトしバーをマニュアル車は1速、 
または® (後退）、オートマチック 
車は■、または O レンジに確実に入 
れ、注意しながら、アクセルペダル 
を軽<踏みます。 


• タイヤを高速で回転させないでくださ 
い。タイヤがバースト（破裂）した 
り、異常過熱するため思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•アクセルペダルを過度に踏んで空ぶ 
かししたり、タイヤを空転させないで 
ください。トランスミッションなどを 
損傷し、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 


•必ず周囲に他の車、物、または人がい 
ないことを十分に確認してください。 
スタックから脱出する際に、車が前後 
に飛び出したり、あてがった石や木が 
飛散したリするおそれがあリ危険で 
す。 

•シフトレバーを操作するときは、ア 
クセルペダルを踏んだまま操作しな 
いでください。車が急発進したり、卜 
ランスミツシヨンなどに重大な損傷を 
あたえるなどして思わぬ事故につなが 
るおそれがあり危険です。 


A 注意 _ 

•数回試して脱出できないときは、脱出 
操作を中止し、けん引による救援を依 
頼してください。 

(けん引されるとき—199ベージ） 


fe アドバイス _ 

4WD 車 

•状況によって、 4WD に切り替えると、 
脱出が容易になる場合があリます。 

(パートタイム4 WD システム 
—129ぺージ） 
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いざというとき t 


いさというときの処置 



安全な場所まで移動して <ださい。 

付近に人がいる場合は押してもらって< 
ださい。 

A 注意 _ 

•車を押す場合、シフトレバーはニュ 
-トラルに入れてください。 

•エンジンスイッチを “ START ” の位 
置で保持しても、緊急避難時に車を動 
かすことができません。 


きアドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動かな<なったり、脱輪などで 
すぐ動かせない場合は、ただちに踏切の 
非常ボタンを押して < ださい。 


発炎筒 

発炎筒は高速道路や踏切内での故障など、 
非常事態が発生したときに使用する非常 
信号用具です。 


▼ 設置場所 

グローブボックス左下に設置されていま 
す。 



A 注意 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

•お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねく危険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。トンネル内では非常点滅灯や懐中 
電灯で合図してください。 


アドバイス _ 

• 使用方法は、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、非常点滅灯も点 
滅させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


けん引されるとき 


故障車の移動は、ダイハツサービヌエ場、 
または専門業者に依頼し、車両積載車で 
4輪とも持ち上げて運搬して<ださい。 

(別冊の「メンテナンスノー ト」巻末の 
ダイハツ サービス網、 JAF □—ドサー 
ビスを参考にしてください。） 

■告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• 4 WD 車の場合、前輪、または後輪だ 
けを持ち上げたけん引は絶対にしない 
でください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、車 
がレツカー車（台車）から飛び出すお 
それがあります。 


やおを得ず、□—プによるけん引をする 
ときは、下記の注意にしたがって<ださ 
い。 

▼けん引を行ろ前に 

A 注意 _ 

• 他車をけん引する能力はありません。 
車体のいずれかにロープをかけるなど 
のけん引はしないでください。 

• ロープによるけん引を行う前に、駆動 
系に故障がないことを、ダイハツサ 
—ビスエ場にご確認ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
口ープによるけん引はしないでくださ 
い。 


A 注意 _ 

• オートマチック車 • 4 WD 車の場合、 
ロープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / h 以下、けん引距離は 50 km 以 
内にしてください。この速度■距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 

•けん引される車は、下記の事項を守つ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、車体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために “ ACC ” の位置 
にし、シフトレバーはニュートラル 
にしてください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
V ハンドル操作が重くなリますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。 

また、ブレーキの効きが悪くなります 
ので、通常より強めにブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 
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いざというとき t 

IS 


いさというときの処置 


けん引の方法 

前の車の制動灯に注意して、常にけん引 
□—プをたるませないように気を付けて 
<ださい。 

また、けん引□—プには必ず白い布 
(30 cm 四方以上）を付けて<ださい。 



ロープを かける位置 

□-プは必ず車体先端のフックにかけて 
<ださい。 

▼ けん引フックの取り付けかた 
/. 傷付き防止のため、先端に布などを 
巻いた、カバーとバンパーのすき間 
に入る程度の薄刃の㊀ドライバーな 
どを用意します。 

2 . 用意した㊀ドライバーなどをカバー 
の溝の部分に差し込み、カバーを外 
します。 



3 . けん引フックを矢印の方向に回しな 
がら差し込み、ホイールナツトレ 
ンチでしっかりと固定します。 



アドバイス _ 

•フロントサスペンションメンバーに 
口 ープを取り付けないでください。 



•けん引が終わったら、けん引フックを 
取り外し、カバーを確実に取り付けて 
ください。 
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いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 g 


パンクしたとき 


高速走行中にパンクやバースト（破裂） 
したときは、/\ンドルをしっかり持って、 
徐々にプレーキをかけてフピードを落と 
して<ださい。急プレーキをかけると八 
ンドルを強 < 取られ危険です。 


スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤ 

オプション/グレード別装備 
応急用スペアタイやは、タイやがバンク 
したときの応急用としてのみ使うタイヤ 
です。応急用スペアタイヤは標準タイや 
に比べて、空気圧が高<、直径がやや小 
さ<できています。お使いになるときは 
注意事項をお守り<ださい。 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は 80 km / h 以下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

• この応急用スペアタイヤは型式、車 
種によって違います。ほかのタイヤや 
ホイールと組み合せたり、ほかの型 
式、車種の車に使わないでください。 
走行に悪影響が出て、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•後輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に使用しないでく 
ださい。後輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを前輪に装着 
し、外した前輪タイヤを後輪に付けて 
走行してください。 
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いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。タイヤ 
チェーンが車体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、凍結路で後輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを前輪に装 
着し、外した前輪タイヤを後輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などを乗り越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
転しないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時は車高が低下します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 

■応急用スペアタイヤの点検は、最低 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足している状態で走行する 
と思わぬ事故につながるおそれがあリ 
ます。（空気圧はフロントドア開口 
部に記載しています。） 


スペアタイヤの脱着 

/. バックドアを開けて、ホイールナ 
ツトレンチで、スペアタイヤキヤ 
リアがかたつ<まで固定ボルトをゆ 
るめます。 



2 . スペアタイヤキゃリアを少し持ち 
上げて、フックから外します。 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


5取り付けるときは、逆の手順で行い 
ます。スペアタイヤを元に戻すとき 
は、ホイール意匠面を上部に、スぺ 
アタイヤキヤリアのセンター部に 
引っかけてから、フックに掛けて< 
ださい。 

フックに掛からないときは、スペア 
タイヤの後端部分を矢印の方向に少 
し持ち上げた状態で、フックに掛け 
て < ださい。 



A 注意 _ 

•スペアタイヤを収納するときは、取 
り付け状態を十分確認してください。 
取り付けが不安定な状態になっている 
と、走行中の脱落により思わぬ事故の 
原因になります。 


b アドバイス _ 

* パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるときは、ホイール 
表面（意匠面）を上向きに取り付けて 
ください。 

* パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるとき、空気が十分 
残っていると、取り付けできない場合 
があります。そのときは空気を完全に 
抜いてから取り付けてください。 


タイヤの交換 


▼交換作業を行ろにあたって 

A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキが外 
れると大変危険です。 

•駐車ブレーキは、必ずしっかりとかけ 
てください。駐車ブレーキをかけずに 
後輪タイヤを取り外すと、まれにブレ 
ーキドラムがタイヤと一緒に外れる 
ことがあります。タイヤを外したあと 
は、ブレーキドラムが外れていない 
ことを確認してください。 

ブレーキドラムが外れたままタイヤ 
を交換すると、ブレーキが効かず大変 
危険です。 


ブレーキドラム 


A 注意 _ 

• この車専用以外のホイールを使用しな 
いでください。専用以外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、安全な走行ができな 
くなります。 
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いざというとき t 

IS 


いさというときの処置 


_交換の準備_ 

A 注意 _ 

• 車を交通のさまたげにならず安全に作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を行ってください。 

• パンクなどにより路上で作業を行うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
によせ、非常点滅灯を点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人は車から降り、重い荷物は車から降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着車 

傷付き防止のため、先端に布などを巻い 
たホイールナツトレンチを穴の開いて 
いない部分（リブ部）に差し込み、タイ 
ヤを支点にしてフルホイールキヤツプ 
を外します。 



A 注意 _ 

• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

•ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボデーなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ホイールナットレンチは必ず穴の開 
いていない部分（リブ部）に差し込ん 
でください。ホイールキャップが割 
れるおそれがあります。 


交換手順 

/. 駐車ブレーキをしっかりとかけ、エ 
ンジンは停止し、シフトレバーをマ 
ニユアル車は1速、オートマチック 
車は [S レンジの位置にします。 

2 . 交換するタイヤと対角線上にある夕 
イヤの前後に輪止めを置きます。 



アドバイス _ 

• 輪止めは車載されていませんので、必 
要に応じて準備してください。なお、 
輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
_の石などで代用できます。_ 

3 . 工具、ジゃッキ、スペアタイヤを取 
り出します。 

(格納場所—192ページ) 
(ジゃッキの使いかた—195ページ) 
(スペアタイや— 201ページ) 

4 . ジャッキが外れた場合の危険防止の 
ため、スペアタイヤは交換するタイ 
ヤの近<の車体の下に置きます。 
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いざとい 5 ときに 

いざというときの処置_ 


5 . ホイール ナツ トレンチでホイール 
ナットを左に回し、手で回る<5い 
までゆるめます。 



6 . タイヤと路面が少し離れるまでゆつ 
<りとジャッキアップし、車体を上 
げます。 

(ジやツキの使いかた—195ページ) 



7 . 4個のホイールナツトを外し、タイ 
ヤを5^します。 

• タイやを地面に置<ときは、傷が付か 
ないように、ホイール意匠面を上向き 
に置いて < ださい。 


8 . 交換するタイヤのホイールの接触面 
の汚れをふき取ります。 



A 注意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで汚れていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 
るおそれがあり危険です。 
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いざというとき t 


いさというときの処置 


9 . 交換するタイヤを取り付けます。 

W . ナットのテーパー部がホイールのシ 
—卜部に軽<あだるまで、ナットを 
右に回して仮締めします。 



A 警告 _ 

• 必ずナツトのテーパー部を内側にして 
取り付けてください。テーパー部を外 
側にして取り付けると、ホイールが破 
損し外れてしまい、思わぬ事故につな 
がるおそれがあり危険です。 



11 . タイヤが地面につくまで車体をおろ 
し、ホイールナットを均等に対角線 
の順にホイールナツトレンチで2、 
3度にわたり十分締め付けます。 



A 注意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要以上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 
•締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45 〜 60 kgf } 

_ •締付トルク丄 J 03 N_m {1050 kgf - cm } _ 
12 . 工具、ジャッキ、タイヤを所定の位 
置に確実に収納します。 


A 注意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
ぬらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要以上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 
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_ いざというときに _ 

いざというときの処置 ^ 1 


13 . 走行後ホイールナットのゆるみがな 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナツトにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ以外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

•タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

•走行中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をダ 
イハツサービスエ場で受けてくださ 
い。 


標準タイヤに戻すとき 

タイや交換の手順と同じです。 

A 注意 _ 

■傷、変形がある物は再使用しないでく 
ださい。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 


フルホイールキャップ装着車 

フルホイールキヤップを取り付けます。 
• タイヤのバルブとフルホイールキヤ 
ップ裏側のマークを合わせ、フルホ 
イールキャップの外周部を押して取 
り付■けます。 
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いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


リーあが y の処置 


下記のよ〇な症状が見られるとバッテリ 

一あがりが考えられます。 

• ヌターターが回らない。 

• ヌターターが 回っても回転が弱 <、な 
かなかエンジンがかか5ない。 

• ヘッドランプがいつもより暗い。 

• ホーンの音が小さい、または鳴らない。 

■告 _ 

• バッテリーを固定する金具やバッテリ 
—端子のナットを外したあとは、確実 
に締め付けてください。走行中にゆる 
んで外れると、ショートの原因とな 
り、火災につながるおそれがあり危険 
です。 


アドバイス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままライトをつけた 
り、オーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも渋滞などで長時間 
止まっている場合は、不要な電装品の 
電源を切る。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の補充をしてくださ 
い。 


▼ 処置を行ろ前に 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがあり危険で 
す。 

• バッテリー液が万一皮膚や目に付いて 
しまったら、その箇所を多量の水で十 
分洗浄して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液には希硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

•処置の手順でブースターケーブルを 
バッテリーあがり車のバッテリーの㊀ 
端子に接続しないでください。火花が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火する危険があります。 

•バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL) 以下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂（爆発）の原因となるおそれが 
あります。 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


▼ 処置の手順 

/. バッテリーの®端子のカバーを外し、 
プー スター ケープルを図の番号順で 
接続します。 

① バッテリーあがり車の®端子 

② 他車の®端子 

③ 他車の㊀端子 

④ 下記の個所（アースにつなぐ） 


ターボ車 以外 



をーボ車I 



2 . 電源側の車（他車）を始動し、少し 
エンジン回転を高めに保ちます。 

3 . バッテリーあがり車のエンジンを始 
動します。 

4 . プースターケープルを接続順序の逆 
で外します。 

A 注意 _ 

• 押しがけによる始動はできません。 

• 必ず 12 V バッテリー車と接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、©端子をボデ 
一金属部や©端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが冷却ファンやベルトに巻き 
込まれないように、接続には十分注意 
してください。 
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いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


オーバーヒー トの処置 


下記の状態が才ーバーヒートです。 

• 水温警告灯が点滅したとき 

•エンジンルームまたはボンネツトか 
ら蒸気が立ちのぼり、エンジンの出力 
が低下したとき 

車を安全な場所に止め、下記の処置をし 

て < ださい。 

▼ 処置を行ろ前に 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、ラジェーターキ 
ャップを外さないでください。冷却水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯が吹き出 
し、大変危険です。 

• 冷却ファンに絶対に触れないでくださ 
い。突然、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ 処置の手順 

/. エンジンルームまたはボンネットか 
5蒸気が出ていたら、エンジンを止 
めて、蒸気が出な<なるまでエンジ 
ンルームまたはボンネットを開けな 
いで<ださい。蒸気が出な<なった 
5エンジンを始動しエンジンルーム 
またはボンネットを開け、風通しを 
良 < します。 

2 . エンジンルームまたはボンネットか 
5蒸気が出ていなければ、エンジン 
をかけたままエンジンルームまたは 
ボンネットを開け、風通しを良 < し 
ます。 


3 . 1または2の処置を行ったあと、ェ 
ンジンルームおよびボンネットをチ 
ェックします。エンジンルームおよ 
びボンネット内か下記のよ〇な状態 
であれば、ただちにェンジンを止め 
てダイハッサービスエ場にご連絡< 
ださい。 

•) 令却フアンが回転していないとき 
• ホーフ類などから蒸気や熱湯が漏 
れているとき 

•ラジェーターリザーバータンク 
の水かないとき 

•フアンベルトが切れているとき 

4 . 水温警告灯が消灯したらェンジンを 
止めます。 

5 . ェンジンが十分に)令えてか 5) 令却水 
の量、フアンベルトのゆるみ、ラジ 
ェーターのコア（放熱部）の著しい 
汚れやゴ5の付着の有無などを点検 
します。 

6 . 冷却水が不足しているときは、補給 
します。冷却水の補給は、別冊の 

「メンテナンスノート」を参照して 
<ださい。 

アドバイス _ 

•オーバーヒートを防止するため、日 
頃から冷却水の量と冷却水の漏れがな 
いかを点検するように心がけてくださ 
い。（冷却装置、冷却水の点検は別冊 
の「メンテナンスノート」参照） 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


ーズの交換 


ランプが点灯しない場合や、電気系統の 
装置がはたらかない場合は、ヒユ_ブ切 
れが考えられます。点検、交換を行って 
<ださい。ヒユーブについてはダイハツ 
サービスエ場にご相談 < ださい。 


ヒューズの位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

運転席右下のインストルメントパネルの 
裏に設置されています。 



〇エンジンルームヒュースボックス 
ターボ車 以外 



ボ車 I 



ヒューズボックス 


ヒューズボックヌのラベルに各ヒューブ 
のアンペア数と受け持つ装置の名称を表 
しています。 

ヒューブは、ラベル表示にしたがって交 
換して < ださい。 
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いざというとき t 


いさというときの処置 


▼ ラペル位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

ヒューズボックヌカバーの裏側に表示 
されています。 



1 11111 

\ 


1 15A 1 1 15A 1 1 15A | 

(D/L) DEFOG CIG 


1 20A 

I 7.5A | 

| 20A | 

(HTR-C) 

ECU IG1 

WIPER 

1 10A 

I 10A | 

| 10A | 

(H0RN/HAZ) 

TURN/BACK 

ACC 

1 30A 

I 10A | 

| 7.5A | 

(HTR-W) 

E/G 

ST 


1 7.5A | 

1 7.5A | 


ECU IG2 

(ST2-HV) 


〇エンジンルームヒューズボックス 
ヒユーブボックスのカバーに表示されて 
います。 


ヒューズの点検と交換 

/. エンジンスイッチを “ LOCK ” の位 
置にします。 

2 . カバーを 外します。 

▼インストルメントパネルヒューズボックス 
突起物を押さえなから矢印の方向に動か 
し、ヒューズボックスのカバーを外しま 
す。 




ヒューズブラー 


匪冈_園園園_國 

EFI 
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いざとい 5 ときに 

いざというときの処置_ 


▼エンジン ルー ムヒ ュープ ボックス 

カバー横のツメを押しなから、カバーを 
外します。 



5備え付けのヒューズブラーを使用し 
て、ヒューズを挟んで外します。 



% 


4 . 取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューズ 
と交換して<ださい。ヒューズが切 
れていないときはほかに原因が考え 
5れます。ダイハツ サービス エ場で 
点検を受けて < ださい。 



A 注意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、ダイハツサービスエ場で点検を 
受けてください。 

• 規定容量以外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあリ危険です。 
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いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


電球（バルブ）交換 


ヒューブが切れていないにも関わらず、ランプが点灯しないときは、電球切れが考えら 
れますので、電球を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電球の交換作業に不慣れな方や、部品などの破損が心配な場合は、ダイハツサービ 
ヌエ場にご相談 < ださい。 

• 電球の交換作業をするときに必要な工具は、力一用品店などでご購入することができ 
ます。 


グレードの違い、注文装備も記載しています。 



ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

ハイマウントストップランプ 

16 

T 16 

② 

番号灯 

5 

T 10 

③ 

後退灯 

16 

T 16 

④ 

後面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T 20 (アンバー） 

⑤ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T 20 

⑥ 

ルーム ランプ（フロント） 

8 

T 10 

⑦ 

ルーム ランプ（センター） 

8 

T 10 

⑧ 

荷室ランプ 

10 

T 10 
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いざとい 5 ときに 

いざというときの処置_ 


下記の電球の交換は、ダイハツサービスエ場にご相談<ださい。 

⑨前照灯/□—ビーム•ハイビーム 
⑭前面方向指示灯兼非常点滅灯 
⑪車幅灯 

⑫荷室 LED ランプ （ LED ) 

fe アドバイス _ 

• 前照灯、車幅灯、前面方向指示灯兼非常点滅灯は、へッドランプ本体を取り外す必 
要があるため、光軸調整が必要となり、お客さまご自身による電球の交換はできませ 
ん。ダイハツサービスエ場にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電球のみの交換をすることができません。ダイハツ 
サービスエ場にご相談ください。 
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いざというとき t 

IS 


いさというときの処置 


_交換の手順_ 

A 警告 _ 

•電球を交換するときは、ランプを消灯 
させ電球が冷えている状態で行つてく 
ださい。電球が熱い状態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電球および電球固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

•電球、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しないでくださ 
い。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 


A 注意 _ 

•同じワット数の電球以外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電球以外は使用しない 
でください。道路運送車両の保安基準 
に適合しない場合があります。 

• ㊀ ドライバーなどを使用するときは、 
布などを巻いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボデーに傷を付けないように注意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
い。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

•ハロゲン 電球は、ガラス球内部の圧力 
が高いため、落としたり、物をぶつけ 
たり、傷を付けたりすると破損して、 
ガラスが飛び散る場合があリますの 
で、十分注意して取り扱ってくださ 
い。 

また、電球のガラス部は、素手で触れ 
ずにきれいな手袋を着用してくださ 
い。油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電球切れ以外の理由が考えられます。 
ダイハツサービスエ場で点検を受け 
てください。 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動灯などのランプ 
は、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、ダイハツ サービスェ 
場にご相談ください。 


〇後退灯、後面方向指示灯兼 
非常点滅灯、制動灯/尾灯 
▼取り外し手順 

/. ネジ （1 本）を取り外します。 

2 . 矢印の方向にランプ本体を引いて、 

クリツプか5ランプ本体を外します。 



3 . 交換する電球のソケットを回して取 
り外します。 



―/-/-7 

後退灯後面方向指示灯制動灯/尾灯 


兼非常点滅灯 

4 . ソケットか5電球を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 























いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


〇番号灯 
▼取り外し手順 

/. ツメを矢印の方向に押して、ランプ 
本体を取り外します。 



2 . ㊀ ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 



〇ハイマウントストップランプ 
デッキバン仕様車を除く 
▼取り外し手順 

/. ネジ （2 本）を取り外して、ランプ 
本体を取り外します。 

ネジ ネジ 

IfmmmmmmmmX 


2 . ソケットを回して取り外します。 



3 . ソケットか5電球を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 


▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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いざとい 5 ときに 

いざというときの処置_ 


〇 ルーム ランプ（フロント） 
▼取り外し手順 

/. カバーを矢印の方向に引いて取り外 
します。 




〇荷室ランプ 
オプション/グレード別装備 


/. ネジ （2 本）を取り外し、レンズを 
外します。 



2 . カバーを矢印の方向に引いて取り外 
します。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 



▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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a いざとい 5 ときに 

いざというときの処置 


〇ルームランプ（センター） 
オプション/グレード別装備 

/. ㊀ ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 




キーを閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 JAF などを呼 
んで < ださい。 

別冊の「メンテナンスノー ト」巻末の 
JAF □—ドサービスのご案内を参照して 
<ださい。 

▼キーをな<した場合 

キーナンパーを最寄りのダイハツサー 
ビヌエ場にご連絡 < ださい。 

fe アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣を心がけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 


▼ 取り付け手順 

逆の手順で行います。 
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いざとい 5 ときに f ^) 

いざというときの処置 


車両を緊急停止するには 


万一、車が止まらな<なったときの非常 
時のみ、下記の手順で車両を停止させて 
<ださい。 

〇緊急停止方法 

/. ブレーキベダルを両足でしっかりと 
踏み続けます。 

■告 _ 

•ブレーキペダルを繰り返し踏まない 
でください。通常より強い力が必要と 
_なリ、制動距離も長くなります。_ 

2 . シフトレバーをニュートラルに 入れ 
ます。 

▼シフトしパーがニュートラルに入った場合 

3 . 減速後、車を安全な道路脇に停めて、 
エンジンを停止します。 


▼シフトレパーがニュートラルに入 5 ない 
場合 

4 . ブレーキペダルを両足で踏み続け、 
可能な限り減速させます。 

5 . エンジンフイツチを “ ACC ” の位置 
にして、エンジンを停止します。 



6 . 車を安全な道路脇に停めます。 

A 警告 _ 

走行中にやむを得ずエンジンを停止する 

ときは 

• ブレーキの効きが悪くなリハンドル操 
作が重くなるため、車のコントロール 
がしにくくなリ危険です。エンジンを 
停止する前に、可能な限り減速するよ 
うにしてください。 

• キーを抜くとハンドルがロックされる 
ため、キーは絶対に抜かないでくださ 
い。 


221 △ 












いざとい 5 とき t 

IS 


いさというときの処置 


事故が起きたとき 


交通事故が起きたときはあわてずに下記 

の処置を取りましよ〇。 

▼ 処置の方法 

/. ただちに車を止めます。車を道のは 
しに停車し、昼夜問わず非常用表示 
板を立てるなどの必要な処置を取り 
ます。 

2 . 負傷者を救護します。人命救助が第 
一です。負傷者があれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぶなどして救護します。 

3 . 警察へ事故の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して警察官の指示にしたがいます。 
この届出は法令で義務付けられてい 
ます。 

4 . 相芋方の確認とメモをします。氏名、 
住所、電話番号などをメモしておき 
ます。 

5 . 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 
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MEMO 


MEMO 
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a 

車のお手 A れ 

車の整備 、お手入れの方法について 
説明しています。 


■ 車のお手入れ 

エンジンルーム -226 

消耗品の補給、交換-228 

タイヤの点検-231 

室内のお芋入れ-233 

エアコンの お手入れ-233 

ボデ ー、 塗装面のお手入れ-234 

フイパーの交換-236 

















9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


車のお手入れ 

車を安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 


[ンジン ルーム 


グレードの違い、注文装備も記載しています。 


エンジン ルーム 

エンジンルームは、フロントシート下にあります。 

(エンジンル _ ムの開閉— 93ページ) 

ターボ車 以外 
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車のお手入れ 

車のお#入れ 





ボンネット 



インストルメントパネル右側 

インストルメントパネル右側のカバーを外すと、ブレーキフルードリザーパータン 
クがあります。 

点検方法については、別冊の「メンテナンスノート」を参照して<ださい。 

▼カパーの外しかた 

力/ \'一の下側を矢印の方向に引きます。 




A 注意 _ 

• ブレーキオイルがこぼれたときは、すぐに水で濡れたタオルなどでふき取ってくだ 
さい。ブレーキオイルがこぼれた箇所が変色、変形するおそれがあります。 
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9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


消耗品の補給、交換 


消耗品の補給、交換などは、別冊の「メ 

ンテナンフノート」に記載していますの 

で、参照して<ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や布などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があリ危険です。 

•オイルを点検■交換するときは、オイ 
ルがオルタネーターなどに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちに拭 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
ください。なお、高速走行を行ラ前には、 
必ず点検してください。 


適量範囲 

オイルレベルゲージ 

アドバイス _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、冷却などをするはたらきがあリま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走行とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行条件など 
により異なります。 

•外気温が低いときに、オイルフイラ 
キャップの裏側や、オイル注入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、エンジン内部の水蒸気が冷却 
されて水滴になり、エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
外気温の上昇、エンジンの暖機等で水 
分が蒸発すると解消します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 
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車のお手入れ 

車のお#入れ 





冷却水 

▼ 冷却水の点検について 

ラジェーターリザーバータンクのキヤ 

ップに付いているレベルゲージで行って 

<ださい。 

詳しくは別冊の「メンテナンヌノート」 

を参照して < ださい。 

■告 _ 

•水温が高いときは、ラジェーターキ 
ャップを外さないでください。冷却水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯がふき出 
し、大変危険です。 

• 冷却ファンに絶対に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


A 注意 _ 

• ラジェーターリザーバータンクに冷 
却水がないときは、ラジェーターリ 
ザーバータンクおよびラジェーター 
に冷却水を補給したあと、 ェア抜きが 
必要になりますので、ダイハツサー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


b アドバイス _ 

•点検後は、ラジェーターリザーバー 
タン クのキヤ ツ プのパイプが車両後方 
に向くように、キャップを確実に取り 
付けてください。 


パイプ 



▼冷却水の交換について 

A 注意 _ 

•冷却水の交換要領は、ボンネット奥に 
貼リ付けてあるエンジン冷却水交換要 
領ラベルに記載しています。 

•冷却水の交換は、ダイハツサービス 
工場に依頼してください。 


エンジン冷却水 
交換要領ラベル 



ウインドウォッシャー液の補給 

ウォッシャー液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシャー液が不足してい 
るときは、ダイハツ純正ウインドウォッ 
シゃ一液を補給します。 

fe アドバイス _ 

•ウインドウォッシャー液はダイハツ 
純正をおすすめします。ウォッシャー 
液の濃度の使い分けと注意事項はウォ 
ッシャー液の容器に記載されていま 
す。 

• ウインドウォッシャータンクはフロ 
ント、リャ（オプション）兼用です。 


A 
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9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


▼ 点検のしかた 


▼ 捕給のしかた 


ウォッシやータンクのキヤップを外し、 
セツトしてあるレベルゲージを引き抜き 
ます。 


ウォッシャータンクのキャップを外し、 
ウォッシャー液容器に表示してある凍結 
温度を参考に希釈して補給します。 


" NORMAL " - “ LOW ” の点検穴すベて 
に膜が張っているかを確認します。 



アドバイス 




A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがあり危険です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまリになるおそれがあります。 


b アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 
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車のお手入れ 

車のお#入れ 





タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイヤの空氦圧の点検は、最低でも月に 
1回行って < ださい。 

タイヤが冷えているときに、タイやゲー 
ジで空気圧が規定値にあるかを点検して 
<ださい。また、スペアタイやの空気圧 
も点検して < ださい。 

空気圧が適正でない場合は、必ず指定空 
氦圧に調整して < ださい。 

(タイやの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています） 

■告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走行時にスタ 
ンデイングウエーブ現象*によリタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあリ危険で 
す。 


アドバイス _ 

•タイヤが冷えているときとは、一般道 
路で走行距離が 1 km 以下の場合、また 
は3時間以上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
~30 kPa (0.2 ~ 0.3 { kgf / cm 2 }) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
って空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


タイヤの亀裂、損傷 

タイやの側面や接地部全周に亀裂や損傷 

がないかを点検して<ださい。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった 

り、かみ込んでいないかを点検して < だ 

さい0 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、ダイハツサービスエ場で点検を 
受け、正常なタイヤに交換してくださ 
い。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費_車両の安定性 • 制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


* 高速で走行しているときに、タイヤが波うつ 
現象0 
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9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイやの溝の深さに不足がないかをヌリ 
ップサイン（摩耗限度表示）により点検 
して <ださい。 

また、タイやの接地面全周に極端にすり 
減っている箇所がないかを点検して < だ 
さい。 


ス IJ ップサイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニング 
現象 * により、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わぬ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


* 水のたまった道路を高速で走行すると、タイ 
やと路面の間に水が入り込み、タイやが路面 
から浮いてしまい、ハンドルやブレーキが効 
かな < なる現象。 
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タイヤの ロー 7"— ンヨン 

タイやは同じ位置で長く走ると、それぞ 
れ異なった減りかたをします。これを防 
ぐために、タイやの位置を□— テーシヨ 
ンしてください。 

口ーテーシヨンは5,000 km 走行ごとに行 
ってください。 

▼ □—テーシヨンのしかた 

図の順に□—テーシヨンしてください。 



スペア タイヤが標準タイヤの場合 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤはローテーシヨ 
ン用タイヤとして使用しないでくださ 
い。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 



















車のお手入れ 

車のお手入れ 


S 


室内のお手入れ 


ビニール、レザー、プラスチック、布材 
の汚れ落としには、中性洗剤の水溶液を 
柔らかい布に軽<含ませてお使い<ださ 
い。洗浄後、残った洗剤分は真水を含ま 
せた柔らかい布でよ<落として<ださい。 
室内側のウインドガラスも、こまめにふ 
いておきましよう。汚れたままにしてお 
<と、取れに<<なる場合があります。 

A 注意 _ 

• シートの下など見えにくい場所や狭い 
場所に手を入れるときは、けがをしな 
いように十分注意してください。 
•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用し 
てください。中性洗剤以外を使用する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

• 各スイッチの周辺にシリコン系のスプ 
レーを使用しないでください。シリコ 
ンが内部の電気部品に付着し、故障の 
原因となります。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 


エアコンのお手入れ 


エアコンガス 

エアコンガフは新冷媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。地球環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

fe アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はダイハツサービスエ 
場にご相談ください。 



S アドバイス _ 

リヤウインドデフ ォッ ガー装着車 
* リヤウインドガラス内面を清掃する 
ときは、電熱線を傷付けないでくださ 
い。 
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9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


ボデー、塗装面のお手入れ 


塗装面など車体の外観を美し<保つため 
に、洗車、ワックスがけを月1回程度の 
割合で定期的に行って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボデーカ 
パーを付けるように心がけましよう。 
車体にほこりや異物などを付けたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めたり、化学変化による 
塗装面の変色やはん点の発生などの原因 
になります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 海岸地帯、凍結防止剤を散布した道路 
を走行したとき 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下の多 
い場所に駐車したとき 
• コールタール、花粉、鳥のふん、虫、 
樹液などか付いたとき 
• ほこり、泥などで著し<汚れたとき 

アドバイス _ 

• 海岸地帯や凍結防止剤を散布した道路 
を走行したあとは、特に車体の下回 
り、足回りを念入りに洗車してくださ 
い。 

• 塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見つけたら早めにダイハ 
ツ純正タッチアップペイントで補修 
してください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場所をおすすめします。 

• お使いになる洗剤やワックスの説明を 
よく読んで、正しくお手入れを行って 
ください。 


_ 

▼ 洗車の手順 

/. 十分に水をかけなが5スポンジまた 
はセーム皮のよラな柔らかい物で洗 
います。汚れのひどい箇所はカーシ 
ヤンプー液または中性洗剤で洗い、 
水で完全に洗い落とします。 

2 . 水が乾かないラちにふき取ります。 

A 注意 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
—ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗車後や水たまリ走行後は低速でブレ 
—キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲の安全に 
十分注意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗車すると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないように注意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス.ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

•研磨剤（コンパウンド）入りの洗剤を 
使用すると、車体の色によっては色落 
ちの原因になることがあります。 
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車のお手入れ 

車のお#入れ 





〇自動洗車機を使用するとき ワックスけ 

月に一回程度または水をはじかな<なっ 
たときに行って < ださい。 

▼ワックスをかける前に 

塗装面の汚れを水洗いし、水分を十分に 
ふき取ってから日陰または車体表面が体 
温以下になっているときに行って<ださ 
し、。ワックスはダイハツ純正力ーワツク 
フをおすすめします。 

アドバイス 


〇高圧洗車機を使用するとき 
A 注意 


樹脂部分のお手入れ 

樹脂塗装部品（バンパーなど）にガソリ 
ン、オイル、ラジェーター液、バツテリ 
—液などが付着すると、しみの発生やツ 
や落ち、塗膜がはがれる原因となります。 
十分に水洗いをしたあとただちに柔らか 
い布でふき取って < ださい。 

fe アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、ダイハツサービスェ場にご相談 
ください。不適当な塗料を使用すると 
塗膜をいためます。 


■ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、車内に水 
が入ることがあリます。 


• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったりムラになる 
ことがあります。 

•研磨剤（コンパウンド）入りのワック 
スを使用すると、車体の色によっては 
色落ちの原因になることがあります。 


A 注意 _ 

•エアコンコントロール パネルの内外 
気切り替えレバーで“内気循環”にし 
てください。車内に水が入り、故障の 
原因になります。 

•ミラー、アンテナは格納し、前側から 
洗車してください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光沢が失われたり劣化を早めることが 
あります。 
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9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


ワイパーの交換 


A 注意 _ 

• ワイ パー ブ レー ド、ラバーはダイハ 
ツ純正をおすすめします。ダイハツ純 
正以外を使用すると、適切に装着でき 
ない場合があります。 

•傷んだワイパーブレードラバーを使 
用し続けると、ウインドガラスを傷 
付けるおそれがあります。拭きむらが 
ある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• フロント ワイパー アーム を起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ム から起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
—ムから戻してください。 

• ワイパーブ レー ド、ラバーを取り外 
したときは、ワイパーアームを倒さ 
ないでください。ウインドガラスや 
ボンネットに傷が付くおそれがありま 
す。 

•起こしたワイパーアー厶を戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イパーアームが変形したり、ウイン 
ドガラスに傷が付くおそれがありま 
す。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドガラスに傷が付くおそ 
れがあります。 


フロントワイパー 

〇ワイパーブレード 

▼取り外しかた 

/. アームを 起こします。 

2 . ツメを押しなか5、ブレードを矢印 
の方向に引いて、ブレードの□ツク 
を外します。 



3 . ブレードの□ックが外れていること 
を確認し、アームからプレードを抜 
きます。 


/ 



▼ 取り付けかた 

• 逆の手順で行います。 

• アームとブレードが確実に固定されて 
いることを確認して < ださい。 
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車のお手入れ g 

車のお手入れ™ 


〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しかた 

/. ラバーのストッパーがブレードのツ 
メか5外れるまで引きます。 



5 . 取り付けたとき、ストッパーのある 
側が運転席側になるよラにして < だ 
さし、。 

A 注意 _ 

• ラバー のストッパーにブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ガラスに傷が付くおそれがあります。 


2 . そのままラバーをプレードから引き 
抜きます。 


▼ 取り付けかた 

/. ラバーからプレートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り替えます。 

3 . プレートの反りの向きに注意して、 
プレートをラバーに差し込みます。 



4 . ストツ / T — がない側か5ラバーをブ 
レードに挿入します。 















9 車のお手入れ 

車のお手入れ 


リヤワイパー 

オプション/グレード別装備 
〇ワイパーブレード 
▼取り外しかた 

/. アームを 起こします。 

2 . プレードを矢印の方向に回し、アー 
ムと垂直にします。 



5プレードを矢印の方向に引いて、ア 
ームからプレードを引き抜きます。 


〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しかた 

/. ラバーを手前に引いて、プレードの 
先端部のストッパーか5取り外しま 
す。 





▼ 取り付けかた 

逆の手順で行います。 
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車のお手入れ 

車のお#入れ 





▼ 取り付けかた 

/. ラバーからプレートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り替えます。 

3 . プレートの反りの向きに注意して、 
プレートをラバーに差し込みます。 



4 . プレードの先端部の2番目のツメか 
5ラバーを挿入します。 

5 . ブレードの後端部のツメにラバーを 
通し、さらにラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過させます。 

6 . 先端部のツメにラバーを通し、先端 
部のフトッパーまで挿入します。 

7 . 後端部のツメにラバーが確実に挿入 
されていることを確認して <ださし、。 


先端部のストッパー 



A 注意 _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドガラスに傷 
が付くおそれがあります。 
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積雪、寒冷時の取 y 扱い 

積雪時、寒冷時に必要となる 
運転知識について説明しています。 


■ 積雪、寒冷時の取り扱い 


冬に向かつてのお手入れ-242 

走行前点検と準備-243 

積雪、寒)令時の走行-244 

走行中の点検と注意-245 

走行後の取り扱い-246 











積雪、寒冷時の取 y 扱い 

積雪、寒冷時の取り扱い 


積雪、寒冷時の取 y 扱い 


冬に向かってのお手入れ 


点検方法などは、別冊の「メンテナンス 
ノート」に記載していますので、参照し 
て < ださい。 


ハッナリー 

気温が下がるとバッテリーの性能が低下 
しエンジン始動に支障をきたすことがあ 
りますので、液量、比重の確認をし、必 
要に応じて液の補給や補充電をして<だ 
さい。 


エンジンオイル 


寒冷地用ワイパープレード 

降雪期に使用する寒冷地用ワイパープレ 
—ドは、雪が付着するのを防ぐために金 
属部分をゴムでおおってあります。 

寒冷地用ワイパープレードは、ダイハツ 
サービスエ場で各車指定のプレードをご 
購入 <ださい。 

A 注意 _ 

■高速走行時は、通常のワイパーブレ 
—ドよリウインドガラスがふき取り 
にくくなることがあります。その場合 
は速度を落として走行してください。 


冬期はオイルの劣化が激し <なります。 
指定グレードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


冷却水 

冷却水の凍結を防ぐためにクーラント 
(不凍液）の濃度の確認をダイハツサ_ 
ビスエ場に依頼して < ださい。 


ウづノ r ウオツンヤー液 

ウオツシや一液の凍結を防ぐために、ウ 
オッシヤー液の濃度を上げて<ださい。 
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積雪，寒冷時の取 y 扱い 

積雪、寒冷時の取り扱い 



走行前点検と準備 


走行前点検の際に下記の点検も行って< 
ださい。 


足回 y などの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどに氷 
塊が付着していないか確認して<ださい。 
付着している氷塊は、部品を損傷しない 
よろに十分注意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きが円滑かど〇 
かも確認して < ださい。 


車体への積雪 

屋根に積もった雪は、走行する前に取り 
除いて<ださい。走行時、ガラヌ面に落 
下すると視界のさまたげとなり危険です。 

ZM 主意 _ 

• 氷結している部分を無理に取リ除くと 
塗装などをいためる場合があリますの 
で注意してください。 


ドアの凍結 

ドアが凍結した場合は無理に開けよろと 
するとドア周りのゴムがはがれたり、破 
損するおそれがあります。ぬるま湯をか 
けて氷をとかして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<ふき取って<ださい。不十 
分ですとまた凍結することがあります。 


ウインドガラスの凍結 

凍結しているときは、ぬるま湯をかけて 

氷をとかし、水分をよ<ふき取って<だ 

さい。 

A 注意 _ 

• 氷をとかすときはぬるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ガラスが割れるおそれがあリます。 

•フロントウインドガラスに付いた氷 
を取り除くために、氷をたたいて割ら 
ないでください。フロントウインド 
ガラスの内側（車内側）が割れるおそ 
れがあります。 


ワイパーなどの凍結 

ワイパー、ドアミラー、ドアガラスな 
どが凍ったり、雪が固まって動かないと 
きは、ぬるま湯をかけて氷や雪をとかし、 
水分をふき取って < ださい。 

A 注意 _ 

•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどを無理に作動させると、ワイパ 
ー ゴムを損傷したり、モーターなど 
が故障するおそれがあります。 


乗車時の注意 

靴にこびりついた雪は、乗車時によ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きに滑ったり、室内の湿気が多<なりガ 
ラスが曇ったりすることがあります。ま 
た、床面などが加湿状態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒冷時の取 y 扱い 

_積雪、寒冷時の取り扱い 


積雪、寒冷時の走行 


雪道、凍結路を走るときはタイヤチェー 
ン または ヌノー タイやを装着して<ださ 
い。 

ZM 主意 _ 

•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が凍結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着車、スノー タイヤ装着 
車、また 4 WD 車、 ABS 装着車であつ 
ても慎重な運転をしてください。 


タイヤチェーンの装看 

後輪駆動車ですので、チェーンは後ろ2 
輪に装着します。 4 WD 車ち後ろ2輪に装 
着します。 

チェーンはタイやサイブに合ったダイハ 
ツ純正品をご使用 <ださい。 

適合するタイやチェーンについては、ダ 
イハツサービフエ場にご相談<ださい。 


A 注意 _ 

•タイヤチェーンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、ダイハツ純正品または指 
定サイズの物を使用してください。サ 
イズの合わないチェーンを使用する 
と、ブレーキ配管や車体を破損し、危 
険です。 

• タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって行ってください。 

•タイヤチェーン装着時は 30 km / h 以上 
で走行しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなリ、チ 
ェーンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で行ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅灯を点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

♦作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチェーンは装着できませ 
ん。後輪がパンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを前輪に装着し、外し 
た前輪タイヤを後輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチェーンを装 
着してください。 


アドバイス _ 

•タイヤチェーンを装着するとホイー 
ルキャップに傷が付くおそれがあり 
ます。ホイールキャップ装着車はホ 
イールキャップを取り外した状態 
で、タイヤチェーンを装着してくだ 
さい0 
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積雪、寒冷時の取り扱い 



スノー タイヤの装着 
A 注意 _ 

•スノー タイヤ装着時も、必ず標準夕 
イヤと同じ指定サイズで、同一種類の 
タイヤを装着し、指定空気圧で走行し 
てください。また、スノータイヤを 
装着するときは、4輪とも同じ種類の 
物に交換してください。 

•地方により条例の違いがあリますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 



積雪、寒冷時ではブレーキ装置に付着し 
た水が凍結し、ブレーキの効きが悪<な 
ることがあります。その際には、前後の 
車に十分注意して、プしーキペダルを軽 
<踏みながら低速で走行し、プレーキパ 
ッドのしめりを乾かして<ださい。 

A 注意 _ 

•万一、ブレーキの 効きが回復しないと 
きは、ただちにダイハツ サービスェ 
場で点検を受けてください。 


雪道、凍結路の注意 
A 注意 _ 

• 雪道や凍結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 

雪道走行時、タイやハウス裏側に付着し 
た雪が氷結し、次第にたい積してハンド 
ルのきれが悪<なることがあります。と 
きどき異常のないことを確認して<ださ 
い。ランプ類などは、走行中に雪のため 
に暗<なることがあるので、ときどき異 
常のないことを確認して<ださい。 
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_積雪、寒冷時の取り扱い 


パンク時の対応 

走行後の取り扱い 

応急 用 スペアタイヤ装着車 

駐車方法 

タイヤチェーン装着時、後輪がパンクし 
た場合は、応急 用 スペアタイやを前輪に 
装着し、外した前輪タイやを後輪に取り 
付け、これにタイヤチェーンを装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイやにはタイや チェ— 

ンは装着できません。 

屋外に駐車するときは、車の前部を風下 
や日の当たる方向に向けて止めて<ださ 
い。 

エンジンが冷えすぎると、始動しに<< 
なることがあります。 

また、ワイパーアームは起こして<ださ 
い。雪の重みでアーム取り付け部がこわ 
れることがあります。 

△注意 


•フロント ワイ パー アームを 起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパー アー 
ムから起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパー ア 
—ムから戻してください。 


fe アドバイス _ 

• 寒冷時は駐車ブレーキをかけるとブレ 
—キ装置が凍結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。シフトレバ 
—をオートマチック車は0レンジ、マ 
ニュアル車は1速または圆（後退）に 
入れておきましよう。 

• 軒下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪で車体を損傷するおそれが 
あります。 

•降雪時に長時間駐車するときは、ピラ 
-アンテナを収納してください。 

(ピラーアンテナ — 159ページ) 
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積雪、寒冷時の取り扱い 


洗車方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りと足回りを洗車して< 
ださい。放置すると腐食の原因となりま 
す。洗車後は凍結防止のため水分をよ< 
ふき取って < ださい。 

アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取つてくださ 
い。 


格納方法 

長時間使わないで屋外に放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周りの凍結を 
防ぐために、ボデーカバーを使用して< 
ださい。 

A 注意 _ 

• エンジンの冷えすぎを防ぐために毛布 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出す危険が 
あります。 
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サービスデータ 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

点火プラグ 

メーカー 

NGK 

デンソー 

プラグ型式 

ターボ 車以外 

LKR 6 C 

XU 20 HR 9 

ターボ車 

ILKR 7 D 9 

(イリジウムプラグ） 

SXU 22 HPR 9 

(イリジウムプラグ） 

フアンべルト 

たわみ量 ( mm ) 押力 98 N { l 0 kgf } 時 

7.4 〜 9.0 (点検時） 

点雛置 ( 0 ) 

W 

パワーステアリング 
ベルト 

たわみ量 ( mm ) 押力 98 N { l 0 kgf } 時 

12.6 〜18.3 (点検時) 

アイドリング回転数 （ rpm ) 

850 

ブレーキペダル 

遊び ( mm ) 

0_5〜2 

床板とのすき間 ( IM 1) 

(踏力 294 N {30 kgf 塒) 

84.3 以上 

クラッチペダル 

遊び （ mm ) 

15〜25 

床板とのすき間(關) 
(切れ残りしろ） 

ターボ車 以外 

28以上 

ターボ車 

25以上 

駐車ブレーキ 

引きしろ 

(操作力 196 N {20 kgf } 時） 

6〜10ノッチ 

バッテリー 

標準車 

26617 L 

寒冷地仕様車 

44 B 20 L 

フュー エル タンク 

容量“）（無鉛ガソリン使用） 

40 

ウォッシャータンク 

容量 U ) 

2.0 
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サービスデータ 


項 目 

サー ビスデータ 

エンジンオイル 

使用オイルと 
交換時期 

ターボ車以外 

アミックス モーター オイル SAE5W-30 
(API 分類 SM 以上） 

6か月ごとまたは、10,000 km ごと (5,000km ごと*)の 
どちらか早い方 

ターボ車 

アミックスモーターオイル SAE5W-30 
(API 分類 SM 以上) 

6か月ごとまたは、5,000 km ごと (2,500km ごと*)の 
どちらか早い方 

交換量 U ) 

オイル交換時 

約3.2 

オイルとオイルフィルタ- 
(オイルクリ十 ) 交換時 

約3.4 

オイルフイルター 
(オイルクリーナー） 

交換時期 

10,000 km ごと(5,000 km ごと*) 

トランスミッション 
オイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

M/T 車 

アミックストランスミッションギヤオイル SAE75W-80 
(API 分類 G し 4) 


A/T 車 

アミックス ATF D3-SP 


M/T 車 

2WD 

約 1.1 

4WD 

約1.95 ( トランスファ含む） 


A/T 車 

3A/T 

約 1.5 ( ドレーン）、約 3.8 (全容量） 

4A/T 

約 1.7 ( ドレーン）、約 4.6 (全容量） 

トランスファオイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

アミックストランスミッションギヤオイル 
SAE75W-80 (API 分類 GL-4) 

交換量（幻 

M/T 車 

約1.95(トランスミッション含む） 

A/T 車 

約 1.6 

デファレンシャル 
オイル 

交換時期 

30,000 km ごとまたは2年ごと 

使用オイル 

アミックスデファレンシャルハイボイドギヤオイル 

SAE80W-90 (API 分類 GL-5) 

交換量 U ) 

フ□ント 

約 0.5 

リヤ 

約 1.1 

ブレーキオイル 

交換時期 

2年ごと 

使用オイル 

アミックスブレーキフノトド （DOT3 相当） 


* シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大（20,000 km 以上/年）や短距離走行の繰り返し 
(8km 以下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノー ト」を参照してください。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

エアクリーナーエレメント 

交換時期 

40,000 km ごと(20,000 km ごと*) 

パワーステアリングオイル 

使用オイル 

アミックスパワーステアリングフルード 

冷却水 

交換時期 

2年ごと 

使用液 

アミックスロングライフクーラント 
(高防錡カタイプ） 

規定濃度（％) 

30(寒冷地 50) 

全容量（幻 
(除〈リザ-パ-タンク) 

ターボ 車 
以外 

M/T 車 

5.3(リャヒーター付き車は 5.7) 

A/T 車 

5.2(リヤヒーター付き車は 5.6) 

ター ボ車 

M/T 車 

5.5(リャヒーター付き車は 5.9) 

A/T 車 

5.4(リャヒーター付き車は 5.8) 


* シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大（20,000 km 以上/年）や短距離走行の繰り返し 
(8km 以下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノー ト」を参照してください。 


タイヤサイズ 

タイヤ空気圧 
(空車時： kPa{kgf/cm 2 }) 

タイヤの溝の 

深さ （mm) 

タイヤローテーション 
時期 

前輪 

後輪 

145 R 12-6 PR 

260(2.6} 

350(3.5} 

1 .6 以上 

5,000 km ごと 

T 1 25/90 D 1 2( 応急用タイヤ） 

420(4.2} 
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さくいん 
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さくいん 



アイドリング回転数-250 


アウター（ドア）ミラ-102 

アシストグリップ-189 

アンチ□ツクブレーキシステム 

(ABS) -71 

アンテナ-159 



ELR シートベル]-52 


EBD -71 

イグニツシヨン（エンジン） 

フイツチ -126 

イグニツシヨンキ-76 

インジケーターランプ 

(表示灯）-111 

インターロック-12了 

インナー（ルーム）ミラ-102 



ウインカー（方向指示）スイッチ----121 
ウインドウォツシや一液の補給----229 
ウインドガラフ 


ウインカー（方向指示）スイッチ----121 
ウインドウォツシや一液の補給----229 
ウインドガラフ 

ドアウインド-101 

パワーウインド-98 

ウインドデフォツガースイツチ----124 
ウォーニングランプ（警告灯）-—113 

ウォツシャーフイツチ-122 

ウォツシャータンクの容量-250 

上向き表示灯-112 

運転席 SRS エアバッグ-64 



エアクリーナーエレメントの 


エアクリーナーエレメントの 

データ-252 

エアコン 

エアコン-152 

リヤヒータ-158 

エアコンガス-233 

エアバッグ-64 

AM/FM ラジオ-164 

AM ラジオ 

AM/FM ラジオ-165 

1 DIN CD - AM/FM 付ステレオ——172 

A/T (オートマチック）車-137 

ABS -71 

SRS エアバッグ-64 

FM ラジオ 

AM/FM ラジオ-165 

1 DIN CD • AM/FM 付ステレオ——172 

M/T (マニュアル）車 -136 

LLC () 令却水）のデータ-252 

エンジンオイルのデータ-251 

エンジンオイルレベルゲージ---- 228 
エンジン回転計 

(タコメーター）-109 

エンジンキ-76 

エンジン警告灯-113 

エンジンスイッチ-126 

エンジンフード（ボンネット）——91 

エンジンルーム -226 

エンジン J レームの開閉-93 


運転席シートベルト 
未装着警告灯-116 
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さくいん 



オイルの交換量-251 

オイルプレッシャー（油圧） 


オイルの交換量-251 

オイルプレッシャー（油圧） 

警告灯-114 

応急用スペアタイヤ-201 

オーディオ-159 

オート（パフー）ウインド-98 

オートマチックシフト 

インジケータ-112 

オートマチック車-137 

オーバードライブ （O/D) OFF 

表示灯-113 

オーバードライブフイッチ-141 

オーバーヒ ー I-210 

オーバーヘッドシェルフ-186 

オープナー 

フユー エルリッド-97 

ボンネッI-92 

お子さま専用シー!-55 

オドメーター（積算距離計）-110 

オルタネーター（フアン）ベルトの 
点検基準値-250 



鍵(キー)-76 


鍵(キー)-76 

カップホルダ-18了 

間欠ワイパー（ワイパー • 

ウオツシヤーフイツチ）-123 



+-76 


+-76 

キーインター□ツク-127 

キー（エンジン）スイツチ-126 

キー閉じ込み防止機能-81 

キー抜き忘れ警告プザ-85 

キーレスエントリ-77 

給油口（フユーエルリツド）-96 

緊急停止するには-221 



空気圧-252 


空気圧-252 

空調-152 

クーラー （エアコン）-152 

クーラント （) 令却水）のデータ-----252 
区間距離計（トリップメーター） ----- 110 
曇り取り 

フ□ント-156 

リヤ-124 

クラクシヨン（ホーン）スイツチ---125 

クラッチスタートシステム-132 

クリーナー（オイルフイルター）の 

デ—夕-251 

グロープボックス-186 



警音器（ホーン）スイツチ-125 


警音器（ホーン）スイツチ-125 

計器（メーター）-108 

警告灯-113 

警告ブザー 

キー抜き忘れ警告プザ-85 

ライト消し忘れ警告プザ-120 

^7-1 -90 

けん引-199 
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さくいん 



工具-192 


高水温警告灯-116 

後席（リヤシート）-41 

コンビネーシヨン スイツチ-118 

コンビネーシヨンメータ -108 



サ—ビフデ—夕-249 


サイド（駐車） ブレーキ -12 了 

サイド（ドア）ミラ-102 

3速オートマチック 

トランスミツシヨン -142 

3,点式 ELR シー トベ J レ! -52 

サンバイザ-185 



CD プレーや-176 

シート 


CD プレーや-176 

シー ト 

フロント-39 

UP -41 

シートベルト-50 

シートべ J レト未装着警告火:!-116 

シガライタ-184 

室内照明-182 

シフトインジケータ-112 

シフトレバー 

才—トマチック車-138 

マニュアル車-136 

シフト□ツク装置-138 

車載工具-192 

ジャッキの使いかた-195 

車両を緊急停止するには-221 

集中（パワー）ドア□ック-84 

充電警告灯-114 

使用オイル-251 

乗降グリップ-189 

照明-182 

助手席 SRS エアバッグ-64 

助手席前倒し機構-40 

シヨツビングフック-188 


258 







































さくいん 



水温警告灯- 

-116 

夕ーボ車- 

-128 

水温表示灯- 

-112 

ターンシグナルインジケーター 


ヌ^ T ッチ - 

-118 

(方向指示表示灯）- 

-111 

ヌ ターターコント□—ルシステム 


ターンシグナル（方向指示） 


才トマチック車- 

-135 

ス'ソチ- 

-121 

マ—ユアル車- 

-132 

タイヤチェーン- 

- 244 

スタック（立ち往生）したとき----- 

-197 

やの父換- 

- 203 

スァレオ（才 丁 ィオ）- 

-159 

タイやのデタ-_ _ _ _ - 

- 252 

フノ （タイや）チェン- 

-244 

タイやの□— テー シヨン- 

- 232 

スパーク（点火）プラグの型式…-- 

-250 

夕] メータ - 

-109 

フピ ー K メィ- 

-109 

暖房（エアコン） 


スペアタイヤ- 

-201 

エア- 

-152 

スラ< ド'調整- 

-39 

リやヒータ- 

-158 

スライドドア- 

-82 





積算距離計（オドメーター）-110 チェックエンジン警告灯-113 

セレクト（シフト） レバー チェンジ （シフト） レバー 


才—卜 v ■ナック单-1 

マニュアル車 -136 

洗車-234 

前照灯（ヘッドランプ）の 

切り替え-119 

前席（フ□ントシート）-39 



速度計（スピードメーター）-109 


オートマチック車-138 

マニュアル車 -136 

チケットホルダ-185 

チャ—ジ（充電）警告灯-114 

チヤイルドシート -55 

チヤイルドシートの選びかた-57 

チヤイルドシートの固定の 

しかた-60 

チヤイ J レドシートの種類-56 

I 主車 ブレーキ -127 

駐車ブレーキの点検基準値-250 



ツール （工具）-192 
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低水温表示灯-112 


低水温表示灯-112 

ディスクホイール（タイヤ）の 

交換-203 

ディスクホイール（タイヤ）の 

データ -252 

デフアレンシャルオイルの 

デ—夕 -251 

デフォッガーフィッチ-124 

デフ□スター（曇り取り） 

フロント-156 

'JP -124 

デュアル SRS エアバッグ-64 

点火プラグの型式-250 

電球の交換-214 

点検整備項目 

(サービフデータ）-249 

電動格納式（ドア）ミラ-103 



荷室 LED ランプ-182 


荷室ランプ-182 



燃料給油口（フユーエルリツド）-96 


燃料計-109 

燃料残量警告灯-116 

燃料（フユーエル）タンクの容量---250 



K 7 7 -80 


K 7 7 -80 

ド'アウイント*-101 

ドア（パワー）ウインド-98 

ドア ミラー 

手動式-103 

電動格納式-103 

ドア□ック-84 

時計 

AM / FM ラジオ-168 

1 DIN AM / FM 付 CD ステレオ-180 

トランスフアオイルのデータ-251 

トランフミツシヨンオイルの 

デ—夕 -251 

トリップメーター（区間距離計）——110 
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八 


パー キング(駐車)ブレーキ-12了 

パーキング（駐車）ブレーキの 

点検基準値-250 

パートタイム 4 WD システム-129 

灰皿 -184 

ハイビーム 

(ヘッドランプ上向き）表示灯----112 
ハザードインジケーター 

(非常点滅表示灯）-111 

ハザード（非常点滅灯）スイッチ----122 

発炎筒-198 

バックドア-85 

バック（ルーム）ミラ-102 

パッシング 

(ヘッドランプの切り替え）-119 

バッテリーあがり-208 

バッテリーあがり防止機能-183 

バッテリーの型式-250 

バルブ（電球）の交換-214 

パワーウインド-98 

パワーステアリングオイルの 

データ -252 

パフー ステアリングベルトの 

点検基準値- 250 

パヮードアロック-84 

パンク-201 


ハンド（レバー式駐車）ブレーキ-- -12 了 


ヒーター （エアコン) 


エアコン-152 

リヤヒータ -158 

非常点滅灯スイッチ-122 

非常点滅表示灯-111 

ヒューブボックス-211 

表示灯-111 

ピラ—アンテナ -159 
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フアンベルトの点検基準値-250 

V (フアン）ベルトの点検基準値----250 


フアンベルトの点検基準値-250 

V (フアン）ベルトの点検基準値----250 

フイルターのデータ-251 

フォースリミッター機構付 

シートベ J レ! -54 

不凍液 （) 令却水）のデータ-252 

フユー エル ウオーニン グ 

(燃料残量警告灯）-116 

フユーエルタンクの容量-250 

フユー エル メーター （燃料計）----109 

フユー エルリッド-96 

プラグの型式-250 

フラットシ ー I -49 

プリテンシヨナ ー& フオース 
リミッター機構付シートベルト -----54 

フ J レフラットシート-49 

ブレーキ ( ABS ) -71 

ブレーキオイルの デー タ-251 

ブレーキ 警告灯-115 

ブレーキペダルの点検基準値-250 

プレード（ワイパー）の交換-236 

フ□ントシ ー I -39 

フ□ントシートぺ J レ!-52 

フ□ントドア-80 

フロントワイパー•ウオツシヤー 
スイツチ-123 



ヘッドランプ上向き表示灯-…- 

—- 112 

ヘッドランプの切り替え- 

—- 119 

ヘッドランプマニュアル 


しべリングスイツチ- 

…-120 

へット’レヌトの調整- 

-4〇 

ヘッドレストの取り5^し- 

-41 

ベルトの点検基準値- 

…- 250 



ホイール（タイヤ）の交換-203 


ホイール（タイヤ）のデータ-252 

方向指示スイッチ-121 

方向指示表示灯-111 

ホーンスイッチ-125 

補給口（フユーエルリツド）-96 

ポジション表示 

(シフトインジケーター）-112 

ボンネツ I -91 



前倒し-40 


窓ガラス 

ドアウインド-101 

パフー ウインド-98 

マニュアル車-136 



5ラー 


5ラー 

ドアミラ-1〇2 

ルームミラ-102 
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メータ -108 


メータ -108 

メンテナンフデータ 
(サービスデータ）-249 



油圧警告灯-114 



4速オートマチック 


4速オートマチック 

トランフミツシヨン- 139 

4 WD 車-129 



ライト消し，忘れ警告プザ-120 


ライト消し，忘れ警告プザ-120 

ライトスイッチ-119 

ラジエーター液 （) 令却水）の 

データ -252 

ラジオ 

AM / FM ラジオ-165 

I DIN CD - AM / FM 付ステ:レオ——172 
ラバー（フイパー）の交換-236 



リクライニング調整-39 


リクライニング調整-39 

リモコンヌイッチ-77 

リャウインドデフォツ ガー 

スイツチ -124 

リャゲ ー I -90 

リャシ ー I -41 

リヤシートベル! -52 

リヤデフアレンシャルオイルの 

デ—夕 -251 

リャドア -82 

リャ ヒータ -158 

リャワイパー-ウォッシャー 
フイツチ -124 



ルームミラ-102 

ルームランプ -182 


ルームミラ-102 

ルームランプ -182 



冷却水の データ -252 


冷却水の データ -252 

) 令房（エアコン）-152 

レバー式駐車ブレーキ-127 

しべリングスイツチ-120 



ローテーション -232 
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ワイパー-ウォッシャー 


ワイパー-ウォッシャー 

スイツチ-122 

フイパ—の交換-236 

フイやレスドア□ツク 

(キーレスエントリー）-77 

W 数（電球）-214 

1 ： DIN CD - AM / FM 付ステレオ-170 



1 DIN CD - AM / FM 付ステレオ-170 



3速オートマチック 


3速オートマチック 

トランスミツシヨン-142 

3,点式 ELR シートベ J レ!-52 



4速オートマチック 


4速オートマチック 

トランスミツシヨン-139 

4 WD 切り替えスイッチ-129 

4 WD 車-129 
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ABS -71 


ABS -71 

ABS 警告灯-11了 

A/C (エアコン）-152 

AM / FM ラジオ-164 

AM ラジオ 

AM / FM ラジオ-165 

1 DIN CD - AM / FM 付ステレオ——172 
A /丁（オートマチック）車-13了 



CD プレーヤ-176 



EBD -71 


ELR シートベル!-52 



SRS エアバッグ-64 


SRS エアバッグ-64 

SRS エアバッグ警告灯-70 

SRS エアバッグコンビユータ-70 



V (フアン）ベルトの点検基準値--- 250 



W 数(電球)-214 



FM ラジオ 


AM / FM ラジオ-165 

1 DIN CD - AM / FM 付ステレオ——172 



LLC (冷却水)のデータ-252 



M/T (マニュアル）車-136 



O/D OFF 表示灯-113 

〇 /D (オーバードライプ） 


スイツチ-141 
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軽自動車を廃車したときは 

自動車検査証返納の手続きが必要になりますので、軽自動車検査協会事務所で手 
続きを行ってください。 


返納に必要な書類など （0 は一時使用中止時、0は解体返納時に 
必要です） 

□ 自動車検査証返納証明書交付申請書_自動車検査証返納届出書 
in 解体届出書 
00自動車検査証 

BE 車両番号標（ない場合は「車両番号標未処分理由書」） 

013軽自動車税申告書 

00印鑑 



□ 一時使用中止時 


7番窓口 


ナンパー頒布 


6番窓口 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2番窓口 


申請書類の確認 

み 


3番窓口 


検査手数料収納 


2番窓口 


申請書類の確認 


□ 解体返納時 


7番窓口 


ナンパー頒布 

み 


6番窓口 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

A 


2番窓口 


申請書類の確認 

み 


5番窓口 


申請書の受付、および検査証交付 


※上記の順序は一般的な例です。 


























使用者 • 所有者 • 使用者の住所を変更したときは 

検査証記載事項変更の手続きが必要になりますので、使用中の本拠位置を管轄す 
る軽自動車検査協会事務所で手続きを行ってください。 


申請に必要な書類など （0 は使用者•所有者を変更した場合、0 
は引っ越しなどにより、使用者の住所を変更した場合に必要です） 

0E 自動車検査証記入申請書 
BEI 自動車検査証 

BE 使用者の住所を証する書面（印鑑証明書、または住民票抄本などで 
発行後3ヶ月以内のもの） 

B 自動車損害賠償責任保険証明書、または自動車損害賠償責任共済証 
明書（使用者が変わった場合に必要です） 

SB 車両番号標（同じ管轄であれば変更する必要がありません） 

B 軽自動車税申告書_自動車取得税申告書 
E 軽自動車税申告書 
BQ 印鑑 



SB (ナンパー変更あり） 


2番窓口 


申請書類の確認 


7番窓口 


ナンパー頒布 

A 


5番窓口 


申請書の受付、および検査証交付 

A 


6番窓口 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


BE ) (ナンパー変更なし) 


2番窓口 


申請書類の確認 

み 


6番窓口 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


5番窓口 


申請書の受付、および検査証交付 


ナンパー頒布 


7番窓口 


※上記の順序は一般的な例です。 
























ご相談、ご意見はご購入いただいた 
販売会社にお問い合わせください。 


お問い合わせ先は別冊「メンテナンスノー ト」の 
「ダイ八ツサービス網」をご覧ください。 


お問い合わせには、あらかじめ下記の事項 
について確認のうえ、ご連絡願います。 

::1:■車名および型式、登録番号 
■ご購入年月日 
13徒行距離 

:りお客様のご住所、お名前、電話番号 


ダイ八ツエ業株式会社お客様相談室 

フリーコール (3) 0800-500-0182 
受付時間 平日 9:00〜19:00 

土日祝9:00〜17:00 

〒563-8651大阪府池田市ダイハツ町1番1号 

弊社におけるお客様の個人情報の取り扱いにつし、ては、ダイノ '■ツエ業株式会社ホームぺージにて 
掲載してむります。 （ http :// www . daihatsu . co . jp / privacy / index . htm ) 


•印刷= 2012年11月22日•発行= 2012年11月30日く非売品〉 
•編集=ダイ八ツエ業株式会社サービス部 
•発行=ダイノ \ツエ業株式会社 














01999 -B5136 


ダイ八ツエ業株式会社 


シートべルトを締めましよう 


車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と 
一致しない場合がありますのでご了承ください。 



